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第
一
節
　
道
慈
が
大
安
寺
を
造
営
し
た
史
料
的
根
拠

道
慈
卒
伝

八
世
紀
前
半
の
日
本
仏
教
を
牽
引
し
た
入
唐
僧
に
道
慈(

？
～
七
四
四
年)

が

い
る
［
井
上
一
九
四
六
］。『
続
日
本
紀
』
巻
一
五
に
、
そ
の
「
卒
伝
」(

死
亡
記
事
と

簡
単
な
人
物
紹
介
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る(
史
料
1)

。

史
料
1
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
六(

七
四
四)
年
冬
十
月
辛
卯
条

律
師
道
慈
法
師
卒
。
天
平
元
年

為
律
師
。　
法
師
、
俗
姓
額
田
氏
。
添
下
郡
人
也
。
性
聡
悟
、

為
衆
所
推
、
大
宝
元
年
、
随
使
入
唐
。
渉
覧
経
典
、
尤
精
三
論
。
養
老
二
年
帰

朝
。
是
時
、
釈
門
之
秀
者
、
唯
法
師
及
神
叡
法
師
二
人
而
巳
。
著
述
愚
志
一
巻
。

論
僧
尼
之
事
。
其
略
曰
、
今
察
日
本
素
緇
行
仏
法
軌
模
、
全
異
大
唐
道
俗
伝
聖

教
法
則
。
若
順
経
典
、
能
護
国
土
。
如
違
憲
章
、
不
利
人
民
。
一
国
仏
法
、
万

家
修
善
。
何
用
虚
設
。
豈
不
慎
乎
。
弟
子
伝
業
者
、
干
今
不
絶
。
属
遷
造
大
安

寺
於
平
城
、
勅
法
師
勾
当
其
事
。
法
師
尤
妙
工
巧
、
構
作
形
製
、
皆
稟
其
規
摹
、

所
有
匠
手
、
莫
不
歎
服
焉
。
卒
時
年
七
十
有
余
。

(

意
訳)

律
師
道
慈
法
師
が
亡
く
な
っ
た
。
道
慈
が
律
師
に
な
っ
た
の
は
天
平

元
年
の
こ
と
で
あ
る
。
法
師
は
俗
姓
が
額
田
氏
で
、
添
下
郡
の
人
で
あ
る
。
生

ま
れ
な
が
ら
に
賢
く
、
皆
の
推
薦
に
よ
っ
て
大
宝
元(

七
〇
一)

年
の
遣
唐
使

に
随
っ
て
入
唐
し
た
。
経
典
を
渉
覧
し
、
と
く
に
三
論
に
精
通
し
て
い
た
。
養
老

二(

七
一
八)

年
に
帰
朝
。
こ
の
時
、
仏
門
で
秀
で
て
い
る
の
は
道
慈
法
師
と

神
叡
法
師
の
二
人
だ
け
だ
っ
た
。『
愚
志
』
一
巻
を
著
し
、
僧
尼
の
こ
と
を
論

じ
た
。
そ
の
主
張
は
以
下
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。
今
の
日
本
の
一
般
僧
侶
が

お
こ
な
う
仏
法
の
軌
模
を
観
察
す
る
と
、
大
唐
の
道
俗
で
伝
わ
る
聖
教
法
則
と

全
く
異
な
っ
て
い
る
。
経
典
に
遵
え
ば
、
国
土
を
よ
く
護
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
し
憲
章
と
違
っ
て
い
れ
ば
、
人
民
の
不
利
益
と
な
る
。
一
国
の
仏
法
は
万
家

の
修
善
で
あ
る
。
ど
う
し
て
虚
設
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
過
ち
が
な

い
よ
う
に
対
応
す
べ
き
だ
。
道
慈
の
弟
子
で
、
こ
の
教
え
を
伝
え
守
る
者
は
今

も
絶
え
な
い
。
大
安
寺
を
平
城
京
に
遷
造
す
る
際
、
道
慈
法
師
に
事
業
担
当
の

勅
が
下
さ
れ
た
。
法
師
は
工
巧
に
優
れ
、
構
作
形
製
す
る
と
、
皆
が
そ
の
規
摹

を
上
司
に
申
し
上
げ
、
所
有
匠
手
で
歎
服
し
な
い
者
は
い
な
か
っ
た
。
没
し
た

と
き
は
、
七
〇
歳
を
少
し
越
え
て
い
た
。

卒
伝
は
道
慈
の
事
績
を
、
①
入
唐
僧
で
多
く
の
経
典
に
眼
を
通
し
、
と
く
に
三

論
に
精
通
し
て
い
た
。
②
帰
朝
当
時
は
、
神
叡
法
師
と
な
ら
ぶ
学
僧
だ
っ
た
。
③
唐

仏
教
と
比
較
し
て
日
本
仏
教
の
あ
り
方
を
批
判
し
た
著
作
『
愚
志
』
一
巻
は
、
弟
子

達
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
④
大
安
寺
を
平
城
京
に
遷
造
し
た
時
、
聖
武
天
皇
か

ら
事
業
勾
当
の
勅
を
賜
っ
た
。
所
有
匠
手
が
皆
そ
の
技
量
に
感
歎
す
る
ほ
ど
工
巧
に

秀
で
て
い
た
。
と
い
う
四
項
目
で
紹
介
し
て
い
る
。

①
②
③
は
僧
侶
と
し
て
最
も
肝
心
な
事
績
だ
が
、
経
典
に
疎
い
筆
者
に
論
評
す

道
慈
に
よ
る
大
安
寺
改
造
の
実
態

上
原
　
眞
人
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る
準
備
は
な
い
。
し
か
し
、
留
学
経
験
が
自
国
の
現
状
を
批
判
す
る
眼
を
養
う
こ
と

は
、
古
代
日
本
の
仏
教
界
に
も
通
用
す
る
よ
う
だ
。
②
に
関
し
て
は
、『
今
昔
物
語
』

巻
一
一
第
五
話
「
道
慈
亘
唐
伝
三
論
帰
来
神
叡
在
朝
試(

道
慈
、
唐
に
わ
た
り
三
論

を
伝
え
て
帰
り
来
た
れ
る
を
、
神
叡
、
朝
に
あ
り
て
試
み
た
る)

語
」
に
、
留
学
経

験
の
な
い
神
叡
が
虚
空
蔵
菩
薩
の
加
護
で
学
を
積
み
、
道
慈
と
の
論
議
に
負
け
な

か
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
評
価
し
た
聖
武
天
皇
に
よ
っ
て
、
道
慈
は
大
安
寺
を
三
論
の

拠
点
と
し
、
神
叡
は
元
興
寺
を
法
相
の
拠
点
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
由
来
譚
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。『
今
昔
物
語
』
の
説
話
が
、『
続
日
本
紀
』
の
記
事
と
対
応
し
、

内
容
に
具
体
性
を
与
え
て
い
る
。

留
学
経
験
も
海
外
研
修
経
験
も
な
い
筆
者
は
神
叡
に
共
感
を
お
ぼ
え
る
が
、
本

稿
の
主
人
公
は
道
慈
で
あ
る
。
①
～
③
が
仏
教
思
想
に
直
接
関
わ
る
事
績
で
仏
教

史
・
思
想
史
・
宗
教
史
の
主
題
と
な
る
た
め
、
寺
院
史
・
政
治
経
済
史
を
主
題
と
す

る
こ
と
が
多
い
日
本
古
代
史
学
や
建
築
史
学
・
考
古
学
の
道
慈
論
は
、
お
も
に
④
を

論
点
に
す
え
る
。
筆
者
も
、
天
平
十
九(

七
四
七)

年
に
成
立
し
た
「
大
安
寺
縁
起

并
流
記
資
財
帳
」 

と
考
古
資
料
を
も
と
に
奈
良
時
代
の
大
安
寺
に
つ
い
て
論
じ
た
別

稿
［
上
原
二
〇
二
一
］
に
お
い
て
、
道
慈
が
大
安
寺
の
建
物
施
設
を
改
造
・
充
実
し

た
と
す
る
通
説
を
批
判
し
、
大
安
寺
の
経
済
基
盤
を
安
定
さ
せ
、
法
会
・
仏
像
・
仏

画
な
ど
大
安
寺
の
信
仰
形
態
そ
の
も
の
を
革
新
し
た
の
が
道
慈
そ
の
人
で
あ
る
こ
と

を
論
じ
た
。

た
だ
し
、「
大
安
寺
縁
起
并
流
記
資
財
帳
」
は
道
慈
の
事
績
を
さ
ほ
ど
多
く
語
っ
て

い
な
い
た
め
、
別
稿
で
は
登
録
さ
れ
た
仏
像
・
仏
画
を
主
題
と
し
て
、
道
慈
の
業
績
は

付
帯
的
に
論
じ
た
。
本
稿
で
展
開
す
る
主
張
は
、別
稿
の
論
旨
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
。

し
か
し
、
道
慈
の
事
績
を
知
る
に
は
、「
大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
」
だ
け

で
な
く
、
道
慈
を
語
る
他
の
史
料
や
、
そ
れ
に
関
す
る
研
究
成
果
を
参
照
す
る
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
批
判
し
た
通
説
的
理
解
も
研
究
者
に
よ
る
個
人
差
が
大
き
く
、

正
確
に
紹
介
し
な
い
と
誤
解
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
る
。
以
下
、
別
稿
と
重
複
す
る
点

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
稿
を
執
筆
し
た
理
由
で
あ
る
。
な
お
、
道
慈
は
義
浄

が
訳
出
し
た
金
光
明
最
勝
王
経
を
将
来
し
、
国
分
寺
造
営
を
建
策
し
た
と
推
測
さ
れ

る
［
井
上
一
九
四
六
］。
し
か
し
、
本
稿
で
は
、
大
安
寺
に
関
わ
る
道
慈
の
業
績
に

し
ぼ
っ
て
論
を
進
め
る
。

道
慈
が
大
安
寺
を
造
営
し
た
と
す
る
史
料

『
続
日
本
紀
』
の
卒
伝
か
ら
、
道
慈
が
建
築
技
術
に
優
れ
、
大
安
寺
の
建
物
施
設
を

充
実
さ
せ
た
と
考
え
る
研
究
者
は
多
い
が
、「
妙
工
巧
、
構
作
形
製
、
皆
稟
其
規
摹
、

所
有
匠
手
、
莫
不
歎
服
焉
」
の
記
事
だ
け
で
は
、
道
慈
が
何
の
工
作
技
術
に
優
れ
て
い

た
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
少
な
く
と
も
、「
構
作
形
製
」
の
対
象
が
建
物
に
限
定
で

き
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
、
道
慈
の
技
術
に
歎
服
し
た
「
匠
手
」
が
、
建
築
技
術
者
に

限
定
で
き
な
い
こ
と
も
次
節
で
証
明
す
る
。「
遷
造
大
安
寺
於
平
城
」
を
契
機
に
勾

当
の
勅
が
下
っ
た
記
事
は
、
建
築
技
術
に
秀
で
て
い
た
と
い
う
誤
解
を
生
み
や
す
い
。

し
か
し
、
寺
院
造
営
と
は
寺
院
地
の
確
保
と
造
成
、
建
物
の
造
営
と
荘
厳
、
建
物
に

祀
る
仏
像
・
仏
画
の
作
成
と
荘
厳
、
僧
尼
の
日
常
生
活
を
支
え
、
参
詣
者
に
応
じ
る

施
設
や
法
会
を
円
滑
に
執
行
で
き
る
施
設
の
充
実
な
ど
、
寺
院
を
構
成
す
る
諸
要

素
全
体
を
整
え
る
事
業
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
建
物
は
寺
院
を
構
成
す
る
諸
要
素
の
容
器
で
、
ま
っ
さ
き
に
整
備

す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、『
続
日
本
紀
』
霊
亀
二(

七
一
六)

年
五
月
辛
卯
条

の
「
始
徒
建
元
興
寺
于
左
京
六
条
四
坊
」
が
平
城
京
に
お
け
る
大
安
寺
所
在
地
に
該

当
し
、原
史
料
で
「
徒
建
大
寺
于
左
京
六
条
四
坊
」
と
あ
っ
た
大
安
寺
移
転
記
事
を
、

『
続
日
本
紀
』
編
者
が
誤
解
し
た
と
す
る
説
［
福
山
一
九
三
六
］
に
し
た
が
う
な
ら
、

移
転
開
始
以
前
に
入
唐
し
、
移
転
工
事
開
始
の
二
年
後
に
帰
国
し
た
道
慈
が
、
当
初

か
ら
大
安
寺
造
営
に
関
与
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
明
確
で
あ
る
。
し
か
し
、
十
二
世
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紀
に
成
立
し
た
『
扶
桑
略
記
』
は
、
大
規
模
寺
院
の
建
設
に
長
じ
た
道
慈
が
、
大
安

寺
の
建
物
施
設
の
充
実
に
大
き
く
寄
与
し
た
と
、
は
っ
き
り
主
張
す
る(

史
料
2)

。

史
料
2
『
扶
桑
略
記
』
天
平
元(

七
二
九)

年
条

同
年
、
天
皇
欲
改
造
大
官
大
寺
、
為
遵
先
帝
遺
詔
也
。
遍
降
綸
命
、
捜
求
良
工
。

爰
有
称
沙
門
道
慈
者
、
奏
天
皇
曰
、
道
慈
問
道
求
法
、
自
唐
国
帰
来
、　

但
有

一
宿
念
、
欲
造
大
寺
、
偸
図
取
西
明
寺
結
構
之
躰
。
天
皇
聞
大
悦
、
以
為
我

願
満
也
。
勅
道
慈
、
改
造
大
寺
。」
縁
起
云
、
中
天
竺
舎
衛
国
祇
園
精
舎
、
以

兜
率
天
内
院
為
規
模
焉
。
大
唐
西
明
寺
、
以
祇
園
精
舎
為
規
模
焉
。
本
朝
大

安
寺
、
以
唐
西
明
寺
為
規
模
焉
。
寺
大
和
国
添
上
郡
平
城
左
京
六
条
三

（
マ
マ
）坊
矣
。

其
宝
塔
花
龕
、
仏
殿
僧
坊
、
経
蔵
鐘
楼
、
食
堂
浴
室
、
内
外
宇
構
、
不
遑
具
記
。

二
七
年
間
、
営
造
既
成
。
天
皇
歓
悦
、
開
大
法
会
、
加
施
三
百
町
之
水
田
。
得

度
五
百
人
之
沙
弥
。
即
以
道
慈
、
補
権
律
師
。
兼
賜
食
封
百
五
十
戸
。
褒
賞
有

員
、
不
能
具
記
。

（
意
訳
）
聖
武
天
皇
は
先
帝
の
遺
詔
を
遵
守
し
、
大
官
大
寺
を
改
造
し
た
い
と

考
え
、
広
く
綸
命
を
く
だ
し
て
良
工
を
探
し
求
め
た
。
こ
こ
に
沙
門
道
慈
が
天

皇
に
奏
上
し
た
。
自
分
は
道
を
問
い
法
を
求
め
、
唐
か
ら
帰
国
し
た
。
た
だ
一

つ
、
大
寺
を
造
営
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
、
唐
・
西
明
寺
の
結
構
之
体

を
描
い
た
図
を
こ
っ
そ
り
写
し
取
っ
た
。
こ
れ
を
聞
い
て
天
皇
は
、
こ
れ
で
私

の
願
い
が
か
な
う
と
大
い
に
喜
び
、
道
慈
に
勅
し
て
、
大
寺
を
改
造
さ
せ
た
。

縁
起
に
よ
れ
ば
、
中
天
竺
の
舎
衛
国
の
祇
園
精
舎
は
兜
率
天
内
院
を
模
倣
し
、

大
唐
の
西
明
寺
は
祇
園
精
舎
を
模
倣
し
、
我
国
の
大
安
寺
は
唐
の
西
明
寺
を
模

倣
し
た
。
大
安
寺
は
大
和
国
添
上
郡
の
平
城
京
左
京
六
条
四
坊
に
立
地
し
、
宝

塔
、
花
龕
、
仏
殿
、
僧
坊
、
経
蔵
、
鐘
楼
、
食
堂
、
浴
室
な
ど
が
内
外
に
軒
を

並
べ
、
詳
細
を
記
載
す
る
余
裕
が
な
い
ほ
ど
だ
。
一
四
年
間
で
造
営
を
終
え
た

の
で
、
天
皇
は
こ
と
の
ほ
か
喜
び
、
大
法
会
を
開
き
、
加
え
て
三
〇
〇
町
の
水

田
を
施
入
し
た
。
五
百
人
の
沙
弥
を
得
度
さ
せ
、
道
慈
を
権
律
師
に
任
じ
、
食

封
一
五
〇
戸
を
賜
わ
っ
た
。
褒
美
は
数
限
り
な
く
、
つ
ぶ
さ
に
記
載
で
き
な
い

ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　
『
扶
桑
略
記
』
記
事
で
重
要
な
点
は
、
道
慈
が
大
安
寺
に
関
与
し
た
端
緒
は
天
平

元(

七
二
九)

年
で
、
平
城
遷
都
か
ら
一
九
年
、
大
安
寺
移
転
開
始
か
ら
一
三
年
、

道
慈
帰
朝
か
ら
一
一
年
を
経
過
し
て
い
る
点
、
お
よ
び
『
扶
桑
略
記
』
編
者
も
そ
れ

を
意
識
し
、創
建
で
は
な
く
「
改
造
大
官
大
寺
」
を
道
慈
の
事
績
と
し
た
点
で
あ
る
。

「
縁
起
云
」
と
あ
る
よ
う
に
「
中
天
竺
舎
衛
国
」
以
下
「
不
遑
具
記
」
ま
で
の
記
事
は
、

寛
平
七(

八
九
五)

年
八
月
五
日
の
年
紀
を
も
つ
「
大
安
寺
縁
起
」(

『
群
書
類
従
』

巻
一
三
五
、
他
に
寛（

マ
マ
）

元
七
年
八
月
五
日
の
年
紀
が
あ
る(

醍
醐
寺
本)

｢

諸
寺
縁
起

集
」
所
収
の
「
大
安
寺
縁
起
」
も
あ
る
［
藤
田
一
九
七
二
］
が
、〈
京
都
大
学
貴
重

資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
〉
で
参
照
で
き
る
「
寛
平
縁
起
」
を
用
い
る
）
の
冒
頭

と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
加
え
て
「
遍
降
綸
命
」
以
下
「
不
能
具
記
」
ま
で
の
記
事
も

「
寛
平
縁
起
」
と
ほ
ぼ
同
文
で
、　
史
料
2
は
お
も
に
「
寛
平
縁
起
」
が
根
拠
と
な
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
福
山
敏
男
は
「
寛
平
縁
起
」
は
宝
亀
六(

七
七
五)

年
四
月
十
日
に
淡
海
三
舟
が

作
成
し
た
と
い
う
奥
書
が
あ
る
「
大
安
寺
碑
文
一
首
并
序
」[(

醍
醐
寺
本)

「
諸
寺

縁
起
集
」
掲
載
、『
続
々
群
書
類
従
』
第
一
六
巻
所
収
］
の
難
渋
な
用
語
を
「
読
み

や
す
く
書
き
か
え
、
か
つ
天
平
の
資
財
帳
を
も
と
り
入
れ
、
さ
ら
に
色
々
な
濃
厚
な

説
話
的
潤
色
を
添
加
し
て
成
っ
た
」
と
考
え
た
［
福
山
一
九
三
六
］。「
大
安
寺
碑
文

一
首
并
序
」「
寛
平
縁
起
」は
、か
つ
て
は
天
平
十
九(

七
四
七)

年
に
成
立
し
た「
大

安
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
」
と
並
ぶ
大
安
寺
創
建
を
語
る
基
本
史
料
と
目
さ
れ

て
い
た
が
、
服
部
匡
延
は
「
大
安
寺
碑
文
一
首
并
序
」
は
延
暦
四(

七
八
五)

年
～
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十
九
年
頃(

八
世
紀
末)

、「
寛
平
縁
起
」
は
十
世
紀
後
半
頃
に
成
立
し
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
［
服
部
一
九
六
一・六
二
］。
成
立
年
次
が
古
い
の
で
依
拠
で
き
る
内

容
を
含
む
と
し
て
も
、
史
料
2
を
根
拠
に
道
慈
が
大
安
寺
造
営
に
関
与
し
た
と
主
張

す
る
際
に
は
、
史
料
の
限
界
を
配
慮
し
た
控
え
め
な
態
度
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。

以
後
に
成
立
し
た
道
慈
伝(

一
三
二
二
年
『
元
亨
釈
書
』、
一
七
〇
二
年
『
本
朝

高
僧
伝
』
な
ど)

や
大
安
寺
に
関
わ
る
縁
起(

「
七
大
寺
巡
礼
私
記
」、「
建
久
御
巡

礼
記
」、醍
醐
寺
本・護
国
寺
本・菅
家
本
「
諸
寺
縁
起
集
」
な
ど)

に
お
い
て
は
、「
寛

平
縁
起
」
や
『
扶
桑
略
記
』
を
も
と
に
道
慈
と
大
安
寺
の
関
係
を
述
べ
る
の
で
、
道

慈
が
大
安
寺
造
営
と
く
に
建
物
施
設
の
充
実
に
多
大
の
貢
献
を
し
た
と
す
る
理
解
が

一
般
化
す
る
。
し
か
し
、
造
営
開
始
か
ら
一
〇
年
以
上
経
過
し
て
、
事
業
に
加
わ
っ

た
道
慈
が
、
一
体
何
を
し
た
の
か(

何
が
で
き
た
の
か)
漠
然
と
し
て
い
る
。
以
下
、
大
安

寺
の
建
物
施
設
に
関
す
る
道
慈
の
功
績
を
具
体
的
に
推
定
し
た
諸
説
を
紹
介
す
る
。

大
安
寺
の
建
物
施
設
を
道
慈
が
改
造
し
た
と
す
る
説
Ⅰ

史
料
1
・
史
料
2
を
お
も
な
根
拠
に
、
大
安
寺
造
営
に
道
慈
が
関
与
し
、
革
新

を
も
た
ら
し
た
と
考
え
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
太
田
博
太
郎
は
「
道
慈
が
大
安
寺
の

造
営
に
関
与
し
た
こ
と
は
疑
う
余
地
は
な
い
」
と
断
言
し
、関
与
の
開
始
年
次
は
「
天

平
元
年
と
す
る
の
が
穏
当
で
」、「
造
営
は
長
期
間
を
要
し
て
い
る
の
で
、
造
営
工
事

中
に
参
画
し
、
計
画
の
変
更
を
行
っ
た
た
め
」、『
扶
桑
略
記
』
の
よ
う
な
「
伝
え
が

で
き
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
［
太
田
一
九
七
九
］。
こ
の
説
明
は
、
大
安

寺
と
道
慈
と
の
関
係
を
議
論
す
る
際
の
、最
大
公
約
数
的
な
前
提
で
あ
る
。
し
か
し
、

具
体
的
な
関
与
や
計
画
変
更
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
色
々
な
解
釈
が
で
き
る
。
筆
者

も
こ
の
前
提
を
共
有
す
る
が
、
建
物
自
体
の
計
画
変
更
や
改
造
を
強
調
す
る
通
説
に

対
し
、
安
置
し
た
仏
像
や
仏
画
、
あ
る
い
は
建
物
施
設
の
活
用
法(

法
会)

に
道
慈

の
独
自
性
を
考
え
る
。

奈
良
時
代
に
お
け
る
大
安
寺
の
建
物
や
仏
像
・
仏
画
は
残
っ
て
い
な
い
の
で
、

道
慈
が
実
施
し
た
計
画
変
更
や
改
造
を
即
物
的
・
具
体
的
に
指
摘
す
る
の
は
難
し

い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
安
寺
の
建
物
自
体
に
道
慈
の
関
与
や
計
画
変
更
を
指
摘

す
る
説
の
な
か
で
顕
著
な
の
が
、
伽
藍
配
置
と
く
に
塔
の
位
置
に
道
慈
が
関
与
し
た

と
す
る
議
論
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
南
都
大
安
寺
の
伽
藍
配
置
は
頗
る
特
異
な
も
の

で
、
東
西
両
塔
は
金
堂
院
の
一
郭
か
ら
遠
く
離
れ
、
南
大
門
の
外
側
に
於
て
聳
立
し

て
い
る
」
事
実
は
古
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
［
足
立
一
九
四
〇
］。
太
田
博
太
郎

は
「
道
慈
の
計
画
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
形
を
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
か
は
決
め

難
い
が
、
塔
を
二
基
と
し
、
こ
れ
を
六
条
大
路
以
南
に
塔
院
と
し
て
独
立
さ
せ
た

こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
金
堂
院
は
す
で
に
着
手
さ
れ
て
い
て
も
、
回
廊
の
東
西
径(

中

門
を
含
む)

が
二
八
五

（
マ
マ
）尺

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
左
右
に
塔
を
入
れ
る
余
地
は
十
分
あ

り
、
工
事
着
手
後
の
変
更
と
し
て
も
差
支
え
は
な
い
」
と
、
本
来
は
回
廊
内
に
塔
を

置
く
計
画
だ
っ
た
大
安
寺
が
、
道
慈
に
よ
っ
て
六
条
大
路
以
南
の
左
京
七
条
四
坊
に

設
け
た
塔
院
に
東
西
両
塔
を
置
い
た
双
塔
伽
藍
と
し
て
完
成
し
た
と
考
え
た
［
太
田

一
九
七
九
］。

太
田
説
が
提
起
さ
れ
た
時
点
で
は
、
大
安
寺
の
前
身
と
な
る
藤
原
京
の
文
武
朝

大
官
大
寺
の
実
体
は
十
分
解
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
発
掘
成
果
を
踏
ま
え
て

大
安
寺
の
中
心
伽
藍
に
お
け
る
計
画
変
更
を
、
具
体
的
に
描
出
し
た
の
が
宮
本
長
二

郎
で
あ
る[

宮
本
一
九
八
三
］。
宮
本
説
に
よ
れ
ば
、
遷
都
当
初(

七
一
六
年
頃)

の
大
安
寺
（
図
１
）
は
「
南
面
回
廊
か
ら
東・西
太
房
、北
太
房
に
か
け
て
の
位
置
に
、

南
面
中
門
脇
各
一
二
間
、
東
西
面
四
一
間
、
北
面
二
九
間
、
柱
間
寸
法
一
一・
五
大

尺
等
間
と
す
る
廻
廊
を
め
ぐ
ら
し
、
金
堂
・
講
堂
を
廻
廊
内
に
と
り
込
み
、
金
堂
と

東
・
西
廻
廊
間
を
軒
廊
で
結
ぶ
。
つ
ま
り
、
大
官
大
寺
と
全
く
同
形
式
の
配
置
形
式

を
と
り
、
薬
師
寺
と
同
様
に
廻
廊
内
に
東
西
両
塔
を
建
立
す
る
計
画
で
あ
っ
た
」。
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｢
養
老
六(

七
二
二)

年
十
二
月
、
聖（

マ
マ
）武

天
皇
は
供
養
具
二
十
口
、
大
灌
頂
幡
一
具

を
施
入
、
翌
三
月
に
は
一
切
経
一
五
九
七
巻
の
施
入
が
あ
り
、
そ
の
頃
に
は
こ
の
当

初
計
画
に
よ
る
伽
藍
の
造
営
工
事
は
か
な
り
進
ん
で
い
た
」。「
し
か
し
、
天
平
元
年

(

七
二
九)
、渡
唐
僧
道
慈
の
参
画
に
よ
り
当
初
計
画
は
大
幅
に
変
更
さ
れ
る
」。「
道

慈
は
、
こ
の
当
初
計
画
に
基
づ
い
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
廻
廊
の
う
ち
、
南
面

廻
廊
と
、
金
堂
東
・
西
軒
廊
、
北
面
十
字
廊
の
部
分
を
残
し
、
他
は
梁
行
三
間
に
拡

張
し
て
太
房
に
改
め
、
廻
廊
内
に
建
設
を
予
定
し
て
い
た
東
・
西
塔
は
南
大
門
の
南

に
移
し
、
南
面
廻
廊
お
よ
び
、
金
堂
東・西
軒
廊
の
桁
行
柱
間
寸
法
を
若
干
改
め
て
、

両
廊
間
に
東
・
西
廻
廊
を
新
た
に
設
け
た
の
で
あ
る
」。

大
安
寺
の
建
物
施
設
を
道
慈
が
改
造
し
た
と
す
る
説
Ⅱ

宮
本
説
が
大
安
寺
伽
藍
地
の
計
画
立
案
を
的
確
に
把
握
し
て
い
る
こ
と
は
、
大

安
寺
の
中
心
伽
藍
復
原
図(

図
１)

を
文
武
朝
大
官
大
寺
の
伽
藍
配
置(

図
２)

と

比
較
す
れ
ば
明
白
で
あ
る
。
史
跡
大
安
寺
旧
境
内
の
発
掘
に
長
年
携
わ
っ
た
森
下
恵

介
も
「
大
安
寺
伽
藍
が
大
官
大
寺
伽
藍
を
も
と
に
設
計
さ
れ
た
」
と
明
言
す
る
［
森

下
二
〇
一
四・
二
〇
一
六
］。
し
か
し
、
発
掘
成
果
を
踏
ま
え
た
森
下
は
、「
柱
通
り

が
一
致
し
て
も
、
柱
間
の
相
違
か
ら
柱
位
置
は
す
べ
て
改
め
る
必
要
が
あ
り
、
建
設

途
中
の
回
廊
を
そ
の
ま
ま
太
房
に
改
造
し
た
」
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
批
判
し
、
図

３
の
よ
う
な
「
大
官
大
寺
伽
藍
か
ら
大
安
寺
伽
藍
へ
の
変
更
」
手
順
を
復
原
し
た
。

図
３
を
踏
ま
え
て
、
森
下
は
「
一
四･

八
尺
や
一
三･

八
尺
と
い
っ
た｣

｢

端
数

を
持
つ
柱
間
」
が
「
大
安
寺
伽
藍
の
特
徴
」
と
な
り
、「『
続
日
本
紀
』
の
記
す
匠
た

ち
が
感
嘆
し
た
道
慈
の
手
腕
と
い
う
の
は
、
地
割
や
資
財
の
制
約
を｣

｢

端
数
を
も

つ
柱
間
を
使
用
す
る
こ
と
で
矛
盾
な
く
解
決
し
、
伽
藍
を
改
変
し
た
こ
と
だ
」
っ
た

と
考
え
た
。
ま
た
、
発
掘
調
査
の
結
果
、「
大
安
寺
の
塔
は
奈
良
時
代
の
後
半
か
ら

末
頃
に
建
て
ら
れ
」
て
お
り
、道
慈
は
「
多
数
の
優
秀
な
僧
侶
を
養
成
す
る
た
め
に
」

「
大
塔
中
心
の
大
官
大
寺
の
伽
藍
を
、
長
大
な
僧
房
を
持
つ
大
安
寺
伽
藍
に
改
め
た
」

の
で
あ
り
、
左
京
七
条
三
坊
一･

二･

七･

八
坪
が
塔
院
と
な
っ
た
の
は
、
道
慈
に

よ
る
計
画
変
更
の
結
果
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
道
慈
の
主
目
的
で
は
な
か
っ
た
と
指

摘
し
た
［
森
下
二
〇
一
六
］。

六
条
大
路
以
南
に
塔
院
を
設
け
た
こ
と
を
「
改
造
大
寺
」
の
本
質
と
考
え
る
太

田
・
宮
本
説
も
、
僧
房
の
大
規
模
化
を
道
慈
の
主
目
的
と
す
る
森
下
説
も
、
文
武
朝

大
官
大
寺
が
大
安
寺
伽
藍
設
計
の
も
と
に
な
っ
た
事
実
を
前
提
に
す
る
。
こ
の
前
提

は
、
発
掘
に
も
と
づ
く
知
見
で
説
得
力
に
富
む
。
し
か
し
、
史
料
2
に
よ
れ
ば
、
道

慈
は
偸
図
し
た
唐
の
「
西
明
寺
結
構
之
躰
」
を
も
と
に
「
大
寺
改
造
」
を
お
こ
な
っ

た
。
田
村
吉
永
は
宮
本
・
森
下
説
の
よ
う
な
中
心
伽
藍
の
計
画
変
更
は
言
及
せ
ず
、

薬
師
寺
が
奈
良
時
代
に
寺
院
地
を
拡
張
し
た
と
す
る
自
説
を
補
強
す
る
た
め
「
大

安
寺
は
天
平
十
九
年
以
前
に
寺
院
地
を
南
方
に
拡
張
し
て
ゐ
る
」
と
指
摘
［
田
村

一
九
五
三
］。
大
安
寺
の
双
塔
伽
藍
を
「
従
来
一
基
の
計
画
の
も
の
を
ば
、
西
明
寺

の
二
基
に
倣
ひ
前
方
遙
か
に
塔
院
の
地
を
拡
張
し
二
基
と
し
た
」
の
が
「
以
唐
西
明

寺
為
規
模
」
の
記
述
を
生
ん
だ
と
推
測
し
た
［
田
村
一
九
六
〇
］。
森
郁
夫
も
中
心

伽
藍
の
計
画
変
更
は
言
及
せ
ず
、「
大
安
寺
で
塔
院
を
南
大
門
の
外
に
設
け
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
道
慈
の
考
え
に
も
と
づ
く
」［
森
一
九
八
九
］、「
金
堂
院
の
南
側

に
塔
を
二
基
置
く
伽
藍
配
置
は
道
慈
の
関
わ
り
に
よ
る
設
計
変
更
の
結
果
」
と
考
え

た
［
森
一
九
九
五
］。

大
安
寺
の
建
物
施
設
を
道
慈
が
改
造
し
た
と
す
る
説
Ⅲ

　
以
上
の
諸
説
は
、
平
城
京
左
京
七
条
四
坊
の
塔
院
が
、
道
慈
の
提
言
に
よ
り
、
天

平
元
年
以
降
に
新
た
に
大
安
寺
寺
院
地
に
加
わ
っ
た
と
考
え
る
点
で
共
通
す
る
。
し

か
し
、
こ
の
議
論
に
対
し
て
は
、「
大
安
寺
の
伽
藍
配
置
は
東
西
塔
婆
の
一
郭
が
六

条
大
路
の
南
を
占
め
て
甚
し
く
異
様
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
律
師
道
慈
に
よ
る
唐
の
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「大安寺縁起并流記資財帳 ｣ によれば、塔院 ･ 堂并僧房等院 ･ 禅院食堂并太衆院 ･ 池并岳・賎院 ･ 苑院 ･ 倉垣院 ･ 花園院からなる大安寺
寺院地は平城京の条坊で 15 坪分を占める。遺構などから、塔院が左京七条四坊一 ･二･ 七 ･八坪、堂并僧房等院が六条四坊三～六坪、池
并岳が六条七坪に該当するが、残り６坪が何かは異論の余地がある。通説は１坪半を占める禅院食堂并太衆院を、六条四坊二坪と七坪西半
部すなわち堂并僧房等院の北に想定するが、筆者は十一坪南半部と十二坪すなわち堂并僧房等院の東に当てる。本図は私見にもとづく復原
図で、復原の根拠は別稿 [ 上原 2014･2021] を参照されたい。六条大路以南の塔院や三～六坪を占める堂并僧房等院すなわち金堂 ･ 中門 ･
廻廊 ･ 講堂･ 鐘楼 ･ 経楼 ･ 僧房の位置や規模は通説にしたがう。七条四坊九坪の倉垣院、十坪の花園院の位置 ･ 区画 ･ 建物も既存の復原
図 ［奈文研 2002] を踏襲したが、明確な根拠はない。なお、宮本が十字廊としたのは [ 宮本 1983]、通説による講堂から真北に延びて食堂
に連なる北廊が、北大坊を結ぶ東西廊と交差する部分を指す。

 図 1　大安寺の中心伽藍復原図［上原 2021 などから作図］　縮尺 2500 分の 1
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 図２　文武朝大官大寺の伽藍配置図［奈文研 2002］　縮尺 2500 分の１

天香久山の南にある大官大寺跡は、東西２町・南北３町の藤原京内最大の寺院で、竣工前に全焼・廃絶したことが発掘調査で判明した。「大
安寺伽藍縁起并流記資財帳 ｣ は、舒明～天智朝に造営された百済大寺を、天武天皇が高市の地に遷して大官大寺としたとするが、現在の
大官大寺跡は文武朝に創建され、天武朝大官大寺 ( 高市大寺 )とは別寺である。中門と金堂を結ぶ廻廊内の東に塔を配する大官大寺式伽
藍配置が明らかになった。ただし、金堂や講堂は基壇化粧まで完了していたが、塔や廻廊は造営工事中に焼失しており、未着工の西塔を想
定し、薬師寺式伽藍配置を計画していたとする説もある。しかし、廻廊内の一方に塔を置く国分寺僧寺は多く、大官大寺式伽藍配置は 1 類
型をなす。舒明～天智朝の百済大寺、天武朝大官大寺の後身寺院だが、所用瓦は最新の大官大寺式軒瓦で統一され、前身寺院所用瓦 ( 山
田寺式軒丸瓦 ) を含まない。堂塔も前身寺院の施設を再利用していないと判断できる。
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西
明
寺
の
模
写
説
は
兎
に
角
と
し
て
、
東
西
の
大
路
を
へ
だ
て
て
南
に
塔
院
が
あ
っ

た
唐・長
安
城
の
薦
福
寺
の
よ
う
な
先
例
も
あ
る
の
で
、
東
西
三
町
、
南
北
五
町(

＝

十
五
町)

が
最
初
か
ら
一
伽
藍
と
し
て
計
画
さ
れ
た
も
の
と
見
て
少
し
も
不
都
合
で

な
い
ば
か
り
か
、
建
設
の
年
代
か
ら
考
え
て
も
一
連
の
工
事
だ
っ
た
と
解
す
る
方
が

自
然
で
あ
る
」
と
す
る
村
田
治
郎
に
よ
る
批
判
が
あ
る
［
村
田
一
九
五
四
］。

　
服
部
匡
延
は
村
田
の
指
摘
を
受
け
、
宋
敏
求
の
『
長
安
志
』
巻
七
を
引
用
し
て
、

左
京
の
開
化
坊
南
半
に
あ
る
薦
福
寺
の
浮
図
院(

小
雁
塔)

は
「
ほ
ぼ
二
〇
年
お

く
れ
て
南
の
安
仁
坊
に
建
て
ら
れ｣

｢

街
路
を
挟
ん
で
北
の
薦
福
寺
と
対
峙
し
た
」
の

が
、
道
慈
の
入
唐
か
ら
六
～
八
年
後
の
事
実
で
あ
る
点
を
指
摘
し
、
大
路
を
隔
て

た
別
院
を
塔
院
と
す
る
先
例
を
西
明
寺
で
は
な
く
、
薦
福
寺
に
お
い
て
道

慈
が
見
た
と
考
え
る
［
服

部
一
九
七
二
］。

し
か
し
、
服
部
は
別
の

観
点
か
ら
、
六
条
大
路
の

南
に
大
安
寺
塔
院
と
し
た

の
は
道
慈
の
創
案
と
考
え

る
。
す
な
わ
ち
、
史
料
３

を
根
拠
に
被
雷
に
よ
る
火

災
を
ま
ぬ
が
れ
る
方
策
と

し
て
、
塔
院
を
中
心
伽
藍

か
ら
離
す
よ
う
道
慈
が
提

言
し
た
と
推
定
す
る
の
で

あ
る
。
避
雷
針
が
発
達
す

る
以
前
の
木
造
塔
は
、
頂

部
に
露
盤
・
覆
鉢
・
擦
管
・

九
輪・水
煙・瓠
形
か
ら
な
る
塔
金
物
を
備
え
、
雷
の
恰
好
の
標
的
だ
っ
た
。
し
か
も
、

一
旦
火
が
つ
い
た
塔
は
煙
突
の
よ
う
な
も
の
で
、
火
柱
と
な
っ
て
炎
上
す
る
。
中
心

伽
藍
か
ら
塔
を
離
す
の
は
、
寺
院
全
体
を
火
災
か
ら
守
る
手
段
と
し
て
有
効
だ
っ
た

に
違
い
な
い
。
た
だ
し
、
塔
構
造
が
落
雷
や
火
災
と
結
び
つ
く
こ
と
を
経
験
的
に
知
っ

て
い
た
と
し
て
も
、
こ
れ
を
神
祟
神
怒
の
具
現
と
考
え
た
時
代
に
、
塔
を
中
心
伽
藍

か
ら
離
す
と
い
う
発
想
が
生
ま
れ
た
か
ど
う
か
は
考
慮
す
る
余
地
が
あ
る
。

史
料
３
『
続
日
本
紀
』
天
平
九(

七
三
七)

年
四
月
壬
子
条

律
師
道
慈
言
、
道
慈
、
奉
天
勅
、
任
此
大
安
寺
修
造
以
来
、
於
此
伽
藍
、
恐
有

災
事
。
私
請
浄
行
僧
等
、
毎
年
、
令
転
大
般
若
経
一
部
六
百
巻
。
因
此
、
雖
有

図３ 文武朝大官大寺を基準とした大安寺伽藍の成立
[ 森下 2014 ]  縮尺約 2500 分の 1

森下によれば、大安寺は文武朝大官大寺伽藍をもとに成立した。まず、
金堂は大官大寺の金堂を約 7 割の規模に縮小し、62 大尺南に移す。
南廻廊は大官大寺南廻廊の南側柱列を棟通りとして複廊にする ｡ 大
官大寺東西廻廊の外側柱列の内側 30 大尺の位置に大安寺東西太
房の棟通り､ 外側 30 大尺の位置に大安寺東西中房の棟通りを設定。
大官大寺南面廻廊から金堂軒廊までの距離 230 大尺を大安寺東西
太房・中房の長さとする。また、東西太房棟通りの内側 50 大尺に ､
東西廻廊の外側柱列を設定する。事実関係は理解できるが、金堂
規模は安置する仏像や執行する法会が決定要因となったはずで、設
計変更の意味や背景がわからない。とくに大安寺造営の最中に、森
下が指摘した設計変更がなされたことを示す積極的な証拠は認めが
たく、むしろ大安寺造営の当初計画だった可能性が高い。



9

雷
声
、
無
所
災
害
。
請
、
自
今
以
後
、
撮
取
諸
国
進
調
庸
各
三
段
物
、
以
充
布

施
、
請
僧
百
五
十
人
、
令
転
此
経
。
伏
願
、
護
寺
鎮
国
、
平
安
聖
朝
、
以
此
功

徳
、
永
為
恒
例
、
勅
許
之
。

(
意
訳
）
律
師
道
慈
が
言
う
に
は
、
私
が
天
皇
の
勅
を
い
た
だ
き
、
こ
の
大
安

寺
修
造
に
携
わ
っ
て
以
来
、
こ
の
伽
藍
に
は
災
事
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
私
的
に
浄
行
僧
な
ど
に
依
頼
し
て
、
毎
年
、
大
般
若
経
一
部
六
百
巻

を
転
読
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
効
が
あ
っ
て
、
雷
が
鳴
る
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
災
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
御
願
い
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
諸

国
が
納
め
る
調
庸
三
段
物
を
布
施
に
当
て
、
こ
の
経
典
の
転
読
を
百
五
十
人
の

僧
に
御
願
い
し
、
護
寺
鎮
国
・
平
安
聖
朝
を
祈
願
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
そ
し

て
、
般
若
経
転
読
の
功
徳
を
、
末
永
く
恒
例
行
事
と
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
道

慈
の
願
い
は
勅
許
さ
れ
た
。

史
料
３
は
、
大
安
寺
大
般
若
会
を
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
道
慈
が
整
備
し
た
こ

と
を
記
し
た
も
の
で
、
道
慈
が
大
安
寺
に
も
た
ら
し
た
一
連
の
貢
献
の
な
か
で
も
信

仰
形
態
に
関
わ
る
重
要
な
意
味
を
も
つ
（
第
四
節
参
照
）。
服
部
は
こ
れ
を
道
慈
の

「
改
造
大
寺
」
事
業
と
結
び
つ
け
て
理
解
し
た
。
服
部
論
文
が
執
筆
さ
れ
た
時
に
は
、

文
武
朝
大
官
大
寺(

図
２)

が
大
火
災
で
廃
絶
し
た
事
実
は
判
明
し
て
い
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
史
料
３
に
お
け
る
「
災
事｣

｢

雷
鳴｣

｢

災
害
」
な
ど
の
執
拗
な
「
く
り

か
え
し
は
道
慈
修
造
以
前
の
大
安
寺
自
体
に
災
害
の
体
験
が
あ
っ
た
」
こ
と
を
示
す

と
、
服
部
は
推
定
し
た
。
こ
の
推
定
は
、
文
武
朝
大
官
大
寺
の
発
掘
で
さ
か
の
ぼ
っ

た
形
で
実
証
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

し
か
し
、「
大
安
寺
の
移
建
後
、
造
営
も｣

｢

進
ん
で
い
た
」
時
「
発
生
し
た
災

害
が｣

｢

工
事
を
頓
挫
せ
し
め
る
に
足
る
深
刻
さ
を
も
っ
た
も
の
で｣

｢

計
画
あ
る
い

は
設
計
の
大
幅
な
修
正
を
必
要
と
し
た
」
た
め
に
、「
工
巧
抜
群
の
道
慈
が
律
師
の

要
職
に
あ
っ
て
な
お
同
寺
の
造
営
を
担
当
さ
せ
ら
れ
」「
同
寺
特
有
の
伽
藍
配
置
が

成
立
し
」
た
と
い
う
服
部
の
理
解
は
妥
当
性
を
欠
く
。
文
武
朝
大
官
大
寺
に
お
け
る

被
災
経
験
が
、
塔
院
を
六
条
大
路
以
南
に
離
し
た
理
由
な
ら
、
そ
れ
は
大
安
寺
を
平

城
京
に
遷
し
た
当
初
の
計
画
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
。

服
部
は
前
項
・
前
々
項
の
説
を
提
起
し
た
論
者
と
は
異
な
り
、「
六
条
四
坊
の
寺

地
」
が
「
平
城
京
の
官
大
寺
と
し
て
す
こ
し
狭
い
」
の
で
七
条
四
坊
の
「
あ
る
範

囲
の
土
地
が
移
建
当
初
す
で
に
配
当
さ
れ
て
お
り
」「
道
慈
が
修
造
に
乗
り
出
し
た

の
を
契
機
に
そ
の
部
分
を
拡
張
し
、
塔
院｣

｢

と
し
て
整
備
し
た
」
と
考
え
て
い
る
。

村
田
治
郎
の
批
判
も
踏
ま
え
た
周
到
な
議
論
で
あ
る
。
し
か
し
、
根
拠
に
な
っ
た
史

料
３
は
、
道
慈
が
除
災
を
祈
願
す
る
大
般
若
会
を
、
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
恒
例
行

事
化
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
だ
け
で
、
こ
れ
を
伽
藍
配
置
計
画
の
変
更
と
結
び
つ

け
る
の
は
史
料
の
拡
大
解
釈
で
あ
る
。

大
安
寺
の
建
物
施
設
を
道
慈
が
改
造
し
た
と
す
る
説
Ⅳ

以
上
に
要
約
し
た
説
Ⅰ
～
Ⅲ
が
、
六
条
大
路
以
南
に
塔
院
を
設
置
し
た
の
が
道

慈
と
考
え
る
の
に
対
し
、
少
数
派
で
は
あ
る
が
、
六
条
四
坊
の
大
安
寺
伽
藍
地
と

く
に
金
堂
院
の
構
造
に
道
慈
の
影
響
を
考
え
る
説
が
あ
る
。
田
辺
征
夫
は
、
平
城

京
薬
師
寺
の
廻
廊
が
造
営
途
上
で
単
廊
か
ら
複
廊
に
改
作
さ
れ
た
事
実
［
奈
文
研

一
九
八
七
］
を
踏
ま
え
、
薬
師
寺
・
元
興
寺
・
興
福
寺
・
大
安
寺
を
は
じ
め
と
す
る

平
城
京
の
官
大
寺
に
お
け
る
複
廊
構
造
は
「
道
慈
の
大
安
寺
造
営
が
大
き
な
影
響
と

な
っ
て
ま
っ
た
く
新
し
い
伽
藍
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
」
も
の
で
、「
完
成
し
た
各
大

寺
は
、藤
原
京
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
、都
城
の
寺
院
と
し
て
の
体
裁
を
持
っ
た
」

と
指
摘
し
た
［
田
辺
一
九
八
九
］。
し
か
し
、
道
慈
が
大
安
寺
改
造
に
着
手
し
た
の
は

天
平
元
年
以
降
な
の
で
、
複
廊
の
採
用
を
道
慈
の
功
績
と
す
る
と
、
複
廊
を
備
え
た

他
の
官
大
寺
に
お
け
る
中
心
伽
藍
の
成
立
時
期
が
、
軒
並
み
下
降
す
る
こ
と
に
な
る
。
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田
辺
の
指
摘
を
踏
ま
え
、
大
和
田
岳
彦
は
道
慈
が
元
興
寺
修
造
に
関
与
し
た
と

す
る
中
世
史
料
を
援
用
し
て
「
道
慈
は
唐
留
学
か
ら
の
帰
国
早
々
、
当
時
す
で
に
進

行
し
て
い
た
薬
師
寺
お
よ
び
元
興
寺
の
造
営
計
画
に
参
加
し
て
、
唐
で
学
ん
だ
最
新

の
様
式
を
紹
介
し
、
可
能
な
範
囲
で
伽
藍
設
計
の
一
部
を
変
更
し
て
い
っ
た
後
、
お

そ
ら
く
そ
の
手
腕
が
買
わ
れ
、
天
平
元
年
か
ら
大
安
寺
の
造
営
を
任
さ
れ
、
ほ
ぼ
全

体
に
わ
た
り
新
様
式
で
設
計
・
造
営
し
た
」
と
し
、
田
辺
説
の
欠
点
を
補
い
つ
つ
、

大
安
寺
金
堂
院
を
道
慈
が
大
き
く
改
造
し
た
と
考
え
た
［
大
和
田
一
九
九
七
］。

大
和
田
説
は
、
造
営
開
始
か
ら
一
〇
年
以
上
を
経
過
し
た
大
安
寺
金
堂
院
な
ど

の
中
心
伽
藍
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
る
可
能
性
を
度
外
視
す
る
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の

論
者
に
共
通
し
、
定
説
的
な
位
置
を
占
め
る
六
条
大
路
以
南
に
塔
院
を
設
け
た
こ
と

を
道
慈
の
創
案
と
す
る
説
も
無
視
し
、
既
存
説
と
の
整
合
も
不
透
明
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
現
時
点
で
は
、
大
安
寺
の
発
掘
成
果
と
合
致
す
る
点
も
な
い
。
大
安
寺
に
先
行

し
て
薬
師
寺
や
元
興
寺
造
営
に
道
慈
が
関
与
し
た
と
い
う
主
張
の
根
拠
も
薄
弱
で
あ

る
。
し
か
し
、
道
慈
が
「
そ
の
設
計
手
腕
を
も
っ
と
も
発
揮
し
た
の
が
大
安
寺
金
堂

院
で
あ
る
」
と
い
う
前
提
で
、
金
堂
院
で
お
こ
な
っ
た
法
会
や
金
堂
に
安
置
さ
れ
た

仏
像・仏
画
の
画
期
性
に
つ
い
て
大
和
田
は
議
論
を
発
展
さ
せ
る
。
そ
の
方
向
性
は
、

第
三・
四
節
の
私
見
と
共
通
す
る
点
が
少
な
く
な
い
。
次
節
以
下
で
検
討
を
加
え
る

由
縁
で
あ
る
。

第
二
節　

道
慈
は
大
安
寺
造
営
に
ど
れ
だ
け
関
与
で
き
た
か

前
節
の
「
大
安
寺
の
建
物
施
設
を
道
慈
が
改
造
し
た
と
す
る
説
Ⅰ
～
Ⅲ
」
で
述

べ
た
よ
う
に
、
成
立
の
経
緯
や
道
慈
の
本
意
を
問
わ
な
い
な
ら
、
六
条
大
路
以
南
の

塔
院
を
道
慈
に
よ
る
「
改
造
大
寺
」
の
結
果
と
理
解
す
る
点
は
、
太
田
・
宮
本
説
、

森
下
説
、
田
村
・
森
説
、
服
部
説
に
共
通
す
る
。
し
か
し
、
道
慈
が
亡
く
な
っ
た
天

平
十
六
年
は
も
ち
ろ
ん
、「
大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
」
が
成
立
し
た
天
平

十
九
年
に
も
大
安
寺
の
東
西
両
塔
は
着
工
す
ら
し
て
い
な
か
っ
た
。
何
の
建
物
も
な

い(

お
そ
ら
く
基
壇
も
構
築
さ
れ
て
い
な
い)

塔
院
建
設
予
定
地
、
す
な
わ
ち
単
な

る
野
っ
原(

広
場)

を
見
て
「
法
師
尤
妙
工
巧
。
構
作
形
製
、
皆
稟
其
規
摹
、
所
有

匠
手
、
莫
不
歎
服
焉
」
と
評
価
さ
れ
た
と
は
、
私
に
は
信
じ
ら
れ
な
い
。
少
な
く
と

も
『
続
日
本
紀
』
の
道
慈
卒
伝
記
事
は
、
具
体
的
な
「
構
作
形
製
」
物
な
し
に
生
ま

れ
る
評
価
で
は
な
い
。

『
続
日
本
紀
』
天
平
神
護
二(

七
六
六)

年
十
二
月
己
酉
条
に
「
震
大
安
寺
東
塔
」

と
あ
る
よ
う
に
、
東
塔
は
道
慈
没
後
二
〇
年
以
内
に
竣
工
し
た
可
能
性
が
高
い
。
一

方
、
正
式
な
報
告
書
は
未
刊
だ
が
、
発
掘
成
果
に
よ
れ
ば
西
塔
の
竣
工
は
奈
良
時
代

末
期
～
平
安
時
代
初
期(

八
世
紀
末
～
九
世
紀
初
頭)

ま
で
く
だ
る
［
奈
良
市
埋
文

セ
ン
タ
ー
二
〇
〇
七
、
森
下
二
〇
一
六
］。
道
慈
没
後
、
半
世
紀
近
く
を
経
て
塔
院

は
「
構
作
形
成
」
を
整
え
た
の
で
あ
る
。
竣
工
し
た
塔
の
構
造
意
匠
に
道
慈
の
意
図

が
反
映
さ
れ
た
可
能
性
を
認
め
た
と
し
て
も
、
卒
伝
の
人
物
評
価
は
基
本
的
に
同
時

代
人
に
よ
る
。
少
な
く
と
も
、
匠
手
が
感
歎
し
た
の
が
塔
院
を
六
条
大
路
以
南
に
設

定
し
た
こ
と
だ
っ
た
と
主
張
す
る
の
は
、
史
料
が
語
る
内
容
を
無
視
し
た
見
当
外
れ

の
議
論
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

塔
院
地
を
確
保
し
た
の
は
道
慈
か
否
か

服
部
説
を
除
外
す
れ
ば
、「
大
安
寺
の
建
物
施
設
を
道
慈
が
改
造
し
た
と
す
る
説

Ⅰ
～
Ⅲ
」
に
お
い
て
は
、
七
条
四
坊
に
塔
院
地
等
を
新
た
に
確
保
し
た
の
が
道
慈
そ

の
人
と
考
え
る
。
こ
の
前
提
は
、
文
武
朝
大
官
大
寺
が
単
塔
伽
藍
な
の
に
、
大
安

寺
が
双
塔
伽
藍
な
の
は
、
唐
の
西
明
寺
に
倣
っ
た
と
す
る
田
村
吉
永
説
に
さ
か
の

ぼ
る
［
田
村
一
九
六
〇
］。
日
本
の
双
塔
伽
藍
は
新
羅
や
唐
に
由
来
す
る
が
［
上
原

二
〇
一
五
］、
東
西
塔
院
が
独
立
す
る
多
院
式
双
塔
伽
藍
［
向
井
二
〇
一
九
］
は
、
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新
羅
に
は
な
い
。
道
慈
が
結
構
之
躰
を
偸
図
し
た
と
い
う
大
唐
西
明
寺
は
、
長
安
城

延
康
坊
の
西
南
隅
に
立
地
す
る
。
史
料
に
よ
れ
ば
一
〇
院
四
〇
〇
〇
屋
で
構
成
さ
れ

る
大
寺
院
で
あ
る
が
、
双
塔
伽
藍
の
存
在
は
確
認
で
き
な
い
［
小
野
一
九
八
九
］。

同
地
の
発
掘
で
は
主
院
殿
跡
や
、
東
西
南
廊
を
検
出
し
て
い
る
が
、
延
康
坊
内
の
南

に
東
西
塔
院
を
置
く
余
地
は
な
い
［
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
西
安
唐
城
工
作

隊
一
九
九
〇
］。
大
安
寺
の
東
西
塔
院
が
、
西
明
寺
に
倣
っ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と

は
確
実
だ
ろ
う
。

一
方
、
大
安
寺
で
中
心
伽
藍
と
離
れ
て
東
西
両
塔
院
を
設
け
た
の
は
、
落
雷
に

よ
る
火
災
を
防
ぐ
の
が
目
的
だ
と
す
る
服
部
説
［
服
部
一
九
七
二
］
で
は
、
大
路
を

隔
て
た
塔
院
の
先
例
を
長
安
城
開
化
坊
の
薦
福
寺
に
求
め
る
。
薦
福
寺
塔
は
現
在
の

小
鴈
塔
で
、
双
塔
伽
藍
で
は
な
い
［
小
野
一
九
八
九
］。
日
本
の
双
塔
伽
藍
は
藤
原

京
薬
師
寺
を
嚆
矢
と
す
る
。
さ
ら
に
、
火
災
を
防
ぐ
目
的
で
塔
院
を
隔
離
し
た
と
す

れ
ば
、
藤
原
京
に
あ
っ
た
大
安
寺
前
身
寺
院
＝
文
武
朝
大
官
大
寺
に
お
け
る
大
火
災

が
直
近
の
先
例
と
な
る
。
と
す
れ
ば
、
養
老
二
年
の
道
慈
帰
朝
、
天
平
元
年
の
大
安

寺
勾
当
勅
任
を
待
た
な
く
て
も
、
霊
亀
二
年
の
平
城
京
左
京
六
条
四
坊
へ
大
安
寺
を

移
建
し
た
時
に
、
す
で
に
六
条
大
路
を
隔
て
た
七
条
四
坊
を
塔
院
予
定
地
と
し
て
確

保
し
た
と
考
え
る
方
が
つ
じ
つ
ま
が
合
う
。
服
部
は
七
条
四
坊
の
地
は
、
当
初
か
ら

大
安
寺
寺
院
地
だ
っ
た
と
考
え
る
が
、
大
岡
・
宮
本
・
森
下
説
で
は
、
道
慈
の
「
改

造
大
寺
」
計
画
に
と
も
な
い
新
た
に
大
安
寺
寺
院
地
に
加
わ
っ
た
と
す
る
。
服
部
説

は
、
村
田
治
郎
説
に
啓
発
さ
れ
、
大
安
寺
「
六
条
四
坊
の
寺
地
内
に
は｣

｢

北
面
の

東
寄
り
に
約
一
坪
分
の
古
墳
が
蟠
踞
し
て
お
り
実
地
積
は
八
坪
に
し
か
な
ら
な
い
。

こ
れ
は
平
城
京
の
官
大
寺
と
し
て
す
こ
し
狭
い
」
こ
と
を
根
拠
と
す
る
。

し
か
し
、
平
城
遷
都
当
初
の
寺
院
地
設
定
は
公
的
判
断
だ
か
ら
、
六
条
四
坊
内

に
一
五
坪
分
の
敷
地
を
確
保
す
る
の
は
容
易
で
あ
る
。
大
路
を
隔
て
て
塔
院
を
設

け
た
の
が
道
慈
の
発
案
な
ら
、
七
条
四
坊
の
敷
地
は
新
た
に
確
保
さ
れ
た
と
主
張

す
る
ほ
う
が
わ
か
り
や
す
い
。
平
成
二
八
～
三
〇
年
度
の
史
跡
大
安
寺
旧
境
内
第

一
三
九・一
四
六・一
四
九
次
調
査
で
は
、
六
条
大
路
南
側
溝
や
塔
院
北
門
を
検
出
し

て
お
り
［
奈
良
市
埋
文
セ
ン
タ
ー
二
〇
一
八
、
奈
良
市
教
委
二
〇
二
〇
］、
大
安
寺

寺
院
地
を
六
条
大
路
が
横
断
し
て
い
る
こ
と
は
確
実
と
な
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
七
条
四
坊
の
地
が
平
城
遷
都
当
初
か
ら
大
安
寺
寺
院
地
だ
っ
た
こ
と
は
、
以
下

の
諸
事
実
か
ら
ほ
ぼ
確
実
と
考
え
ら
れ
る
。

塔
院
は
遷
都
当
初
か
ら
大
安
寺
の
寺
院
地
だ
っ
た

も
し
、
天
平
元
年
以
降
、
資
財
帳
が
成
立
し
た
天
平
十
九
年
以
前
、
あ
る
い
は

道
慈
が
没
し
た
天
平
十
六
年
以
前
に
、
道
慈
の
提
言
で
塔
院
地
等
が
新
た
に
加
わ
っ

た
の
な
ら
ば
、
そ
れ
以
前
の
七
条
四
坊
は
一
般
宅
地
あ
る
い
は
空
地
だ
っ
た
こ
と
に

な
る
。
平
城
京
条
坊
の
敷
設
年
代
や
宅
地
の
班
給
年
代
を
示
す
史
料
は
な
い
が
、
位

に
応
じ
て
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
宅
地
を
班
給
し
て
い
る
の
で
、
遷
都
後
一
〇
年
以

上
、
二
〇
年
近
く
も
の
間
、
ま
っ
た
く
手
つ
か
ず
で
放
置
さ
れ
て
い
た
は
ず
が
な
い
。

も
し
、
天
平
元
年
以
降
に
七
条
四
坊
が
大
安
寺
に
帰
属
し
た
の
な
ら
、
同
地
を
発
掘

す
れ
ば
、
大
安
寺
に
先
行
す
る
条
坊
・
宅
地
遺
構
が
検
出
で
き
る
。
と
く
に
東
西
両

塔
の
位
置
は
平
城
京
七
条
条
間
北
小
路
に
該
当
し
、
塔
跡
を
発
掘
す
れ
ば
、
大
安
寺

に
帰
属
す
る
以
前
の
先
行
条
坊
跡
は
確
実
に
存
在
す
る
。
し
か
し
、
西
塔
・
東
塔
跡

の
発
掘
で
は
、
先
行
条
坊
跡
は
も
ち
ろ
ん
先
行
宅
地
跡
を
検
出
し
た
と
い
う
報
告
は

な
い
［
奈
良
市
教
委
二
〇
〇
四
～
二
〇
〇
九・二
〇
一
五・二
〇
二
〇]

。

な
お
、
岡
田
英
男
は
六
条
大
路
以
南
の
塔
院
地
が
「
遷
都
当
初
か
ら
で
あ
っ
た

か
、
あ
る
い
は
道
慈
に
よ
る
計
画
変
更
で
あ
っ
た
か
は
、
今
後
塔
院
に
お
け
る
発
掘

調
査
が
進
ん
で
、
前
身
の
遺
構
な
ど
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
坪
内
の
土
地
利
用
の
変
遷

を
含
め
て
状
況
が
明
ら
か
に
な
る
は
ず
で
あ
る
」
と
予
測
、
期
待
し
て
お
り
［
岡
田

一
九
八
四
］、
同
様
の
期
待
は
森
郁
夫
も
表
明
し
て
い
た
［
森
一
九
九
五
］。
発
掘
成
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果
は
、
そ
れ
ら
の
期
待
を
裏
切
っ
た
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
遺
構
検
出
は
土
質
に
よ
っ
て
は
困
難
な
場
合
が
あ
り
、
と
く
に
塔
跡

検
出
を
目
的
と
し
た
調
査
で
は
、
先
行
す
る
遺
構
が
塔
造
営
に
と
も
な
う
整
地
土

に
隠
さ
れ
て
検
出
で
き
な
い
可
能
性
も
絶
無
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
将
来
、

塔
跡
に
先
行
す
る
先
行
条
坊
や
宅
地
痕
跡
が
判
明
し
た
場
合
で
も
、
塔
の
造
営
が

「
大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
」
成
立
後
に
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
史
料
的
に
も

発
掘
調
査
成
果
で
も
確
実
で
あ
る
。
本
節
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
道
慈
が
塔
院

地
を
確
保
し
た
こ
と
が
道
慈
卒
伝
の
評
価
に
つ
な
が
っ
た
と
す
る
説
明
が
、
史
料

の
記
述
内
容
を
無
視
し
た
見
当
外
れ
の
立
論
で
あ
る
事
実
は
、
百
歩
譲
っ
て
も
ゆ

る
ぐ
こ
と
は
な
い
。

ま
た
、
東
塔
院
の
東
に
あ
る
七
条
四
坊
九
坪
は
、
従
来
か
ら
倉
垣
院
に
あ
て
ら

れ
て
い
る
。
一
九
七
七
年
に
、
同
坪
を
南
北
に
縦
断
す
る
ト
レ
ン
チ
を
二
本
設
け
、

三
棟
の
総
柱
掘
立
柱
建
物
を
検
出
し
て
い
る
［
橿
考
研
一
九
七
八
」。
総
柱
建
物
が

倉
庫
跡
な
ら
、
予
測
通
り
倉
垣
院
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
建
物
の
分
布
は
ま
ば
ら

で
、「
倉
垣
院
に
ふ
さ
わ
し
い
建
物
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
評
価
も
あ
る

［
上
野
一
九
八
四
］
が
、「
大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
」
に
登
録
さ
れ
た
倉
垣

院
の
倉
庫
は
板
倉
二
口
、
甲
倉
一
三
口
だ
け
だ
。
火
災
を
配
慮
し
て
倉
庫
間
の
距
離

を
保
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
広
い
面
積
を
発
掘
し
た
の
に
、
先
行
条
坊
・
宅

地
の
痕
跡
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。
発
掘
年
次
が
古
い
の
で
、
先
行
条
坊
・
宅
地
の

有
無
に
注
目
し
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
結
果
を
尊
重
す
る
な
ら
、
七

条
四
坊
は
道
慈
の
提
案
に
よ
っ
て
天
平
元
年
以
降
に
大
安
寺
に
帰
属
し
た
の
で
は
な

く
、
平
城
京
遷
都
当
初
か
ら
大
安
寺
寺
院
地
と
し
て
確
保
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ざ
る

を
得
な
い
。

な
お
、
遷
都
後
か
な
り
経
過
し
た
後
に
平
城
京
内
で
建
立
さ
れ
た
寺
院
と
し

て
西
大
寺
・
西
隆
寺
が
あ
る
。
西
大
寺
は
称
徳
女
帝
が
天
平
神
護
元(

七
六
五)

年
に
七
尺
金
銅
四
天
王
像
を
創
鋳
し
て
伽
藍
を
開
き
、
平
城
京
右
京
一
条
三
坊
・

四
坊
の
三
二
町
を
占
め
た
［「
西
大
寺
資
財
流
記
帳
」］。
一
方
、
西
大
寺
に
対
す

る
尼
寺
で
あ
っ
た
西
隆
寺
は
、
神
護
景
雲
元(

七
六
七)

年
に
従
四
位
上
伊
勢

朝
臣
老
人
を
造
西
隆
寺
長
官
と
し
て
道
営
が
始
ま
り
［『
続
日
本
紀
』］、
平
城
京

右
京
一
条
二
坊
九・
十・
十
五・
十
六
坪
の
四
町
を
占
め
た
。
い
ず
れ
の
発
掘
調
査

に
お
い
て
も
、
寺
院
に
先
行
す
る
条
坊
や
宅
地
が
明
ら
か
に
な
っ
た
［
奈
文
研

一
九
七
六・一
九
九
〇・一
九
九
三
］。
平
城
京
左
京
七
条
四
坊
の
地
が
、道
慈
が
「
改

造
大
寺
」
に
着
手
し
た
天
平
元
年
以
降
に
大
安
寺
寺
院
地
に
加
わ
っ
た
の
な
ら
、
発

掘
す
れ
ば
同
様
の
成
果
が
得
ら
れ
た
は
ず
だ
。

道
慈
は
大
安
寺
の
中
心
伽
藍
を
改
造
し
た
か

森
下
説
で
は
、
七
条
四
坊
の
塔
院
地
が
新
た
に
加
わ
っ
た
の
は
副
産
物
で
、
む

し
ろ
六
条
四
坊
の
大
安
寺
中
心
伽
藍
に
道
慈
に
よ
る
「
改
造
大
寺
」
の
主
旨
を
想
定

す
る
。
す
な
わ
ち
、
金
堂
・
講
堂
・
中
門
・
回
廊
か
ら
な
る
六
条
四
坊
の
大
安
寺
伽

藍
地
は
、
文
武
朝
大
官
大
寺
伽
藍
地
の
設
計
を
基
本
的
に
踏
襲
し
、
東
西
塔
院
を
別

院
と
し
て
設
け
る
以
外
に
、
金
堂
の
規
模
を
縮
め
て
位
置
を
ず
ら
す
、
回
廊
を
複
廊

に
す
る
、
長
大
な
回
廊
を
僧
房
に
す
る
な
ど
の
変
更
を
加
え
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
柱

間
寸
法
な
ど
の
調
整
を
道
慈
の
功
績
と
考
え
る
［
森
下
二
〇
一
四・二
〇
一
六
］。
ま

た
、
大
和
田
説
で
は
、
塔
院
地
問
題
は
不
問
に
付
し
た
ま
ま
、
道
慈
の
設
計
手
腕
は

大
安
寺
金
堂
院
に
も
っ
と
も
発
揮
さ
れ
た
と
考
え
る
［
大
和
田
一
九
九
七
］。

大
安
寺
の
基
本
設
計
が
文
武
朝
大
官
大
寺
を
踏
襲
し
た
と
い
う
宮
本
説
や
、
発

掘
成
果
を
踏
ま
え
て
そ
れ
を
具
体
的
に
検
討
し
た
森
下
説
は
重
要
な
成
果
で
あ
る
。

し
か
し
、
大
安
寺
の
発
掘
調
査
で
は
、
図
３
で
解
説
さ
れ
た
よ
う
な
工
事
変
更
の
痕

跡
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
。
遺
構
に
そ
く
し
て
具
体
的
な
「
改
造
大
寺
」
状
況
が
把

握
で
き
な
い
以
上
、
東
西
塔
院
の
設
定
と
同
様
、
大
安
寺
の
中
心
伽
藍
の
造
営
工
事



13

は
霊
亀
二
年
の
平
城
遷
都
当
初
か
ら
計
画
、
実
施
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で

あ
る
。
つ
ま
り
、文
武
朝
大
官
大
寺
の
基
本
設
計
を
変
更
し
た
の
は
道
慈
で
は
な
く
、

霊
亀
二
年
に
造
営
工
事
に
着
手
し
た
造
大
安
寺
司
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
少
な
く

と
も
、
造
営
開
始
か
ら
一
〇
年
以
上
に
わ
た
り
中
心
伽
藍
の
工
事
が
続
い
て
い
た
な

ら
、
道
慈
に
よ
る
「
改
造
大
寺
」
着
手
以
前
の
痕
跡
が
ま
っ
た
く
残
ら
な
い
は
ず
が

な
い
。

な
お
、
廻
廊
が
複
廊
で
あ
る
こ
と
は
、
平
城
遷
都
後
の
官
大
寺
の
特
色
で
あ
る
。

し
か
し
、
元
興
寺
・
興
福
寺
・
薬
師
寺
・
大
安
寺
の
寺
院
地
確
保
と
そ
れ
に
続
く
造
営

事
業
が
平
城
遷
都
を
契
機
に
始
ま
っ
た
こ
と
を
認
め
る
な
ら
ば
、
複
廊
構
造
を
道
慈

が
唐
か
ら
も
た
ら
し
た
建
築
様
式
と
考
え
る
の
は
難
し
い
。
考
古
学
的
に
は
、
単
廊
か

ら
複
廊
へ
の
改
作
工
事
の
痕
跡
が
、
も
っ
と
広
範
に
発
掘
調
査
で
確
認
さ
れ
る
は
ず
で

あ
る
。
少
な
く
と
も
、
前
期
難
波
宮
や
大
津
宮
の
内
裏
廻
廊
に
お
い
て
は
掘
立
柱
複
廊

が
検
出
さ
れ
て
お
り
［
奈
文
研
二
〇
〇
二
］、
最
も
中
心
的
な
施
設
を
複
廊
で
荘
厳

す
る
こ
と
は
、
先
行
す
る
宮
殿
建
築
に
倣
っ
た
可
能
性
の
ほ
う
が
高
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
森
下
は
文
武
朝
大
官
大
寺
と
比
較
し
て
、
僧
房
の
充
実
こ
そ
が
大
安
寺
の

特
色
で
あ
り
、こ
れ
を
道
慈
の
業
績
と
し
て
高
く
評
価
す
る
。し
か
し
、
別
稿
［
上
原

二
〇
二
〇
ｂ
］
で
論
証
し
た
よ
う
に
、
古
代
寺
院
に
お
け
る
僧
房
重
視
の
方
針
は
霊
亀

二(

七
一
六)

年
五
月
庚
寅
の
詔
［『
続
日
本
紀
』］
で
明
確
に
提
示
さ
れ
て
お
り
、

道
慈
帰
国
以
前
か
ら
律
令
政
府
の
仏
教
政
策
の
か
な
め
に
な
っ
て
い
た
。事
実
、

平
城
京
の
官
大
寺
は
す
べ
て
僧
房
が
充
実
し
て
お
り
、
道
慈
が
大
安
寺
造
営
に
関
与

し
た
天
平
年
間
以
降
に
僧
房
が
充
実
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
も
し
、
僧
房
の
充

実
が
道
慈
帰
国
後
の
方
針
で
、
廻
廊
を
僧
房
に
改
作
す
る
な
ど
の
工
事
が
な
さ
れ
た
の

な
ら
、
そ
の
改
作
痕
跡
も
各
官
大
寺
の
発
掘
調
査
で
広
く
確
認
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

ま
た
、
次
項
で
述
べ
る
よ
う
に
、
大
安
寺
僧
房
は
「
大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記

資
財
帳
」
成
立
時
は
檜
皮
葺
の
地
味
な
施
設
だ
っ
た
。
そ
れ
が
道
慈
卒
伝
の
高
評
価

に
つ
な
が
る
と
は
想
像
し
に
く
い
。
受
賞
・
賞
賛
の
対
象
と
な
る
す
ぐ
れ
た
建
築
作

品
が
、
基
本
的
に
公
共
性
の
強
い
建
物
で
あ
る
こ
と
は
古
今
東
西
か
わ
ら
な
い
。
古

代
寺
院
で
言
え
ば
、
金
堂
や
塔
が
賞
賛
の
対
象
と
な
っ
て
も
、
住
宅
建
築
の
延
長
に

あ
る
僧
房
が
対
象
に
な
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

別
稿
で
論
証
し
た
よ
う
に
、
文
武
朝
大
官
大
寺
は
六
九
〇
年
代
半
ば
に
造
営
工
事

が
は
じ
ま
り
、
七
〇
一
年
ま
で
に
金
堂
・
講
堂
が
竣
工
、
中
門
・
塔
は
瓦
を
葺
き
終
え
、

回
廊
の
瓦
を
葺
い
て
い
る
最
中
に
焼
亡
し
た
。
焼
亡
年
が
和
銅
四(

七
一
一)

年
な
ら
、

七
世
紀
末
～
八
世
紀
初
頭
に
お
い
て
は
、
大
規
模
寺
院
で
も
十
数
年
あ
れ
ば
中
心
伽
藍

は
ほ
ぼ
形
が
整
う
こ
と
に
な
る
［
上
原
二
〇
二
一
］。
大
安
寺
造
営
開
始
か
ら
一
〇
年

以
上
経
過
し
て
、
道
慈
が
「
改
造
大
寺
」
に
着
手
し
、
廻
廊
を
僧
房
に
作
り
替
え
る
な

ど
の
工
事
成
果
が
、
匠
手
が
み
な
感
服
す
る
ほ
ど
の
出
来
映
え
だ
っ
た
な
ら
、
基
壇
の

再
構
築
や
礎
石
の
据
え
直
し
な
ど
、
発
掘
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
先
行
工
事
の
痕
跡
が

指
摘
で
き
る
は
ず
だ
。
そ
れ
が
確
認
で
き
な
い
以
上
、
道
慈
の
「
改
造
大
寺
」
は
六
条

四
坊
の
大
安
寺
伽
藍
地
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
の
が
無
難
で
あ
る
。

た
だ
し
、
大
安
寺
中
心
伽
藍
の
発
掘
範
囲
は
限
ら
れ
て
い
る
（
図
４)

。
中
門
か

ら
南
西
廻
廊
に
か
け
て
、
講
堂
と
金
堂
の
間
、
北
僧
房
な
ど
は
比
較
的
調
査
範
囲
が

広
く
、
調
査
事
例
も
複
数
あ
る
。
と
く
に
金
堂
・
講
堂
間
の
東
西
ト
レ
ン
チ
は
経
楼
・

鐘
楼
を
か
す
め
て
西
大
坊
北
列
・
西
中
房
北
列
ま
で
お
よ
ぶ
。
文
武
朝
大
官
大
寺
に

お
け
る
西
廻
廊
を
僧
房
に
作
り
替
え
る
工
事
を
、
道
慈
が
大
安
寺
で
実
施
し
た
と
す

れ
ば
、
そ
の
痕
跡
は
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
で
確
認
で
き
た
は
ず
だ
。
し
か
し
、
金

堂
自
体
は
ほ
と
ん
ど
調
査
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
改
作
工
事
が
あ
っ
て
も
未
確
認
の

可
能
性
が
残
る
。
そ
の
可
能
性
を
認
め
た
場
合
で
も
、
現
時
点
で
、
道
慈
の
「
改
造

大
寺
」
を
中
心
伽
藍
に
お
け
る
建
物
改
作
と
主
張
す
る
こ
と
は
根
拠
薄
弱
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
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大安寺旧境内の発掘調査は毎年のように実施されており、アミかけ部分が平成 20 (2008 )年度までに行なわれた発掘調査の範囲を示す。最
新版ではないが発掘調査地の傾向を知るには十分であろう。杉山古墳周辺や講堂周辺、中門や南大門周辺、西塔周辺で比較的広く発掘
されているが、それ以外は狭い調査区で、なかなか全貌解明は難しそうだ。とくに金堂付近の調査事例が少なく、図３で森下が主張した
文武朝大官大寺伽藍における金堂規模の縮小や位置変更が、大安寺創建時の造大安寺司によるものか、天平元年以降に道慈がおこ
なったものか、遺構から明言できない。なお、講堂の南を比較的広く掘っているが、金堂を南にずらした証拠は提示されていない。

図 4　史跡大安寺旧境内発掘調査地点［奈良市教委 2011］　縮尺 5000 分の 1
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大
安
寺
式
軒
瓦
は
道
慈
の
瓦
で
は
な
い

道
慈
が
大
安
寺
の
建
物
施
設
の
改
造
に
、
ほ
と
ん
ど
関
与
し
な
か
っ
た
こ
と

は
、
出
土
軒
瓦
か
ら
も
論
証
で
き
る
。
大
安
寺
で
出
土
す
る
奈
良
時
代(

八
世
紀)

の
主
要
な
軒
瓦
は
、
ａ
藤
原
京
の
文
武
朝
大
官
大
寺
と
同
笵
の
大
官
大
寺
式
軒
瓦

(

六
二
三
一
︱
六
六
六
一)

、
ｂ
平
城
宮
式
軒
瓦
と
よ
く
似
た
大
安
寺
独
特
の
平
城

京
系
軒
瓦(

六
三
〇
四
Ｄ
︱
六
六
六
四
Ａ)

、
ｃ
大
安
寺
特
有
の
大
安
寺
式
軒
瓦
の

三
群
に
分
類
で
き
る
（
図
５
）。

ａ
は
大
官
大
寺
造
営
官
司
に
付
属
す
る
造
瓦
所(

造
大
官
大
寺
司
造
瓦
所
も
し

く
は
造
大
安
寺
寮
造
瓦
所)

の
製
品
で
、「
大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
」
に

登
録
さ
れ
た
大
和
国
添
上
郡
瓦
屋
所(
未
発
見)

で
作
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
大
安

寺
出
土
軒
瓦
の
一
割
程
度
を
占
め
る
。
ｂ
は
同
書
登
録
の
山
背
国
相
楽
郡
棚
倉
瓦
屋

(

井
手
町
石
橋
瓦
窯)

の
製
品
で
、
大
安
寺
出
土
軒
瓦
の
一
～
二
割
前
後
を
占
め
る
。

ａ
・
ｂ
は
平
城
宮
内
で
出
土
せ
ず
、
木
簡
な
ど
の
共
伴
遺
物
や
使
用
状
況
か
ら
年
代

を
限
定
で
き
な
い
が
、
文
様
的
に
平
城
宮
瓦
編
年
で
は
天
平
初
頭
以
前
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
［
奈
文
研
一
九
九
一
］。
つ
ま
り
、平
城
京
に
お
い
て
大
安
寺
造
営
が
始
ま
っ

た
霊
亀
二(

七
一
七)

年
直
後
の
瓦
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
も
っ
と
も
主
体
的
な
の
が
ｃ
で
、
と
く
に
六
一
三
八
Ｃ
・
Ｅ

︱
六
七
一
二
Ａ
は
大
安
寺
出
土
瓦
の
四
割
近
く
を
占
め
、
小
型
の
六
一
三
七
Ａ
︱

六
七
一
六
Ｃ
・
Ｄ
を
含
め
れ
ば
、
過
半
数
が
大
安
寺
式
軒
瓦
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

道
慈
の
「
改
造
大
寺
」
事
業
を
大
安
寺
式
軒
瓦
と
結
び
つ
け
る
議
論
が
あ
る
［
森

一
九
八
九
］
一
方
で
、
天
平
年
間
に
さ
か
の
ぼ
る
瓦
当
文
様
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と

い
う
指
摘
も
あ
っ
た
［
山
本
一
九
八
四
］。
こ
れ
に
対
し
て
、
大
安
寺
式
軒
平
瓦
の

断
面
形
が
い
ず
れ
も
段
顎
で
あ
る
こ
と
、
平
城
宮
式
軒
平
瓦
に
お
い
て
は
天
平
十
七

年
以
前
に
段
顎
は
ほ
ぼ
一
掃
さ
れ
曲
線
顎
が
主
流
と
な
る
事
実
を
踏
ま
え
、
大
安
寺

式
軒
瓦
の
年
代
を
道
慈
の
「
改
造
大
寺
」
事
業
の
時
期
に
当
て
る
説
は
有
力
だ
っ
た

［
奈
文
研
一
九
九
一
］。

し
か
し
、
発
掘
調
査
が
最
も
進
ん
で
い
る
僧
房
跡
出
土
軒
瓦
を
整
理
し
た
中
井

公
は
、「
大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
」
が
僧
房
を
構
成
す
る
一
三
棟
の
太
房・

中
房
・
小
子
房
を
「
並
蓋
檜
皮
」
と
記
録
し
て
い
る
事
実
、
お
よ
び
僧
房
跡
の
軒
瓦

は
、
檜
皮
葺
屋
根
の
棟
部
分
を
覆
う
甍
棟
で
は
な
く
、
総
瓦
葺
屋
根
を
構
成
し
て
い

た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
出
土
状
況
を
踏
ま
え
、
大
安
寺
僧
房
は
天
平
十
九
年
以
降

に
総
瓦
葺
に
な
っ
た
と
論
定
し
た[

中
井
一
九
九
七
］。
大
安
寺
式
軒
瓦
は
道
慈
没

後
の
大
安
寺
で
多
用
さ
れ
た
瓦
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

大
安
寺
式
軒
瓦(

ｃ)

は
藤
原
宮
に
始
ま
る
宮
殿
所
用
軒
瓦
の
文
様
系
譜(

中
央

官
衙
系
軒
瓦)

と
は
異
質
で
、
道
慈
が
唐
か
ら
も
た
ら
し
た
瓦
当
文
様
で
は
な
い
か

と
い
う
憶
測
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
原
田
憲
二
郎
は
六
三
〇
四
Ｄ
︱
六
六
六
四
Ａ

(

ｂ)

の
文
様
系
譜
か
ら
大
安
寺
式
軒
瓦
が
生
ま
れ
た
可
能
性
を
具
体
的
に
指
摘
し

た
［
原
田
二
〇
一
一
］。
そ
の
議
論
を
認
め
た
場
合
は
、
製
作
年
代
に
お
い
て
、
ｂ

の
末
期
段
階
と
ｃ
の
初
現
段
階
が
道
慈
の
時
代
に
該
当
す
る
軒
瓦
で
あ
る
可
能
性
が

指
摘
で
き
る
が
、
具
体
的
に
「
道
慈
の
瓦
」
が
大
安
寺
寺
院
地
の
ど
こ
で
主
体
的
に

使
用
さ
れ
た
の
か
と
い
う
議
論
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
瓦
の
年

代
観
に
お
い
て
も
「
改
造
大
寺
」
に
は
げ
む
道
慈
に
結
び
つ
く
も
の
は
な
く
、
大
安

寺
の
伽
藍
配
置
や
建
物
施
設
の
細
部
を
、
道
慈
の
創
意
工
夫
の
結
果
と
考
え
る
物
的

証
拠
は
ま
っ
た
く
な
い
。

東
寺
造
営
に
関
与
し
た
空
海
の
場
合

官
の
直
営
工
事
と
し
て
始
ま
っ
た
都
城
内
寺
院
の
造
営
を
、
著
名
な
有
力
僧
侶

が
受
け
継
い
だ
例
と
し
て
、
平
安
京
の
東
寺(

教
王
護
国
寺)

造
営
に
空
海
が
関
与

し
た
事
実
が
あ
る
［
角
田
監
修
一
九
九
四
］。
東
寺
造
営
は
延
暦
十
五(

七
九
六)

年
に
従
四
位
上
藤
原
朝
臣
伊
勢
人
を
造
東
寺
長
官
と
し
て
始
ま
る
［『
扶
桑
略
記
』］。



16

『
帝
王
編
年
記
』
に
よ
れ
ば
、
藤
原
伊
勢
人
は
西
寺
造
営
も
担
当
し
て
い
た
。
西
寺

の
造
営
は
、
そ
の
後
、
延
暦
廿
三
年
の
坂
上
田
村
麻
呂
、
大
同
三(

八
〇
八)

年
の

藤
原
鷹
養
、
弘
仁
元(

八
一
〇)

年
の
田
中
清
人
、
弘
仁
二
年
の
三
島
年
継
が
造
西

寺
長
官
と
な
っ
て
継
続
す
る
［『
日
本
後
紀
』］。

　
一
方
、
東
寺
は
弘
仁
十
四(

八
二
三)

年
十
月
十
日
に
真
言
宗
僧
五
〇
人
の
専
住

が
認
め
ら
れ
［『
類
従
三
代
格
』
巻
二
、
経
論
并
法
会
請
僧
事
］、
翌
天
長
元
年
六
月

十
七
日
に
は
、
東
寺
を
師
資
相
承
道
場
と
し
て
永
く
真
言
弘
伝
本
所
と
す
る
勅
が
く

だ
り
、
天
長
二
年
四
月
廿
日
に
建
っ
た
東
寺
講
堂
に
、
仁
王
経
曼
荼
羅
・
聖
衆
五
仏

五
菩
薩
・
五
大
忿
怒
・
梵
王
・
帝
釈
・
四
天
王
等
を
安
置
す
る
［『
帝
王
編
年
記
』］。

「
立
体
曼
荼
羅
」
で
あ
る
［
東
博
二
〇
一
九]

。

　
東
寺
に
独
特
の
複
弁
八
葉
蓮
花
文
軒
丸
瓦
と
「
左
寺
」
銘
軒
平
瓦
と
の
組
み
合
わ

せ
が
空
海
の
時
期
の
軒
瓦
で
、
寺
院
地
か
ら
大
量
に
出
土
す
る(

図
６)

。
東
寺
が

真
言
宗
の
本
拠
と
な
っ
た
時
に
は
、
着
工
か
ら
三
〇
年
近
く
を
経
過
し
て
お
り
、
既

存
の
建
物
施
設
に
も
何
ら
か
の
修
理
・
改
造
が
必
要
と
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

最
近
の
発
掘
調
査
で
、
西
寺
講
堂
は
桁
行
一
〇
一
尺
、
梁
行
五
六
尺
の
五
間
四
面
堂

で
、
桁
行
一
一
七
尺
、
梁
行
五
二
尺
の
東
寺
講
堂(

七
間
四
面
堂)

と
異
な
る
こ
と

国史跡大安寺旧境内において 1993 年までに出土した奈良時代軒瓦のなかで、主
体的なのが大安寺式 6138C･E-6712A で 40％以上を占める。18％ ･12％を占める
小型瓦 6137A-6716C･D を加えれば過半数が大安寺式軒瓦となる ｡ 外区唐草文の
6091A･B-6717Aも大安寺式とされるが出土量は 10％に満たない。一方、大官大寺
式軒瓦 6231-6661 は、軒丸瓦は A 種、軒平瓦は B 種が主体で出土量の 10％前後
を占め、平城京系軒瓦 6304D-6664A は各 21％ ･12％を占める [ 中井 1997]。大官
大寺式軒瓦は文武朝大官大寺の造瓦工房 ( 大和国添上郡瓦屋か？) の製品、平城
京系軒瓦は山背国相楽郡棚倉瓦屋 ( 井手町石橋瓦窯 ) の製品で、基本的に道慈が
大安寺遷造を勾当する以前の瓦である。これに対し、大安寺式軒瓦は ｢ 大安寺伽藍
縁起并流記資財帳 ｣ 以後の瓦である。強いて道慈の時代の製品を抽出すれば ､平城
京系軒瓦の末期段階～大安寺式軒瓦の初期段階に相当するが [ 原田 2011 ]､これを
駆使して新築 ･ 増築 ･ 改築された建物を指摘するのは困難である。

 図 5　大安寺の 8 世紀の主要な軒瓦［上原 2014・2021］　縮尺 8 分の１
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が
判
明
し
た(

令
和
二
年
十
月
廿
三
日
の
新
聞
報
道)

。
現
在
の
東
寺
講
堂
諸
仏
を

見
れ
ば
、
大
日
・
金
剛
・
不
動
を
各
中
尊
と
す
る
五
仏
・
五
菩
薩
・
五
大
明
王
を
安

置
す
る
の
に
東
寺
講
堂
は
ふ
さ
わ
し
い
間
取
り
で
、
空
海
が
西
寺
講
堂
と
異
な
る
形

に
改
造
し
「
立
体
曼
荼
羅
」
を
安
置
し
た
と
推
定
で
き
る
。

　
ま
た
、
空
海
の
『
性
霊
集(

続
遍
照
発
揮
性
霊
集
補
闕
抄
）』
第
九
に
は
天
長
三

年
十
一
月
廿
四
日
年
紀
の
「
奉
造
東
寺
塔
材
木
曳
運
勧
進
表
一
首
」
が
収
録
さ
れ
て

い
る
。
桓
武
天
皇
の
御
願
で
あ
る
東
寺
の
建
塔
・
建
幢
は
、
四
朝
（
桓
武
・
平
城
・

嵯
峨
・
淳
和
朝
）
三
〇
年
を
経
て
も
未
完
で
、
東
寺
別
当
で
あ
る
沙
門
少
僧
都
空
海

等
は
良
匠
に
代
わ
っ
て
、
今
月
十
九
日
に
塔
幢
の
材
木
を
東
山
か
ら
曳
き
運
ん
だ
と

記
述
す
る
。
東
寺
の
塔
は
空
海
等
が
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
安
寺
の
東
西

両
塔
が
天
平
十
九
年
時
点
で
は
着
工
し
て
お
ら
ず
、
奈
良
時
代
末
期
～
平
安
時
代
初

期
に
完
成
し
た
状
況
に
似
て
い
る
。
寺
院
は
法
会
に
よ
っ
て
国
家
仏
教
の
中
枢
機
能

を
果
た
す
が
、
塔
を
中
心
と
し
た
法
会
は
重
視
さ
れ
な
い
状
況
が
八
世
紀
か
ら
始

ま
っ
て
い
た
の
だ
。

し
か
し
、
空
海
が
講
堂
を
改
造
し
、
塔
を
完
成
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
寺

の
伽
藍
配
置
は
、
朱
雀
大
路
を
中
軸
と
し
て
西
寺
と
ほ
ぼ
対
称
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

 図 6　平安前期の東寺所用軒瓦［鈴木・上村・前田 1996］　縮尺 8 分の１

東寺伽藍地所用瓦に関しては、1977年10月～1981年3月の防災(消火･避雷設備)
工事にともなう発掘資料がある ｡ 同調査では食堂院西廻廊跡 ･ 講堂東軒廊跡 ･ 経
蔵跡 ･ 東僧房跡 ･ 北僧房跡や金堂院東廻廊跡などを検出し、中門跡東半部を面的
に調査したほか、灌頂院北 ･ 東大門西 ･ 南大門北 ･ 宝蔵周辺 ･ 金堂院内庭 ･ 五重
塔周辺などにトレンチを設けた [ 教王護国寺 1981]。出土瓦は古代～中世初期の軒
瓦が写真･ 拓本で報告されたが ､ 出土地点や出土量に関わる情報を欠き、建物と
の関係が判然としない。その後、建物の解体修理時や伝世された中近世鬼瓦･文
字瓦を加えて東寺所蔵瓦を代表する瓦が写真･ 拓本 ･ 実測図で紹介されたが [ 鈴
木 ･上村 ･ 前田 1996]、建物との関係は不明確なままである。平安前期の東寺所
用瓦には ､平城宮や長岡宮との同笵瓦 ( 再利用瓦 ) も少量あるが主体的ではない ｡
軒丸瓦１･２と軒平瓦５･６は西賀茂瓦窯産で、平安宮所用瓦と同笵。数は多くな
いが緑釉瓦を含み ､ 東寺創建瓦と評価できる。防災工事報告では、熨斗瓦･丸瓦
含めた緑釉瓦が ｢ 講堂の周辺で採取 ｣ されたため ､｢ 天長２年 (825) に建立された
講堂のみに緑釉瓦が使われ、棟と軒先に使われていたとみた｣と指摘された。し
かし ､ 空海が東寺造営に使ったのは ､ 軒丸瓦３･４と軒平瓦７･８の組み合わせであ
る ｡この唐草文軒平瓦の初現型式に ､｢ 大伴｣ 銘を中心飾に置くものがある。弘仁
14(823) 年に即位した淳和天皇の諱が大伴なので、以後、大伴氏は伴氏に改姓する。
したがって ､｢ 大伴｣ 銘軒平瓦には 823 年以前の実年代が与えられ ､後続する｢ 左
寺｣ 銘軒平瓦は天長元年以降に空海が東寺造営事業に使った瓦となる [ 木村 ･ 杉
山 1981］。したがって、｢ 左寺｣ 銘軒平瓦の組み合わせに先行する軒丸瓦１･２と
軒平瓦５･６は ､ 空海以前の東寺造営に用いた軒瓦で ､ 緑釉瓦も金堂を葺いた可能
性が高い [ 鈴木 ･上村 ･ 前田 1996､ 上原 2014]。なお ､｢ 左寺｣ 銘軒平瓦をはじめ
とする空海の東寺造営に関わる瓦は、東寺寺院地北部で生産したことが判明し [ 木
村 ･ 杉山 1981]、先行する東寺創建瓦が西賀茂瓦窯等、平安京外に立地する中央
官衙系瓦屋から供給されたのと異なる。
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東
寺
と
西
寺
を
一
連
の
計
画
で
建
て
る
基
本
方
針
は
、
空
海
が
事
業
を
引
き
継
い
だ

後
も
ま
っ
た
く
変
更
さ
れ
て
い
な
い
。
空
海
の
独
自
性
は
伽
藍
配
置
な
ど
の
建
物
施

設
で
は
な
く
、
講
堂
の
構
造
と
安
置
し
た
仏
像
群
に
発
揮
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
寺
院

の
主
役
は
仏
像
で
、
建
物
は
容
器
に
す
ぎ
な
い
。
寺
院
の
造
営
に
僧
侶
が
貢
献
を
し

た
と
い
う
評
価
が
、
建
物
施
設
の
設
計
や
充
実
に
関
わ
る
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
建
物
の
造
営
は
む
し
ろ
檀
越
の
仕
事
で
、
僧
侶
の
仕
事
は
安
置
す
る
仏
像
や
、

そ
れ
を
対
象
に
執
行
す
る
法
会
な
ど
の
信
仰
形
態
と
深
く
関
わ
る
。
道
慈
と
大
安
寺

の
関
係
も
、
そ
の
視
点
か
ら
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

道
慈
を｢

尤
妙
工
巧｣

と
讃
え
た
の
は
建
築
技
術
者
か

平
城
京
人
が
「
法
師
尤
妙
工
巧
」
と
い
う
道
慈
の
評
価
に
同
調
し
た
の
な
ら
ば
、

彼
の
「
改
造
大
寺
」
は
誰
も
が
気
づ
く
顕
著
な
工
夫
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
柱
間

寸
法
な
ど
、
現
代
の
考
古
学
者
や
建
築
史
学
者
が
こ
だ
わ
る
建
造
物
の
細
部
に
、「
改

造
大
寺
」
の
成
果
を
比
定
す
る
の
は
見
当
は
ず
れ
だ
と
思
う
。
そ
れ
で
も
、
具
体
的

な
建
築
技
術
が
関
わ
る
部
分
で
「
改
造
大
寺
」
の
実
体
を
探
ろ
う
と
し
た
点
は
、
匠

手
が
感
歎
し
た
の
が
塔
院
を
六
条
大
路
以
南
に
設
定
し
た
こ
と
だ
っ
た
と
す
る
多
数

意
見
よ
り
ま
し
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
道
慈
卒
伝
の
「
所
有
匠
手
、
莫
不
歎
服
焉
」
記
事
を
根
拠
に
、
道
慈

が
建
設
技
術
に
長
じ
て
い
た
と
考
え
る
の
は
、
用
字
法
か
ら
す
れ
ば
誤
解
で
あ
る
。

「
匠
」
と
言
え
ば
、
建
築
技
術
者
が
思
い
浮
か
ぶ
。
し
か
し
、
八
世
紀
初
頭
に
成
立

し
た
『
職
員
令
』
に
お
い
て
、「
営
構
木
作
、
及
採
材
事
」
を
担
当
す
る
木
工
寮
工

人
は
「
工
部
廿
人
、
使
部
廿
人
」
で
あ
り
、「
匠
」
は
い
な
い
。
ま
た
、『
営
繕
令
』

に
お
い
て
、
私
第
宅
や
京
内
大
橋
・
宮
城
門
前
橋
・
津
橋
道
路
・
官
船
な
ど
の
営
造
・

修
理
を
規
定
し
た
項
目
に
も
「
匠
」
は
い
な
い
。

一
方
、
同
令
「
営
造
軍
器
」
項
に
は
、
製
品
に
「
年
月
及
工
匠
姓
名
」
を
刻
む

規
定
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
八
世
紀
初
頭
に
建
築
技
術
者
を
と
く
に
「
匠
」
と
呼
ぶ
こ

と
は
な
く
、
武
器
製
作
な
ど
の
高
度
な
技
術
者
に
「
匠
」
が
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
『
賦
役
令
』
に
お
い
て
、
課
役
・
雇
用
労
働
者
を
純
粋
な
肉
体
労
働
者
＝
役
丁
と

技
能
労
働
者
＝
匠
丁
に
分
け
た
例
に
も
当
て
は
ま
る
。
と
く
に
、
斐
陀(

飛
騨)

国

で
は
、
庸
調
免
除
の
代
償
に
「
毎
里
点
匠
丁
十
人
」
と
規
定
し
、『
延
喜
木
工
寮
式
』

に
お
け
る
「
飛
騨
工
」「
飛
騨
匠
丁
」
の
先
駆
と
な
る
。
飛
騨
匠
と
い
え
ば
「
左
甚

五
郎
」、
左
甚
五
郎
と
い
え
ば
「
日
光
東
照
宮
の
陽
明
門
」
が
刷
り
込
ま
れ
て
い
る

現
代
人
に
は
飛
騨
匠
は
建
築
技
術
者
だ
が
、
古
代
の
イ
メ
ー
ジ
は
必
ず
し
も
同
じ
で

は
な
か
っ
た
。

八
世
紀
前
半
に
お
け
る
「
匠
」
概
念
を
端
的
に
示
す
の
が
内
匠
寮
で
あ
る
。
内

匠
寮
は
天
皇
家
・
皇
族
に
直
接
関
わ
る
手
工
業
生
産
部
門
を
担
当
し
た
役
所
で
、
中

務
省
が
管
轄
し
た
。神
亀
五(

七
二
八)

年
八
月
甲
午
に
令
外
官
と
し
て
成
立
し
、「
使

部
已
下
雑
色
匠
手
」
が
数
多
く
所
属
し
た
［『
続
日
本
紀
』］。
天
平
十
七(

七
四
五)

年
の
食
料
請
求
文
書(

「
内
匠
寮
大
粮
申
文
」『
大
日
本
古
文
書
』
第
二
巻
四
五
八
頁
）

に
よ
れ
ば
、「
番
上
匠
手
十
七
人
、金
銀
銅
鉄
手
十
八
人
、木
石
土
瓦
歯
角
匠
手
十
人
、

織
錦
綾
羅
手
十
二
人
、
織
柳
箱
手
二
人
、
国
工
六
人
、
造
菩
薩
私
司
匠
三
十
人
」
が

所
属
す
る
具
体
的
な
工
人
や
匠
手
で
あ
る
。
な
か
に
番
上
匠
手
も
い
る
が
、
実
体
は

仏
師
も
含
め
各
種
素
材
を
扱
う
様
々
な
手
工
業
生
産
者
が
内
匠
寮
の
構
成
メ
ン
バ
ー

だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
各
種
手
工
業
生
産
者
が
チ
ー
ム
と
な
っ
て
需
要
に
応
え
る
役
所
は
、

令
が
規
定
す
る
手
工
業
部
門
に
は
な
い
。
筆
者
は
飛
鳥
寺
に
関
わ
る
生
産
組
織
に
起

源
し
、
天
武
朝
を
中
心
と
す
る
富
本
銭
鋳
造
を
は
じ
め
と
す
る
金
銀
、
鉄
、
銅
、
ガ

ラ
ス
、
玉
、
粘
土
、
木
、
漆
、
皮
革
な
ど
各
種
素
材
に
よ
る
様
々
な
製
品
を
広
く
飛

鳥
藤
原
京
地
域
に
供
給
し
た
飛
鳥
池
遺
跡
が
内
匠
寮
へ
と
発
展
し
た
と
考
え
て
い
る

［
上
原
二
〇
〇
六
］。
な
お
、
八
世
紀
後
半
に
お
け
る
天
皇
直
属
の
手
工
業
部
局
と
思
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わ
れ
る
勅
旨
省
に
「
雑
色
匠
手
」
の
存
在
が
確
認
で
き
る
が[

『
続
日
本
紀
』
延
暦

元(
七
八
二)

四
月
癸
亥
条
］、「
匠
手
」
の
用
語
例
は
珍
し
い
。
道
慈
の
仕
事
を
見

て
「
莫
不
歎
服
焉
」
だ
っ
た
「
所
有
匠
手
」
と
は
、
聖
武
天
皇
配
下
の
内
匠
寮
工
人

だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
た
と
え
内
匠
寮
の
工
人
以
外
に
「
匠
手
」
が
い
て
も
、
彼

ら
が
感
嘆
し
た
道
慈
の
「
尤
妙
工
巧
、
構
作
形
製
」
が
建
物
施
設
に
限
定
で
き
な
い

こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

　

第
三
節　

道
慈
が
関
与
し
た
大
安
寺
の
仏
像
・
仏
画

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
六
条
大
路
以
南
の
塔
院
は
平
城
遷
都
直
後
に
設
置
さ

れ
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
文
武
朝
大
官
大
寺
伽
藍
地
を
モ
デ
ル
に
六
条
四
坊
の

大
安
寺
伽
藍
地
を
設
計
し
、
そ
の
工
事
を
実
施
し
た
の
も
遷
都
直
後
の
可
能
性
が
高

い
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
計
画
や
工
事
に
、
道
慈
は
ほ
と
ん
ど
関
与
し
な
か
っ
た
。

少
な
く
と
も
、
一
〇
年
近
く
を
経
て
か
ら
道
慈
が
建
物
を
改
造
し
た
痕
跡
は
発
掘
か

ら
確
認
で
き
ず
、
道
慈
と
の
関
与
が
推
測
さ
れ
た
大
安
寺
式
軒
瓦
も
、
天
平
十
九
年

以
降
の
製
品
で
あ
る
。
ま
た
、
道
慈
の
「
尤
妙
工
巧
、
構
作
形
製
」
に
感
嘆
し
た
匠

手
は
建
築
技
術
者
に
限
定
で
き
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
金
堂
自
体
の
発
掘
が
進
展
す
れ
ば
事
態
は
変
わ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
現
時
点
で
は
道
慈
の
「
改
造
大
寺
」
と
は
、
建
物
の
増
築
・
改
築
で
は
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。
道
慈
同
様
、
平
安
遷
都
後
、
か
な
り
経
過
し
た
後
に
東
寺
を
委
ね

ら
れ
た
空
海
が
、
独
自
の
瓦
で
五
重
塔
を
造
営
し
、
講
堂
を
改
造
し
て
立
体
曼
荼
羅

を
実
現
し
て
も
、
伽
藍
配
置
は
平
安
遷
都
直
後
の
基
本
計
画
を
踏
襲
し
た
事
実
を
配

慮
す
れ
ば
、
道
慈
の
「
改
造
大
寺
」
と
は
仏
像
・
仏
画
や
法
会
な
ど
、
大
安
寺
の
宗

教
活
動
に
関
わ
る
事
業
と
考
え
ら
れ
る
。

『
続
日
本
紀
』
や
「
大
安
寺
碑
文
一
首
并
序
」「
寛
平
縁
起
」『
扶
桑
略
記
』
に
比

べ
て
同
時
代
性
が
高
い
「
大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
」
は
、道
慈
が
亡
く
な
っ

て
わ
ず
か
三
年
後
の
天
平
十
九
年
時
点
に
お
け
る
寺
領
や
建
物
を
は
じ
め
と
す
る
大

安
寺
の
資
産
を
登
録
す
る
。
登
録
さ
れ
た
寺
領
や
仏
像
・
仏
画
の
な
か
で
道
慈
が
関

与
し
た
も
の
は
、
そ
の
旨
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
登
録
さ
れ
た
建
物
で
道

慈
の
関
与
を
明
記
し
た
も
の
は
一
切
な
い
。

「
大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
」
に
お
い
て
は
、
天
皇
や
皇
后
・
皇
太
子
が

納
賜
し
た
寺
領
・
経
典
・
仏
具
や
造
立
・
安
置
し
た
仏
像
の
由
来
を
特
記
す
る
が
、

そ
の
他
の
貴
族
や
僧
侶
の
関
与
に
つ
い
て
は
記
録
が
な
い
。
道
慈
お
よ
び
彼
と
行
動

を
と
も
に
し
、
資
財
帳
作
成
者
に
名
を
連
ね
た
教
義
だ
け
が
、
寺
領
や
仏
像
・
仏
画

の
取
得
や
造
立
・
安
置
に
関
与
し
た
と
さ
れ
る
。

し
か
し
、
建
物
施
設
に
彼
ら
の
名
は
見
え
な
い
。
そ
れ
は
関
与
し
な
か
っ
た
、

あ
る
い
は
関
与
の
度
合
が
僅
少
だ
っ
た
か
ら
と
素
直
に
理
解
す
る
の
が
穏
当
で
あ

る
。
大
安
寺
の
建
物
施
設
の
造
営
は
、
基
本
的
に
造
大
安
寺
司
が
担
当
し
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
道
慈
が
お
こ
な
っ
た
「
改
造
大
寺
」
の
実
態
は
、

ま
ず
仏
像
・
仏
画
を
通
じ
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
以
下
、「
大
安
寺
伽
藍
縁
起
并

流
記
資
財
帳
」
の
仏
像
・
仏
画
の
登
録
内
容
か
ら
、
道
慈
の
「
改
造
大
寺
」
事
業
の

実
態
を
検
討
す
る
。

仏
像
・
仏
画
リ
ス
ト
修
正
私
案

た
だ
し
、「
大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
」
の
仏
像
・
仏
画
を
登
録
し
た
箇

所
に
は
矛
盾
が
あ
る
。
美
術
史
研
究
者
が
同
資
財
帳
を
も
と
に
奈
良
時
代
大
安
寺
の

仏
像
を
論
ず
る
場
合
、
そ
の
矛
盾
を
無
視
す
る
か
、
部
分
的
修
正
を
施
し
て
論
を
展

開
す
る
の
が
慣
例
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
史
料
と
し
て
同
資
財
帳
を
扱
う
立
場

で
は
「
濫
り
に
史
料
を
改
変
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
す
る
当
然
の
批
判
が
あ
り
、
仏

像
を
列
記
し
た
箇
所
に
「
数
行
の
脱
落
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
絶
望
的
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な
指
摘
も
あ
る
［
水
野
一
九
九
三
］。

し
か
し
、
同
資
財
帳
は
紙
面
全
体
に
朱
印
「
大
安
寺
印
」
を
押
捺
し
た
正
式
文
書

で
あ
る
。
押
す
べ
き
印
は
「
僧
綱
之
印
」
な
の
で
、後
世
の
写
本
と
す
る
説
も
あ
る
が
、

資
財
帳
は
僧
綱
所
・
当
該
寺
院
・
国
司
や
京
職
な
ど
が
各
々
保
管
し
た
。
全
面
に
寺

院
名
を
押
し
た
「
控
え
」
が
あ
っ
て
よ
い
。
し
か
も
、「
大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財

帳
」
の
末
尾
に
筆
録
責
任
者
と
し
て
署
名
し
た
「
寺
主
法
師
教
義
」
は
、
道
慈
と

と
も
に
大
安
寺
の
仏
像・
仏
画
の
作
成
に
も
関
与
し
た
。
彼
が
作
成
し「
僧
綱
之
印
」

が
押
さ
れ
た
仏
像
・
仏
画
リ
ス
ト
に
「
数
行
の
脱
落
」
な
ど
あ
る
は
ず
が
な
い
。

大
安
寺
は
八
世
紀
前
半
の
最
大
寺
院
で
、
保
有
財
産
は
膨
大
で
あ
る
。
天
平

十
九
年
と
は
、
国
に
提
出
す
る
大
寺
院
の
財
産
目
録
を
、
わ
が
国
で
初
め
て
作
っ
た

年
で
あ
る
。
文
書
作
成
時
に
は
ス
タ
イ
ル
を
決
め
て
着
手
す
る
が
、
手
本
が
な
い
と

不
統
一
に
な
る
。
と
く
に
文
書
冒
頭
で
は
、
表
記
方
法
に
つ
い
て
逡
巡
す
る
。
資
産

の
分
類
や
数
え
方
、
リ
ス
ト
に
す
る
際
の
順
序
、
総
数
の
表
記
方
法
、
保
管
方
法
の

表
記
法
な
ど
、
製
作
に
苦
心
し
た
痕
跡
が
「
大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
」
の

随
所
に
認
め
ら
れ
る
。

一
見
す
る
と
矛
盾
す
る
仏
像
・
仏
画
リ
ス
ト
も
、
実
は
リ
ス
ト
作
成
時
の
不
手
際

や
表
記
法
の
ブ
レ
の
結
果
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
別
稿［
上
原
二
〇
二
一
］に
お
い
て
、

「
大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
」
表
記
法
の
基
本
原
則
に
し
た
が
っ
て
、
不
手
際

や
ブ
レ
を
修
正
し
た
「
仏
像
・
仏
画
リ
ス
ト
」
を
提
示
し
た(

史
料
４)

。
修
正
部

分
や
修
正
理
由
は
別
稿
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
、
次
項
以
下
に
お
い
て
、
史
料
４
を

根
拠
に
し
て
、
道
慈
が
お
こ
な
っ
た
大
安
寺
の
仏
像
・
仏
画
に
関
わ
る
独
自
の
変
革

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

史
料
４　
大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳　
天
平
十
九
年
二
月
十
一
日

Ａ　
合
仏
像
玖
具
壱
拾
漆
躯　

丈
六
即
像
弐
具

右
淡
海
大
津
宮
御
宇　
天
皇
、
奉
造
而
請
坐
者

金
埿
銅
像
一
具

右
不
知
請
坐
時
世

宮
殿
像
二
具　
　
一
具
千
仏
像

一
具
三
重
千
仏
像

金
埿
雑
仏
像
三
具　
　
木
葉
形
仏
像
二
躯

金
埿
灌
仏
像
一
具　
　
金
埿
雑
仏
像
三
躯

金
埿
太
子
像
七
躯　
　
金
埿
菩
薩
像
五
躯

Ｂ　
合
繍
仏
像
参
帳　
一
帳
高
二
丈
二
尺
七
寸　
広
二
丈
二
尺
四
寸

二
帳
並
高
各
二
丈　
広
一
丈
八
尺

一
帳
像
具
脇
侍
菩
薩
八
部
等
卅
六
像

右
袁
智　
天
皇
、
坐
難
波
宮
而
、
庚
戌
年
冬
十
月
始
、
辛
亥
年
春 

三
月
造
畢
、
即
請
者

一
帳
大
般
若
四
処
十
六
会
図
像

一
帳
華
厳
七
処
九
会
図
像

右
以
天
平
十
四
年
歳
次
壬
午 

奉
為
十
代 

天
皇 

前
律
師
道
慈
法
師

寺
主
僧
教
義
等 

奉
造
者

Ｃ　
合
菩
薩
像
八
帳 

並
画
像

　
　
　

織　
仏
像
一
帳

画
仏
像
六
帳

右
不
知
世
時

繍
菩
薩
像
一
帳

右
以
丙
戌
年
七
月
、
奉
為
浄
御
原
宮
御
宇　
天
皇
、
皇
后
并
皇
太
子
、

奉
造
請
坐

Ｄ　
即
四
天
王
像
四
躯 

在
仏
殿

　
　
　

右
淡
海
大
津
宮
御
宇　
天
皇
、
奉
造
請
坐
者
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四
天
王
像
二
具 

在
南
中
門

　
　
　
　

右
天
平
十
四
年
歳
次
壬
午
、
寺
奉
造

即
宍
色
菩
薩
二
躯　
　
即
羅
漢
像
十
躯

即
八
部
像
一
具 

並
在
仏
殿

　
　
　
　

右
天
平
十
四
年
歳
次
壬
午
、
寺
奉
造

羅
漢
画
像
九
十
四
躯　
　
金
剛
力
士
形
八
躯

梵
王
帝
釈
波
斯
匿
王
毘
婆
沙
羅
王
像 

並
在
金
堂
院
東
西

廡
廊
中
門

右
平
城
宮
御
宇　
天
皇
、
以
天
平
八
年
歳
次
丙
子
造
坐
者

仏
像
・
仏
画
リ
ス
ト
の
表
記
法
の
原
則

前
項
リ
ス
ト
の
Ａ
部
分
で
は
、
如
来
や
釈
迦
・
菩
薩
・
太
子
像
を
中
心
と
し
た

立
体
的
・
主
尊
的
な
仏
像
の
う
ち
、「
具
」
で
カ
ウ
ン
ト
す
る
も
の
を
前
半
に
、｢

躯
」

で
カ
ウ
ン
ト
す
る
も
の
を
後
半
に
置
く
原
則
で
登
録
し
て
い
る
。「
具
」
で
カ
ウ
ン

ト
す
る
の
は
、
脇
侍
な
ど
の
組
み
合
う
仏
像
群
や
、
宮
殿
な
ど
の
舞
台
装
置
と
一
体

の
仏
像
で
、
単
独
仏
は
「
躯
」
で
カ
ウ
ン
ト
す
る
。
ま
た
、
Ｂ
部
分
は
仏
教
の
世
界

観
を
示
す
巨
大
な
本
尊
級
繍
仏
、
Ｃ
部
分
は
織
仏(

織　

仏)

・
繍
仏
各
一
帳
を
含

む
菩
薩
画
像
、
Ｄ
部
分
は
脇
侍
・
守
神
お
よ
び
門
や
回
廊
に
配
し
た
仏
像
・
仏
画
と

い
う
ま
と
ま
り
が
あ
る
。

法
隆
寺
や
大
安
寺
の
資
財
帳
で
代
表
さ
れ
る
「
天
平
十
九
年
帳
」
は
、
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
と
し
て
の
機
能
が
稀
薄
で
、
登
録
し
た
物
品
の
所
在
や
保
管
状
況
が
は
っ

き
り
し
な
い
［
上
原
二
〇
一
四・二
〇
二
一
］。
仏
像
リ
ス
ト
も
同
様
だ
が
、
格
上
の

仏
像
を
優
先
し
て
登
録
す
る
の
が
原
則
だ
っ
た
ら
し
い
。
Ｄ
部
分
の
仏
像
は
「
在
仏

殿｣
｢

在
南
中
門｣

｢

在
金
堂
院
東
西
廡
廊
中
門
」
な
ど
所
在
を
明
記
す
る
が
、Ａ・
Ｂ・

Ｃ
部
分
で
登
録
し
た
仏
像
は
、
Ｄ
部
分
よ
り
格
上
の
仏
像
・
仏
画
で
、
所
在
を
明
記

し
な
く
て
も
、
原
則
と
し
て
金
堂(

仏
殿)

・
講
堂
な
ど
、
伽
藍
中
枢
の
建
物
に
安

置
し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

Ｃ
部
分
冒
頭
に
、
原
史
料
で
末
尾
に
あ
っ
た
総
数
を
記
載
し
た
行
を
置
い
た
。

列
記
し
た
品
物
の
総
数
を
、
冒
頭
に
記
す
か
末
尾
に
記
す
か
は
、
現
代
で
も
迷
う
。

｢

大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
」
は
最
終
的
に
冒
頭
に
記
す
方
式
を
採
用
す
る

が
、
Ｃ
部
分
だ
け
は
末
尾
に
記
し
た
草
稿
が
そ
の
ま
ま
残
っ
た
の
で
あ
る
。
彫
像
に

対
し
て
平
面
的
な
菩
薩
像
を
「
画
像
」
で
総
称
し
、
Ｂ
部
分
の
世
界
観
を
示
す
よ
う

な
巨
大
繍
仏
三
帳
と
区
別
し
た
の
が
Ｃ
部
分
で
あ
る
。

造
立
者
が
わ
か
る
仏
像
・
仏
画
の
年
代

「
大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
」
に
登
録
さ
れ
た
仏
像(

僧
形
像
や
俗
人
像

を
含
む)

は
一
二
具
四
五
躯
、
仏
画(

繍
仏
・
織
仏
・
壁
画
を
含
む)

は
一
一
帳

九
四
躯
に
お
よ
び
、
そ
の
う
ち
仏
像
七
具
一
七
躯
、
仏
画
七
帳
は
造
立
年
や
造
立
者

が
わ
か
ら
な
い
。
造
立
年
や
造
立
者
が
わ
か
る
仏
像
五
具
二
八
躯
、
仏
画
四
帳
九
四

躯
を
年
代
順
に
抽
出
す
る
と
、
以
下
の
五
群
に
分
か
れ
る
。

①
袁
智
天
皇(

＝
皇
極
天
皇
。
重
祚
し
て
斉
明
天
皇 

）
が
難
波
宮
に
い
た
庚
戌

(

六
五
〇)

年
冬
十
月
か
ら
作
り
始
め
、
翌
年
の
辛
亥
年
春
に
造
り
終
え
た
「
脇
侍

菩
薩
八
部
等
卅
六
像
」を
周
囲
に
配
し
た
釈
迦
如
来
繍
仏
像
一
帳(

Ｂ
部
分)

。 

『
日
本
書
紀
』
白
雉
元(

六
五
〇)

年
冬
十
月
条
の
「
是
月
、
始
造
丈
六
繍
像
・  

侠
侍
・
八
部
等
三
十
六
像
」、
翌
年
春
三
月
丁
未
条
の
「
丈
六
繍
仏
像
等
成
」

に
対
応
す
る
。
霊
鷲
山
浄
土
に
い
る
釈
迦
を
表
現
し
た
「
霊
鷲
山
繍
仏
図
」
で
、

安
置
堂
塔
を
明
記
し
な
い
が
、
高
二
丈
二
尺
七
寸(

約
六
七
二
cm)

、
広
二
丈

二
尺
四
寸(

約
六
六
三
cm)

と
巨
大
で
、
金
堂
柱
高
一
丈
八
尺(

約
五
三
三
cm)

よ
り
高
い
。
つ
ま
り
壁
に
吊
す
こ
と
は
で
き
ず
、
厨
子
に
納
め
て
重
閣(

外
見

が
二
重
屋
根)

の
金
堂
身
舎
中
央
近
く
に
安
置
し
た
は
ず
で
あ
る
。
②
の
丈
六

即
像(

釈
迦
如
来
像)

が
で
き
る
ま
で
は
百
済
大
寺
金
堂
本
尊
で
、
丈
六
即
像
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安
置
後
は
来
迎
壁
の
よ
う
な
位
置
で
秘
仏
扱
い
を
受
け
た
と
推
測
し
た
［
上
原

二
〇
二
一
］。
高
市
大
寺(

天
武
朝
大
官
大
寺)

に
も
移
転
・
安
置
・
踏
襲
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

②
淡
海
大
津
宮
御
宇
天
皇(

＝
天
智
天
皇)

が
奉
造
・
安
置
し
た
即
像
す
な
わ
ち

脱
乾
漆
仏
。「
丈
六
即
像
弐
具｣(

Ａ
部
分)

と「
即
四
天
王
像
四
躯｣(

Ｄ
部
分)

で
、
後
者
は
金
堂(
仏
殿)

に
あ
っ
た
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
百
済
大

寺
の
金
堂
と
講
堂
の
本
尊
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
後
者
は
金
堂
本
尊(

釈
迦
如

来
像)

を
守
護
し
た
の
だ
ろ
う
。
高
市
大
寺(

天
武
朝
大
官
大
寺)

や
平
城
遷

都
当
初
の
大
安
寺
も
、
踏
襲
し
た
可
能
性
が
高
い
［
上
原
二
〇
二
一
］。

③
丙
戌(

六
八
六)

年
七
月
に
浄
御
原
宮
御
宇
天
皇(

＝
天
武
天
皇)

の
た
め
に

皇
后(

持
統
天
皇)

と
皇
太
子(

草
壁
皇
子)

が
奉
造
・
安
置
し
た
「
繍
菩
薩

像
一
帳
」(

Ａ
部
分)

。『
日
本
書
紀
』朱
鳥
元(
六
八
六)

年
七
月
条
の「
是
月
、

諸
王
臣
等
、
為
天
皇
、
造
観
世
音
像
。
則
説
観
世
音
経
於
大
官
大
寺
」
記
事
に

対
応
す
る
。
な
お
、
八
月
庚
午
条
に
も
「
度
僧
尼
併
一
百
、
因
以
、
坐
百
菩
薩

於
宮
中
、
読
観
世
音
経
二
百
巻
」
の
記
事
が
あ
り
、
天
武
天
皇
の
病
気
平
癒

を
と
く
に
観
音
菩
薩
に
祈
願
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
高
市
大
寺
の
金
堂
か
講
堂

に
安
置
さ
れ
、
大
安
寺
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
る
。

④
天
平
八(

七
三
六)

年
に
平
城
宮
御
宇
天
皇(

聖
武
天
皇)

が
造
坐
し
た
「
羅
漢

画
像
九
十
四
躯｣｢

金
剛
力
士
形
八
躯｣｢

梵
王
帝
釈
波
斯
匿
王
毘
婆
沙
羅
王
像
」

で
、
金
堂
院
の
東
西
廡
廊
お
よ
び
中
門
に
安
置
さ
れ
た(

Ｄ
部
分)

。『
今
昔
物

語
』
巻
一
一(

本
朝
仏
法
部)

第
五
話
「
道
慈
、
唐
に
わ
た
り
三
論
を
伝
え
て

帰
り
来
た
れ
る
を
、
神
叡
、
朝
に
あ
り
て
試
み
た
る
語
」
に
は
、
道
慈
の
影
像

を
大
安
寺
金
堂
の
東
登
廊
第
二
門
の
諸
羅
漢
に
描
き
加
え
た
と
あ
り
、
羅
漢
画

像
九
四
躯
は
東
西
廡
廊
の
壁
画
と
わ
か
る
。
金
剛
力
士
形
以
下
は
中
門
に
安
置

し
た
も
の
で
、
塑
像
の
可
能
性
が
高
い
。

⑤
天
平
十
四(

七
四
二)

年
に
道
慈
と
教
義
等
が
舒
明
か
ら
聖
武
に
い
た
る
十
代

の
天
皇
の
た
め
に
奉
造
し
た
繍
仏
二
帳
。「
大
般
若
四
処
十
六
会
図
像
」
と
「
華

厳
七
処
九
会
図
像
」
各
一
帳(

Ｂ
部
分)

。
各
々
高
二
丈(

約
五
九
二
cm)

、
広

一
丈
八
尺(

約
五
三
三
cm)

と
巨
大
で
、
①
と
同
様
壁
に
は
掛
け
ら
れ
な
い
。

厨
子
に
納
め
、
①
と
並
べ
て
金
堂
に
安
置
し
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
同
じ
天

平
十
四
年
に
寺
が
奉
造
し
た
塑
像
四
天
王
二
具(　
四
天
王
像
二
具)

は
南
大

門
に
、
脱
乾
漆
の
「
宍
色
菩
薩
二
躯｣｢

羅
漢
像
十
躯｣｢

八
部
像
一
具
」
は
い

ず
れ
も
金
堂
に
安
置
さ
れ
た(

Ｄ
部
分)

。
な
お
、史
料
２
や
そ
の
も
と
に
な
っ

た
「
寛
平
縁
起
」
に
よ
れ
ば
、
天
平
元
年
に
始
ま
る
道
慈
の
「
改
造
大
寺
」
工

事
は「
二
七
年
間
、営
造
既
成
」、す
な
わ
ち
天
平
十
四
年
に
終
了
し
た
。つ
ま
り
、

「
大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
」
の
仏
像
造
立
年
代
は
、『
扶
桑
略
記
』
に

お
け
る
「
改
造
大
寺
」
年
代
に
対
応
す
る
。

こ
の
五
群
の
仏
像
・
仏
画
の
な
か
で
、
道
慈
が
大
安
寺
造
営
を
受
諾
し
た
天
平

元
年
以
後
に
製
作
・
安
置
さ
れ
た
の
は
④
と
⑤
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
大
安
寺
金
堂
院

を
構
成
す
る
金
堂
・
中
門
・
廻
廊
と
南
大
門
と
い
う
大
安
寺
伽
藍
中
枢
建
物
に
安
置

さ
れ
た
仏
像
・
仏
画
で
あ
る
。「
大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
」
は
、
④
を
聖

武
天
皇
造
坐
、
⑤
の
一
部
を
寺
奉
造
と
記
載
す
る
が
、
基
本
的
に
「
造
営
大
寺
」
を

推
進
し
た
道
慈
が
製
作
・
安
置
に
関
与
し
た
と
理
解
で
き
る
。
天
平
八
年
二
月
丁
未

に
は
、
律
師
道
慈
法
師
は
六
人
も
の
付
人(

扶
翼
童
子)

を
得
て
お
り
、
同
年
七
月

辛
卯
に
は
、
元
正
太
上
天
皇
の
寝
膳
不
安
に
対
処
す
る
た
め
、
都
下
四
大
寺(

大
安・

薬
師
・
元
興
・
興
福
寺)

で
七
日
行
道
を
お
こ
な
う
［『
続
日
本
紀
』］。
天
平
八
年

は
平
城
京
の
筆
頭
寺
院
で
あ
る
大
安
寺
と
、
そ
の
施
設
充
実
に
関
与
し
た
道
慈
が
絶

好
調
だ
っ
た
時
期
で
あ
る
。
④
を
聖
武
天
皇
の
造
坐
と
明
記
し
た
背
景
は
こ
こ
に
あ

る
の
だ
ろ
う
。

　
た
だ
し
、
天
平
元
年
に
律
師
と
な
っ
た
道
慈
は
、
天
平
九
年
十
月
以
降
、
天
平
十
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年
七
月
以
前
に
律
師
を
辞
し
て
お
り
［
中
井
一
九
七
八
］、
以
後
、
聖
武
天
皇
と
の

関
係
は
疎
遠
に
な
っ
た
ら
し
い
。
道
慈
や
教
義
等
が
申
請
し
た
伊
勢
・
播
磨
・
備
前
・

紀
伊
・
近
江
・
伊
賀
・
美
濃
諸
国
の
墾
田
地
九
九
四
町
を
聖
武
天
皇
が
納
賜
す
る
の

は
道
慈
没
年(
天
平
十
六
年)

の
こ
と
で
あ
る
。
次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
聖
武
天
皇

が
納
賜
し
た
大
安
寺
領
は
広
大
だ
が
、「
大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
」
は
「
今

請
墾
田
地
」
と
登
録
し
、
扱
い
が
微
妙
だ
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
な
お
、
⑤
の
な
か

で
繍
仏
二
帳
を
前
律
師
道
慈
法
師
と
寺
主
僧
道
義
法
師
等
が
奉
造
し
た
と
特
記
す
る

の
は
、
大
安
寺
仏
教
に
お
い
て
両
者
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
か
ら
で
あ
る
こ
と

も
次
節
で
述
べ
る
。

道
慈
が
関
与
し
た
廻
廊
の
仏
画

こ
れ
ら
の
仏
像
・
仏
画
の
な
か
で
、
本
節
で
は
廻
廊
と
門
に
安
置
さ
れ
た
仏
像

に
つ
い
て
検
討
し
、
道
慈
卒
伝
の
「
法
師
尤
妙
工
巧
。
構
作
形
製
、
皆
稟
其
規
摹
、

所
有
匠
手
、
莫
不
歎
服
焉
」
の
評
価
が
生
ま
れ
た
由
来
を
検
討
す
る
。
ま
ず
注
目
す

べ
き
は
廻
廊
壁
画
で
あ
る
。
寡
聞
に
し
て
、
日
本
の
古
代
寺
院
に
お
い
て
廻
廊
を

壁
画
で
飾
っ
た
例
を
知
ら
な
い
。
し
か
し
、
唐
の
長
安
城
内
諸
寺
に
は
先
例
が
あ

る
［
張
彦
遠
『
歴
代
名
画
記
』「
記
両
京
外
州
寺
観
画
壁
」
九
世
紀
］。
入
唐
僧
で

あ
る
道
慈
は
、
大
唐
長
安
城
に
お
け
る
寺
院
を
い
く
つ
も
実
見
し
た
は
ず
で
、
そ
れ

に
倣
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
岡
田
英
男
も
「
廻
廊
に
多
数
の
羅
漢
画
像
が
あ
っ
た

こ
と
も
当
時
の
わ
が
国
の
寺
院
で
は
例
の
な
い
こ
と
で(

中
略)

西
明
寺
を
模
し
た

と
す
る
伝
え
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
推
測
す
る
［
岡
田

一
九
八
四
］。

山
田
寺
東
廻
廊
で
は
、
廻
廊
を
限
る
壁
の
長
押
よ
り
上
に
は
連
子
窓
を
設
け
て

明
か
り
取
り
と
す
る
が
［
奈
文
研
二
〇
〇
七
］、
必
ず
し
も
す
べ
て
の
柱
間
を
連
子

窓
に
す
る
必
要
は
な
く
、
塗
壁
と
交
互
に
連
子
窓
を
設
け
れ
ば
、
廻
廊
を
画
す
る
塀

の
半
分
は
、壁
画
面
と
な
る
。廻
廊
は
本
来
は
行
道
の
場
で
、大
規
模
な
法
会(

庭
儀)

に
お
け
る
控
え
の
場
と
し
て
も
機
能
す
る
［
上
原
一
九
八
六
］。
行
道
す
る
僧
や
座

し
て
控
え
る
法
会
参
加
者
の
目
線
も
し
く
は
そ
れ
よ
り
上
に
羅
漢
像
が
あ
る
の
が
当

然
で
、
長
押
よ
り
下
の
壁
に
羅
漢
像
を
描
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
復
原
さ
れ
た

築
地
塀
か
ら
推
定
し
て
も
、
塗
壁
の
下
部
は
湿
気
な
ど
で
傷
み
や
す
く
、
壁
画
面
と

し
て
適
当
で
は
な
い
。　

大
安
寺
廻
廊
は
、
中
門
取
付
部
が
発
掘
調
査
で
解
明
さ
れ
て
い
る(

図
７)

。
梁

行
一
三
尺
等
間
の
二
間
複
廊
で
、
隅
以
外
の
桁
行
は
一
四・八
尺
。「
大
安
寺
伽
藍
縁

起
并
流
記
資
財
帳
」
が
「
合
廊
一
院　
金
堂
東
西
脇
各
長
八
条
四
尺　
広
二
条
六
尺

高
一
丈
五
尺　
東
西
各
長
廿
丈
五
尺　
広
二
丈
六
尺　
高
一
丈
五
尺
」
と
登
録
す
る

の
で
、
廻
廊
の
内
側
の
み
に
壁
画
を
描
け
ば
、
南
廻
廊
一
二
間
・
東
西
廻
廊
三
〇
間
・

北
廻
廊
一
〇
間
の
半
分
、
す
な
わ
ち
二
六
間
を
壁
画
面
に
活
用
で
き
る
。
廻
廊
内
側

に
璧
画
を
描
く
な
ら
、
一
面
に
三
～
四
躯
の
羅
漢
を
配
す
れ
ば
九
四
躯
の
羅
漢
画
像

が
納
ま
る
。
開
放
さ
れ
た
通
路
を
限
る
塀
の
内
面
の
壁
に
画
像
が
並
び
、
僧
尼
が
こ

れ
を
背
景
に
行
道
す
る
姿
が
想
像
で
き
る(

図
８)

。
羅
漢
と
い
う
画
題
も
そ
れ
に

ふ
さ
わ
し
い
。

な
お
、
連
子
窓
と
塗
壁
を
交
互
に
配
し
て
塀
に
す
れ
ば
、
複
廊
な
ら
ば
外
面
に

も
屋
根
が
あ
っ
て
風
雨
を
避
け
ら
れ
る
壁
面
が
同
数
確
保
で
き
る
。
こ
こ
に
も
羅
漢

像
は
描
け
る
が
、
羅
漢
の
法
会
参
加
を
意
図
し
た
壁
画
な
ら
、
内
面
だ
け
に
羅
漢
像

を
描
い
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
外
面
が
白
壁
の
ま
ま
だ
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
古
代
寺
院
に
お
け
る
複
廊
の
機
能
は
明
確
で
は
な
い
が
、
廻
廊
内
が
法
会

の
中
心
舞
台
で
、
僧
侶
が
主
催
す
る
庭
儀
に
皇
族
・
貴
族
が
列
席
す
る
場
な
ら
ば
、

屋
根
の
つ
い
た
複
廊
外
周
は
法
会
に
直
接
参
加
で
き
な
い
人
々
の
一
等
観
覧
席
で
あ

る
。
匠
手
が
「
尤
妙
工
巧
、
構
作
形
製
」
と
感
嘆
し
た
道
慈
が
、
そ
れ
を
白
壁
の
ま

ま
放
っ
て
お
く
は
ず
が
な
い
。
廻
廊
内
で
施
行
す
る
法
会
に
ふ
さ
わ
し
い
装
飾
を
施
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図 7　南大門・中門の発掘調査［上野 1984］とその復原図［大岡 1966］

1954 年の大岡實等による南大門・中門の発掘 ( 上図 : 縮尺約 600 分の１) が、大安寺を考古
学的に解明する端緒となった。この調査で中門とその東西に取り付く南面廻廊および南大門
の位置と規模が判明した ( 下図 : 縮尺約 1000 分の１)。中門・南大門ともに桁行５間で中央３
間に門戸を持つ五間三戸門であるが、基壇端までの軒の出の違いから、中門が切妻造の一重
門、南大門が入母造の二重門に復原できる。南大門と中門の東側で掘立柱の宿直屋を検出し
た意義も大きい。｢ 大安寺伽藍縁起并流記資財帳 ｣ によれば、中門前の宿直屋は瓦葺、南大
門前の宿直屋は曲屋である。

し
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

と
く
に
、
次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
釈
迦
如
来
を
中
心
と
す
る
霊
鷲
山
浄
土
世

界
が
廻
廊
で
お
こ
な
う
法
会
の
主
題
と
す
れ
ば
、
廻
廊
外
面
に
も
そ
れ
を
彷
彿
と
す

る
装
飾
が
な
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
東
大
寺
の
巨
大
誕
生
仏
の
灌
水
盤
外
面
に
線
刻

さ
れ
た
霊
獣
・
仙
人
・
山
水
画
は
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
［
井
上
一
九
六
八
］。
ま
た
、

後
世
の
伝
承
で
あ
る
が
、
大
安
寺
が
祇
園
精
舎
を
彷
彿
と
さ
せ
る
建
物
施
設
で

(

史
料
2)

、
次
項
で
述
べ
る
中
門
に
安
置
し
た
波
斯
匿
王
毘
婆
沙
羅
王
像
な
ど
が

そ
れ
に
対
応
す
る
具
体
的
造
形
な
ら
ば
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
「
イ
ン
ド
的
」
装
飾

を
施
し
た
可
能
性
も
皆
無
で
は
な
い
。

現
在
の
日
本
美
術
史
で
は
「
イ
ン
ド
系
」
文
物
と
い
う
主
題
設
定
は
ほ
と
ん
ど
な

さ
れ
な
い
が
、『
今
昔
物
語
』
が
本
朝(

日
本)

・
震
旦(

中
国)

・
天
竺(

イ
ン
ド)

の
三
部
構
成
だ
っ
た
よ
う
に
、
古
代
日
本
に
お
け
る
天
竺
願
望
は
強
く
、「
イ
ン
ド
系
」



25

文
物
の
実
体
解
明
は
十
分
に
検
討
課
題
に
な
る
［
田
中
一
九
四
三
］。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
意
表
を
つ
い
た
造
形
が
大
安
寺
を
荘
厳
し
た
か
ら
こ
そ
、
道
慈
卒
伝
の
評
価
が
生

ま
れ
た
可
能
性
を
追
究
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

道
慈
が
関
与
し
た
門
の
仏
像

　

羅
漢
画
像
が
廻
廊
壁
画
な
ら
、
金
剛
力
士
形
八
躯
梵
王
帝
釈
波
斯
匿
王
毘
婆
沙
羅

王
像
は
中
門
に
安
置
さ
れ
た
彫
像
に
な
る
。
そ
れ
は
「
大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資

財
帳
」
の
建
物
施
設
の
登
録
箇
所
で
も
「
合
門
玖
口
仏
門
二
口
在
神
王
金
剛
力
士
梵
王
帝
釈

波
斯
匿
王
毘
婆
沙
羅
王
形　

僧
門
七
口
」

と
明
記
す
る
こ
と
か
ら
裏
づ
け
ら
れ
る
。
仏
門
二
口
の
神
王
が
史
料
4
の
Ｄ
部
分

「　
四
天
王
二
具 

在
南
中
門

　
　
　
　

」
に
対
応
す
る
こ
と
は
、大
安
寺
南
大
門
跡
の
発
掘
に
お
い
て
、

北
階
段
の
北
側
か
ら
被
熱
し
た
塑
像
断
片
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
、
そ
の
な
か
に

四
天
王
が
踏
み
つ
け
る
邪
鬼
特
有
の
縮
毛
頭
髪
の
表
現
を
も
つ
塑
像
断
片
を
含
む

こ
と
か
ら
確
定
し
た
［
奈
良
市
埋
文
セ
ン
タ
ー
二
〇
〇
七
］。
ま
た
、「
南
中
門
」
が
南

大
門
を
指
す
こ
と
も
合
わ
せ
て
確
定
し
た
。

梵
王
帝
釈(

梵
天
・
帝
釈
天)

は
釈
迦
如
来
や
不
空
羂
索
観
音(

東
大
寺
法
華
堂)

、

盧
舎
那
仏(

唐
招
提
寺
金
堂)

の
脇
侍
に
な
る
の
で
、
対
称
的
に
中
門
に
安
置
し
た
と

考
え
る
。
た
だ
し
、
梵
天・帝
釈
天
を
中
門
に
置
く
古
代
寺
院
例
は
知
ら
な
い
。
ま
た
、

波
斯
匿
王
と
毘
婆
沙
羅
王
が
古
代
イ
ン
ド
・
コ
ー
サ
ラ
国
の
パ
セ
ー
ナ
デ
ィ
王
、
マ

ガ
ダ
国
の
ビ
ン
ビ
サ
ー
ラ
王
を
さ
す
な
ら
［
大
和
田
一
九
九
七
］、
こ
れ
も
中
門
に
対

称
的
に
安
置
し
た
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
古
代
イ
ン
ド
国
王
像
を
中
門
に
置
く
古
代

寺
院
例
も
知
ら
な
い
。
こ
の
二
対
の
像
を
中
門
両
脇
の
内
外
に
置
く
と
、
二
躯
一
対

の
金
剛
力
士
八
躯
四
対
が
各
像
の
前
を
守
り
、
三
躯
か
ら
な
る
四
つ
の
群
像
を
中
門

両
脇
間
の
内
外
に
配
し
た
こ
と
に
な
る
。
前
著
［
上
原
二
〇
一
四・二
〇
二
一
］
で
は

「
梵
天
・
帝
釈
天
は
守
護
神
と
し
て
中
門
正
面
両
脇
間
、
イ
ン
ド
国
王
は
礼
拝
者
と
し

て
背
面
両
脇
間
に
安
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
金
剛
力
士
二
躯
が
守
」
る
案
を
提
示
し
た
。

 図 8　大安寺の回廊壁画想像図
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し
か
し
、
私
見
と
は
異
な
り
、
金
剛
力
士
形
八
躯
・
梵
王
帝
釈
波
斯
匿
王
毘
婆
沙

羅
王
像
も
画
像
と
す
る
説
が
あ
る
［
毛
利
一
九
四
七・一
九
五
二
、
菅
谷
二
〇
二
〇
］。

「
大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
」
は
画
像
や
繍
仏
・
織　
仏
は
個
別
に
そ
の
旨
を

明
記
す
る
の
が
原
則
で
、
素
材
が
わ
か
ら
な
い
仏
像
は
彫
像
の
可
能
性
が
高
い
。
前

項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
廻
廊
な
ら
ば
開
放
さ
れ
た
通
路
を
限
る
壁
面
に
画
像
が
並
び
、

僧
尼
が
こ
れ
を
背
景
に
行
道
す
る
姿
が
想
像
で
き
る
。
一
方
、門
に
は
戸
が
不
可
欠
で
、

壁
画
が
描
け
る
壁
面
は
廻
廊
に
比
べ
て
限
定
さ
れ
る
。
と
く
に
金
剛
力
士
形
八
躯
は
、

建
物
施
設
や
群
像
の
前
を
守
る
の
で
、
梵
天
・
帝
釈
天
・
波
斯
匿
王
・
毘
婆
沙
羅
王

の
手
前
に
描
く
必
要
が
あ
る
。
廻
廊
に
並
ぶ
壁
面
に
、
同
格
の
羅
漢
像
を
羅
列
す
る

の
は
た
や
す
い
。
し
か
し
、
格
差
が
あ
る
群
像
を
、
少
な
い
壁
面
に
レ
イ
ア
ウ
ト
す
る

の
は
難
し
い
。
以
下
、
発
掘
成
果
を
踏
ま
え
、
こ
れ
を
再
確
認
す
る
。

発
掘
調
査
の
結
果
、
大
安
寺
中
門
は
東
西
約
一
〇
〇
尺
、南
北
約
五
〇
尺
の
壇
上

積
基
壇
上
で
検
出
し
た
一
四
ヶ
所
の
礎
石
抜
取
穴
か
ら
、
桁
行
五
間
八
八
尺
、
梁
行

二
間
三
〇
尺
で
、
桁
行
中
央
三
間
の
柱
間
は
一
八
尺
、
両
脇
間
は
一
七
尺
、
梁
行
柱
間
は

一
五
尺
と
判
明
し
て
い
る(

図
７)

。
基
壇
端
ま
で
の
軒
の
出
は
、
正
背
面
は
一
〇

尺
、
側
面
は
六
尺
な
の
で
、
一
重
切
妻
屋
根
と
な
る
。
ま
た
、
基
壇
南
辺
の
地
覆
石
列

は
中
央
三
間
に
対
応
し
て
階
段
の
出
が
あ
り
、
中
央
三
間
に
戸
が
あ
っ
た[
上
野

一
九
八
四
］。
す
な
わ
ち
、
一
重
切
妻
屋
根
の
五
間
三
戸
門
に
復
原
で
き
、
現
存
例

に
京
都
御
所
承
明
門
が
あ
る(

図
９)

。

仏
堂
の
扉
内
面
に
壁
画
を
描
く
例
は
あ
っ
て
も
、
門
戸
に
壁
画
は
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
大
安
寺
中
門
に
お
い
て
は
、
壁
画
の
た
め
に
確
保
で
き
る
壁
面
は
両
脇
間

に
限
ら
れ
る
。
一
般
寺
院
で
仁
王
像(

金
剛
力
士
像)

を
安
置
す
る
空
間
で
あ
る
。

本
項
冒
頭
の
私
見
は
、
こ
う
し
た
通
例
を
踏
ま
え
て
い
る
。
一
方
、
仏
門
を
抜
け
る

時
に
見
え
る
壁
面
は
、
両
脇
間
の
棟
通
り
と
妻
壁
内
面
だ
か
ら
、
四
つ
の
群
像
の
た

め
に
利
用
で
き
る
壁
面
は
各
群
二
面
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
脇
間
の
棟
通
り
と
妻
壁

内
面
に
、
梵
天
・
帝
釈
天
・
波
斯
匿
王
・
毘
婆
沙
羅
王
の
う
ち
の
一
躯
と
、
そ
の
前

面
を
守
る
金
剛
力
士
形
二
躯
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
配
す
る
の
は
困
難
で
、
結
局
、
利
用

で
き
る
二
面
の
一
面
だ
け
に
、
三
像
を
三
尊
形
式
で
描
く
ほ
か
な
い
。
彫
像
に
比
べ

て
イ
ン
パ
ク
ト
は
か
な
り
弱
い
。
や
は
り
、
中
門
両
脇
間
内
外
に
彫
像
を
配
す
る
私

見
が
正
当
と
考
え
る
。

な
お
、
古
代
イ
ン
ド
国
王
に
関
す
る
説
話
は
『
観
無
量
寿
経
』
等
を
典
拠
と
す

る
が
、
周
知
度
を
理
解
す
る
に
は
後
世
の
『
今
昔
物
語
』
天
竺
部
が
参
考
に
な
る
。

波
斯
匿
王
は
首
都
・
舎
衛
城(

シ
ュ
ー
ラ
ヴ
ァ
ス
テ
ィ)

が
祇
園
精
舎
に
近
い
こ
と

も
あ
り
、
主
人
公
に
な
ら
な
く
て
も
登
場
す
る
説
話
が
多
い
。
一
方
、
王
舎
城
を
拠

点
と
し
、
息
子
の
阿
闍
世
王
に
殺
害
さ
れ
た
毘
婆
沙
羅
王(

頻
婆
娑
羅
王)

は
、
息

子
よ
り
登
場
場
面
が
少
な
い
。
波
斯
匿
王
・
毘
婆
沙
羅
王
は
釈
迦
と
同
時
代
に
活
躍

し
、
釈
迦
に
帰
依
し
た
国
王
で
あ
る
。
大
安
寺
中
門
に
安
置
し
た
理
由
も
そ
こ
に
あ

る
の
だ
ろ
う
。

回
廊
・
中
門
の
画
像
・
彫
像
製
作
に
道
慈
が
関
与
し
た
こ
と
は
、「
大
安
寺
伽
藍

縁
起
并
流
記
資
財
帳
」
か
ら
確
実
で
あ
る
。
他
寺
に
例
が
な
い
回
廊
の
羅
漢
壁
画
や

中
門
の
金
剛
力
士
形
八
躯
、
梵
王
帝
釈
波
斯
匿
王
毘
婆
沙
羅
王
像
の
彫
像
が
『
続
日

本
紀
』
道
慈
卒
伝
の
評
価
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
中
門
に
安

置
し
た
イ
ン
ド
国
王
像
は
祇
園
精
舎
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
道
慈
が
「
改
造
大
寺
」
に
お

い
て
大
唐
西
明
寺
を
モ
デ
ル
と
し
、
大
唐
西
明
寺
は
祇
園
精
舎
を
模
倣
し
た
と
い
う
説
話

の
本
源
は
こ
こ
に
あ
る
と
思
う
。
な
お
、
南
大
門
の　

四
天
王
二
具
も
製
作
年
代
か
ら

道
慈
が
関
与
し
た
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。
仁
王(

金
剛
力
士)

像
な
ら
門
に
お
け
る
安

置
法
が
定
型
化
し
て
い
る
が
、
四
天
王
像
二
具
八
体
を
ど
の
よ
う
に
南
大
門
に
配
し
た

の
か
不
明
で
、
こ
こ
に
も
道
慈
に
よ
る
新
工
夫
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
廻

廊
の
羅
漢
壁
画
や
中
門
の
イ
ン
ド
国
王
像
ほ
ど
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
な
い
だ
ろ
う
。

以
上
、
道
慈
が
「
法
師
尤
妙
工
巧
。
構
作
形
製
、
皆
稟
其
規
摹
、
所
有
匠
手
、
莫
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大安寺中門は切妻造一重屋根の五間三戸門に復原できる。五間三戸門は格式が高く、大寺院の正面門に多い。東大寺南大門 (12 世紀末 )
のような入母屋造の二重屋根、東福寺山門 (14~15 世紀 )・南禅寺山門 (16 世紀 ) のような入母屋造二階建二重屋根が一般的で、東大寺中
門のような入母屋造二階建の楼門は稀である。切妻造一重屋根瓦葺の五間三戸門の実例として、京都御所内裏 ( 紫宸殿院 ) の正門 ( 承明
門 ､19 世紀中葉 ) がある。これを参照すると、梵王帝釈波斯匿王毘婆沙羅王像と金剛力士形８躯が中門壁画なら、利用できる壁面は両脇
間内面の８面に限定される。梵天・帝釈天と２人のインド国王像を両脇間の内外に配すると、その両側を金剛力士２躯が守る形になるので、
妻壁内面もしくは棟通りの両脇間壁面のいずれかを壁画面に選択せざるを得ず、広い両脇間の活用法として拙劣である。両脇間を利用する
なら彫像を置くのが妥当で、｢ 大安寺伽藍縁起并流記資財帳 ｣ の記載法にもかなっている。

不
歎
服
焉
」
と
評
価
さ
れ
た
理
由
を
、
先
行
例
の
な
い
廻
廊
壁
画
や
中
門

の
彫
像
に
求
め
た
。し
か
し
、
道
慈
が
大
安
寺
に
も
た
ら
し
た
功
績
は
こ

れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
次
節
で
は
「
大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
」

を
お
も
な
史
料
と
し
て
、
大
安
寺
に
対
す
る
道
慈
の
功
績
を
再
整
理
し
、

そ
の
な
か
で
道
慈
卒
伝
の
評
価
が
生
ま
れ
た
背
景
を
検
討
す
る
。

　

第
四
節　

大
安
寺
に
関
わ
る
道
慈
の
貢
献

　
道
慈
が
大
安
寺
に
も
た
ら
し
た
貢
献
は
、
回
廊
壁
画
や
中
門
の
彫
像

だ
け
で
は
な
い
。｢

大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
」
に
は
、
道
慈
が

大
安
寺
を
主
導
し
た
天
平
元
年
～
十
六
年
に
、
新
た
に
寺
の
も
の
と
な
っ
た

資
産
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
同
資
財
帳
は
、
天
皇
が
納
賜
し
た
資
産
に
関

し
て
、
年
代
や
由
来
を
特
記
す
る
が
、
七
四
七
年
「
法
隆
寺
伽
藍
縁
起
并

流
記
資
財
帳
」
や
八
七
三
年
「
広
隆
寺
資
財
帳
」、
八
九
〇
年
「
広
隆
寺

資
財
交
替
実
録
帳
」
に
比
べ
て
、
資
産
の
帰
属
年
代
や
由
来
を
記
録
す
る

こ
と
に
熱
心
で
は
な
い
。
し
か
し
、
道
慈
に
関
わ
る
資
産
を
特
記
し
た
の

は
、
道
慈
の
功
績
が
大
安
寺
に
と
っ
て
偉
大
か
つ
不
可
欠
だ
っ
た
こ
と
を

意
識
し
た
の
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
前
節
で
述
べ
た
廻
廊
壁
画
や
中
門
の
彫
像
を
安
置
す
る
に

は
、
廻
廊
の
連
子
窓
の
半
分
を
塗
壁
に
し
た
り
、
中
門
両
脇
間
に
彫
像
安

置
空
間
を
整
え
る
な
ど
の
施
設
改
変
を
と
も
な
っ
た
は
ず
だ
が
、
同
資
財

帳
の
建
物
を
登
録
し
た
部
分
に
は
、
建
物
施
設
の
改
造
に
関
わ
る
記
述
は

な
い
。
既
設
の
建
物
な
の
で
、
改
め
て
記
述
す
る
必
要
性
を
認
め
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、資
財
帳
の
記
載
内
容・記
載
方
式
か
ら
見
て
も
、

道
慈
が
大
安
寺
の
建
物
自
体
を
大
き
く
改
造
し
た
と
す
る
従
前
の
理
解
は

 図 9　京都御所承明門 ( 紫宸殿院南面正門 )
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正
当
で
は
な
い
。

「
広
隆
寺
資
財
帳
」
や
「
広
隆
寺
資
財
交
替
実
録
帳
」
は
、
各
種
資
財
を
納
賜
し

た
個
人
名
を
多
数
登
録
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
は
平
安
時
代
初
期
の
広
隆
寺
復
興

に
尽
力
し
た
道
昌
と
の
関
係
が
深
い
人
物
も
多
く
、
そ
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
寺
院
復

興
を
推
進
し
た
と
推
測
で
き
る
場
合
も
あ
る
［
上
原
二
〇
二
〇
ａ
］。
大
安
寺
で
も
、

道
慈
と
の
個
人
的
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
施
設
の
充
実
や
資
産
の
保
有
に
影
響
し
た
部
分

が
多
々
あ
っ
た
は
ず
だ
。
し
か
し
「
大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
」
に
は
、個
々

の
資
産
の
由
来
は
ほ
と
ん
ど
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
史
料
に
そ
く
し
て
道
慈
コ
ネ
ク

シ
ョ
ン
の
意
義
を
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
以
下
、
史
料
に
明
記
さ
れ
て
い
る
道

慈
の
功
績
に
限
っ
て
、
大
安
寺
に
と
っ
て
道
慈
が
不
可
欠
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
、

そ
の
な
か
で
も
前
節
で
述
べ
た
廻
廊
壁
画
や
中
門
彫
像
を
含
む
一
連
の
功
績
が
、
道

慈
卒
伝
の
評
価
に
ふ
さ
わ
し
い
事
実
を
再
確
認
す
る
。

道
慈
の
功
績
Ⅰ
︱
寺
領
獲
得
︱

道
慈
が
大
安
寺
に
も
た
ら
し
た
資
産
の
な
か
で
、
強
調
す
べ
き
は
寺
院
経
営
の

基
礎
に
な
る
墾
田
地
で
あ
る
。「
大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
」
が
登
録
す

る
墾
田
地
・
水
田
に
は
、
癸
酉(

六
七
三)

年
に
天
武
天
皇
が
納
賜
し
た
墾
田
地

九
三
二
町
、
己
亥(

六
三
九)

年
に
舒
明
天
皇
が
納
賜
し
た
水
田
二
一
六
町
九
段

六
八
歩
、
道
慈
法
師
と
寺
主
僧
教
義
な
ど
が
、
聖
武
天
皇
に
申
請
し
て
天
平
十
六

(

六
四
四)

年
に
納
賜
さ
れ
た
今
請
墾
田
地
九
九
四
町
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
天
皇
家

が
納
賜
し
た
墾
田
地
・
水
田
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
広
い
面
積
を
獲
得
し
た
の
は
道

慈
・
教
義
等
で
あ
っ
た
。

今
請
墾
田
地
の
内
訳
は
、
伊
勢
国
六
四
四
町
、
播
磨
国
一
五
町
、
備
前
国

一
五
〇
町
、
紀
伊
国
五
町
、
近
江
国
二
〇
〇
町
、
伊
賀
国
二
〇
町
、
美
濃
国
四
五
町

で
、
伊
勢
国
が
六
割
弱
、
近
江
国
が
二
割
弱
を
占
め
る
。
一
方
、
舒
明
天
皇
が
納
賜

し
た
水
田
は
、
大
倭
国
六
〇
町
三
段
三
〇
〇
歩
、
近
江
国
一
五
六
町
五
段
一
二
八
歩

で
、
近
江
国
が
七
割
強
を
占
め
る
。
さ
ら
に
天
武
天
皇
が
納
賜
し
た
墾
田
地
は
、
紀

伊
国
が
一
七
〇
町
、
若
狭
国
が
一
〇
〇
町
、
伊
勢
国
が
六
六
二
町
で
、
伊
勢
国
が
七

割
強
を
占
め
る
。
つ
ま
り
、
大
安
寺
が
所
有
す
る
墾
田
地
・
水
田
は
、
舒
明
朝
の
大

和
・
近
江
国
、
天
武
朝
の
紀
伊
・
伊
勢
・
若
狭
国
、
聖
武
朝
の
近
江
・
紀
伊
・
伊
賀
・

伊
勢
・
美
濃
・
播
磨
・
備
前
国
と
、
近
畿
地
方
か
ら
そ
の
周
辺
部
へ
と
拡
大
す
る
が
、

得
た
所
領
は
伊
勢
・
近
江
国
が
も
っ
と
も
多
く
、
寺
領
の
拡
大
方
向
は
お
も
に
東
国

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

前
著
［
上
原
二
〇
一
四・二
〇
二
〇
ａ
］
で
述
べ
た
よ
う
に
、
古
代
の
寺
領
に
は
、

寺
院
隣
接
地
に
集
中
す
る
寺
辺
地
型
所
領
と
、
遠
国
に
散
在
す
る
荘
園(

＝
遠
隔
地

型
所
領)

と
が
あ
る
。
寺
辺
地
型
所
領
は
原
則
と
し
て
檀
越
氏
族
が
開
発
し
た
私
領

に
起
源
す
る
。
八
七
三
年
「
広
隆
寺
縁
起
資
財
帳
」
や
八
九
〇
年
「
広
隆
寺
資
財
交

替
実
録
帳
」
が
登
録
す
る
「
水
陸
田
」
が
典
型
で
、
両
者
を
比
較
す
る
と
、
寺
院
地

を
中
心
と
す
る
一
円
的
な
寺
領
に
改
編
す
る
動
き
が
あ
る
［
上
原
二
〇
二
〇
ａ
］。

寺
辺
地
型
所
領
も
安
定
不
変
の
寺
領
で
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
遠
隔
地
型
所
領
の
多
く
は
天
皇
家
や
有
力
貴
族
が
納
賜
し
た
も

の
で
、
寺
院
の
運
営
組
織
で
あ
る
三
綱
が
維
持
管
理
し
て
、
安
定
し
た
寺
院
運
営
資

金
を
得
る
の
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。「
大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資

財
帳
」
は
墾
田
地
・
水
田
が
所
在
す
る
国
郡
郷
名
と
範
囲
を
示
す
四
至
の
地
物
を
登

録
す
る(

四
至
記
載)

が
、
現
地
で
各
々
を
維
持
管
理
し
た
組
織
に
関
す
る
記
録
は

な
い
。
後
発
の
東
大
寺
が
得
た
寺
領
は
、
越
前
・
加
賀
・
越
中
国
な
ど
大
安
寺
領
よ

り
も
さ
ら
に
遠
隔
地
に
所
在
す
る
が
、
関
連
文
書
や
開
田
図
な
ど
が
残
り
、
開
田
経

緯
や
経
営
に
関
す
る
研
究
成
果
や
そ
れ
を
踏
ま
え
た
発
掘
調
査
成
果
も
あ
る
［
白
山

市
教
委
二
〇
一
六
］。

大
安
寺
の
遠
隔
地
型
所
領
が
伊
勢
・
近
江
国
に
集
中
す
る
意
味
は
明
確
で
は
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な
い
。
し
か
し
、
壬
申
の
乱
に
お
け
る
天
武
天
皇
や
天
武
軍
の
径
路
、
藤
原
広
嗣
の

乱
に
際
し
て
の
聖
武
天
皇
の
東
国
行
幸
が
伊
勢
・
美
濃
・
近
江
国
で
あ
る
こ
と
は
偶

然
で
は
な
い
と
思
う
。
天
武
・
聖
武
朝
の
行
軍
・
行
幸
を
契
機
に
政
治
的
影
響
力
が

強
ま
り
、
大
安
寺
領
と
し
て
納
賜
で
き
る
形
が
整
っ
た
と
考
え
る
。「
大
安
寺
伽
藍

縁
起
并
流
記
資
財
帳
」
が
登
録
す
る
別
の
有
力
な
経
営
資
金
で
あ
る
「
論
定
出
挙
本

稲
参
拾
万
束
」
の
分
担
国
、
す
な
わ
ち
毎
年
の
正
税
か
ら
出
挙
分
と
し
て
大
安
寺
に

稲
を
提
供
す
る
国
は
、
遠
江
・
駿
河
・
伊
豆
・
甲
斐
・
相
模
・
常
陸
等
国
で
、
い
ず

れ
も
大
安
寺
の
墾
田
地
や
水
田
が
分
布
す
る
国
よ
り
、
さ
ら
に
東
に
あ
る
。
三
〇
万

束
の
論
定
出
挙
も
天
武
天
皇
が
納
賜
し
た
も
の
で
、
天
武
朝
に
お
け
る
東
国
重
視
・

東
国
依
存
の
傾
向
を
反
映
す
る
。

一
方
、
日
常
的
な
経
営
資
金
で
は
な
く
営
繕
資
金
と
し
て
利
用
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
食
封
［
竹
内
一
九
三
二
］
は
、
三
〇
〇
戸
が
舒
明
朝
、
七
〇
〇
戸
が
天

武
朝
に
納
賜
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
土
佐
・
備
後
・
播
磨
・
丹
波
・
尾
張
・
伊
勢
・

遠
江
・
信
濃
・
相
模
・
武
蔵
・
下
野
・
常
陸
・
上
総
等
国
で
、
三
割
が
西
日
本
、
七

割
が
東
日
本
に
分
布
す
る
。
こ
の
配
分
が
偶
然
で
な
け
れ
ば
、
土
佐
・
備
後
・
播
磨
・

丹
波
国
の
食
封
は
舒
明
朝
、
そ
れ
以
外
は
天
武
朝
に
納
賜
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

舒
明
・
皇
極
朝
の
百
済
大
寺
・
百
済
宮
の
造
営
工
事
に
お
い
て
は
、「
西
の
民
は

宮
を
作
り
、
東
の
民
は
寺
を
作
る(

西
民
造
宮
、
東
民
作
寺)

」［『
日
本
書
紀
』
舒

明
天
皇
十
一
年
七
月
条]

。
大
寺
造
営
は
近
江
と
越
の
丁
、
宮
室
造
営
は
遠
江
以
西
、

安
芸
以
東
の
丁
が
担
当
し
た(

朕
思
欲
起
造
大
寺
。
宜
発
近
江
與
越
之
丁
。︿
中
略
﹀

然
東
限
遠
江
、西
限
安
芸
、発
造
宮
丁)

［『
同
』
皇
極
天
皇
元
年
九
月
条
］。
つ
ま
り
、

緊
急
性
が
高
い
宮
殿
造
営
に
は
、
西
日
本
の
丁
が
動
員
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

道
慈
の
功
績
Ⅱ
︱
大
般
若
会
創
始
︱

匠
手
が
感
嘆
し
た
道
慈
の
「
尤
妙
工
巧
」
の
技
は
、
廻
廊
仏
画
や
中
門
の
彫
像

に
発
揮
さ
れ
た
。
仏
画
や
彫
像
は
法
会
の
主
役
で
あ
る
。
天
平
九(

七
三
七)

年
に
、

道
慈
の
力
で
、
大
安
寺
に
お
け
る
国
家
的
法
会
と
し
て
認
可
さ
れ
た
の
が
大
般
若
会

で
あ
る
。「
大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
」
は
道
慈
の
功
績
と
明
記
し
な
い
が
、

正
史
『
続
日
本
紀
』
か
ら
認
可
の
経
緯
が
わ
か
る(

史
料
３)

。

大
般
若
会
と
は
漢
訳
仏
典
の
な
か
で
最
大
を
誇
る
大
般
若
経
一
部
六
〇
〇
巻
を

読
誦
す
る
も
の
で
、
古
代
日
本
で
は
大
宝
三(

七
〇
三)

年
三
月
辛
未
に
藤
原
京
四
大

寺(

大
安
・
薬
師
・
元
興
・
弘
福
寺)

に
お
い
て
大
般
若
経
を
読
ま
せ
、
一
〇
〇
人
に

得
度
さ
せ
た
の
が
初
見
で
あ
る
。
四
大
寺
に
お
け
る
こ
の
前
後
の
法
会
は
、
い
ず
れ
も

持
統
太
上
天
皇
の
菩
提
を
弔
う
も
の
で
、
大
般
若
経
読
誦
も
同
じ
目
的
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
神
亀
二(

七
二
五)

年
正
月
壬
寅
に
は
、
僧
六
〇
〇
人
を
宮
中
に
招

き
、
災
異
を
除
く
た
め
に
大
般
若
経
を
読
誦
さ
せ
る
。
こ
の
前
後
に
は
天
文
異
変

が
多
く
記
録
さ
れ
、
同
年
九
月
壬
寅
の
詔
で
は
三
〇
〇
〇
人
の
出
家
、
左
右
京
お

よ
び
大
和
国
部
内
諸
寺
に
お
け
る
一
七
種
の
経
典
転
読
に
よ
り
災
異
除
去
を
指
示

す
る
。
以
上
の
『
続
日
本
紀
』
に
み
る
大
般
若
会
は
、
い
ず
れ
も
臨
時
的
な
法
会

で
恒
常
的
な
年
中
行
事
で
は
な
い
。

一
方
、
大
安
寺
大
般
若
会
は
、
道
慈
が
伽
藍
に
災
事
が
な
い
よ
う
に
、
私
的
に

浄
行
僧
を
招
い
て
毎
年
、
大
般
若
経
を
転
読
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の
た
め
雷
が

鳴
っ
て
も
災
害
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
以
後
は
、
諸
国
が
貢
進
す
る
調
庸
各

三
段
を
布
施
と
し
て
僧
一
五
〇
人
を
招
き
、
大
般
若
経
を
転
読
し
、
護
寺
鎮
国
・
平

安
聖
朝
を
祈
願
し
、
そ
の
功
徳
を
永
く
恒
例
と
す
る
こ
と
を
願
い
出
て
勅
許
を
得
て

い
る
。
天
平
九(

七
三
七)

年
の
こ
と
で
あ
る(

史
料
３)

。

雷
の
災
害
と
は
、
お
も
に
塔
へ
の
落
雷
が
原
因
の
火
災
を
さ
す
。
文
武
朝
大
官

大
寺
焼
失
の
原
因
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
避
雷
針
が
未
発
達
の
時
代
は
、
寺
院
焼

亡
の
一
番
の
理
由
で
あ
っ
た
。
文
武
朝
大
官
大
寺
が
焼
亡
し
た
和
銅
四(

七
一
一)

年

［『
扶
桑
略
記
』］、
道
慈
は
入
唐
中
だ
っ
た
が
、「
改
造
大
寺
」
を
命
じ
ら
れ
た
天
平
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元(

七
二
九)

年
に
は
多
く
の
目
撃
者
か
ら
惨
状
を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
は
ず
で
、

そ
れ
が
大
般
若
会
を
創
始
す
る
理
由
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
大
安
寺
大
般
若
会
の

舞
台
装
置
や
必
要
な
資
財
は
「
大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
」
に
明
記
さ
れ
て

い
る(
史
料
５)

。

　
　
史
料
５　
大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳　
天
平
十
九
年
二
月
十
一
日

合
大
般
若
会
調
度

額
捌
条 

一
条
仏
殿
前
繍　
一
条
中
門

二
条
東
西
小
門　
四
条
東
西
廡
廊

仏
懸
緑
綱
肆
条　
　
　
　
　
　
緋
絁
帳
壱
条

紺
布
帳
陸
帳　
　
　
　
　
　
　
細
布
帳
壱
張

布
縄
壱
拾
参
条　
　
　
　
　
　
仏
懸
横
木
弐
枝

経
台
弐
足　
　
　
　
　
　
　
　
高
座
弐
具

机
陸
足　
　
　
　
　
　
　
　
　
礼
盤
坐
弐
具

火
炉
机
弐
足　
　
　
　
　
　
　
布
巾
参
条

簾
弐
枚

大
般
若
会
の
舞
台
と
な
る
の
は
仏
殿(

金
堂)

・
中
門
・
廡
廊
か
ら
な
る
金
堂
院

で
あ
る
。
以
下
、
想
像
を
ま
じ
え
て
描
写
す
る
と
、
仏
殿
前
面
と
中
門
、
回
廊
の
東

西
に
開
く
小
門
、
お
よ
び
廡
廊
の
四
隅
に
寺
額
を
掲
げ
、
法
会
の
場
を
結
界
す
る
。

寺
額
は
布
製
だ
。
本
尊
釈
迦
如
来
の
前
に
置
い
た
机
六
足
に
花
を
供
え
、
火
炉
で
香

を
焚
く
。
導
師
は
東
西
に
わ
か
れ
て
高
座
や
礼
盤
に
座
し
て
法
会
を
主
導
し
、
僧
た

ち
は
大
般
若
経
六
〇
〇
巻
を
経
台
で
次
々
と
転
が
し
て
転
読
す
る
。
本
尊
の
前
に
横

木
二
枝
を
セ
ッ
ト
し
、
横
木
に
結
ん
だ
緑
綱
四
本
を
皇
族
・
貴
族
を
は
じ
め
と
す
る

法
会
参
加
者
が
握
っ
て
功
徳
に
あ
ず
か
る
。
法
会
参
加
者
が
廡
廊
内
で
囲
ま
れ
た
広

場
に
参
集
す
る
庭
儀
の
典
型
で
あ
る
。
緋
絁
帳
や
紺
布
帳
・
細
布
帳
・
布
縄
・
簾
は
、

広
場
や
控
え
空
間
と
な
る
廡
廊
を
、
機
能
や
法
会
の
段
取
り
に
し
た
が
っ
て
区
画
す
る

カ
ー
テ
ン
の
役
割
を
果
た
し
た
の
だ
ろ
う
［
上
原
二
〇
一
四
］。

「
大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
」
で
は
、
動
産
財
は
金
銀
銅
鉄
な
ど
の
地
金

や
製
品
、交
換
財
、金
属
容
器
を
は
じ
め
と
す
る
供
養
具
・
食
器
・
調
理
具
・
計
量
器
、

無
機
顔
料
・
有
機
染
料
や
薬
品
・
香
料
、
灌
頂
幡
な
ど
の
布
帛
製
・
金
属
製
の
荘
厳

具
、
敷
物
・
坐
具
・
袈
裟
等
の
織
物
、
厨
子
・
韓
櫃
・
皮
筥
・
草
筥
等
の
容
器
、
屏

風
・
机
等
の
調
度
品
、
如
意
・
脇
息
・
経
台
・
袋
や
覆
い
等
の
僧
の
持
物
や
布
帛
製
品
、

鎧
・
大
刀
を
は
じ
め
と
す
る
武
器
・
武
具
、
玉
類
な
ど
、
材
質
や
用
途
に
よ
っ
て
分

類
・
登
録
す
る
。
そ
の
な
か
で
「
大
般
若
会
調
度
」
の
よ
う
な
特
定
の
法
会
で
使
用

す
る
動
産
財
を
一
括
登
録
す
る
の
は
異
例
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
材
質
や
用
途
別
に

列
記
し
た
動
産
財
が
、
納
賜
や
購
入
・
自
給
な
ど
通
有
の
手
段
や
資
金
で
入
手
し
た

の
に
対
し
、「
大
般
若
会
調
度
」
は
諸
国
が
貢
進
し
た
調
庸
布
と
い
う
国
税
に
よ
る

国
家
的
な
法
会
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
、
特
別
枠
の
資
財
と
し
て
登
録
さ
せ
た
の
だ

ろ
う
。
そ
う
し
た
国
庫
補
助
事
業
を
実
現
し
た
の
は
、道
慈
の
政
治
手
腕
で
あ
っ
た
。

大
安
寺
大
般
若
会
は
金
堂
本
尊
で
あ
る
丈
六
即
像
、
す
な
わ
ち
天
智
天
皇
が
造
立

し
た
脱
乾
漆
釈
迦
如
来
坐
像
を
中
心
に
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
丈
六
即
像
は
、
大
安
寺

の
前
身
と
な
る
百
済
大
寺
に
さ
か
の
ぼ
る
信
仰
対
象
で
、
道
慈
は
そ
の
伝
統
を
踏
ま

え
つ
つ
、
大
般
若
会
の
本
尊
に
ふ
さ
わ
し
い
形
に
再
編
し
た
の
で
あ
る
。
次
項
に
お

い
て
、
大
安
寺
の
釈
迦
信
仰
の
変
遷
と
、
そ
れ
に
加
え
た
道
慈
の
再
編
意
図
を
探
る
。

道
慈
の
功
績
Ⅲ
︱
釈
迦
信
仰
刷
新
︱

　

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
史
料
４
に
登
録
さ
れ
た
仏
像
の
な
か
で
、
も
っ
と
も

古
い
の
は
、
皇
極
天
皇
が
難
波
宮
に
い
た
庚
戌(

六
五
〇)

年
冬
十
月
か
ら
作
り
始

め
、
翌
年
の
辛
亥
年
春
に
造
り
終
え
た
霊
鷲
山
繍
仏
図
で
あ
る
。
釈
迦
如
来
を
中
心

に
、
周
囲
に
脇
侍
菩
薩
八
部
等
卅
六
像
を
配
し
た
も
の
で
、
も
と
も
と
百
済
大
寺

本
尊
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
百
済
大
寺
を
発
願
し
た
夫
・
舒
明
天
皇
の
意
を
汲
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ん
だ
も
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
天
智
天
皇
が
丈
六
即
像(

脱
乾
漆
釈
迦
如
来
像)

安

置
後
は
、
来
迎
壁
の
よ
う
な
位
置
で
秘
仏
扱
い
を
受
け
た
と
推
測
で
き
る
［
上
原

二
〇
二
一]

。
金
堂
本
尊
の
丈
六
即
像
と
背
後
の
霊
鷲
山
繍
仏
は
、
高
市
大
寺(

天

武
朝
大
官
大
寺)

に
も
移
転
・
安
置
・
踏
襲
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
道
慈
が
改
造
し
た
大
安
寺
に
お
い
て
は
、
本
尊
の
周
囲
に
「
即
四
天
王

像
四
躯｣

｢

即
宍
色
菩
薩
二
躯｣

｢

即
羅
漢
像
十
躯｣

｢

即
八
部
像
一
具
」
が
安
置
さ
れ
、

皇
極
天
皇
の
「
霊
鷲
山
繍
仏
図
」
が
丈
六
即
像
を
中
心
と
し
た
脱
乾
漆
仏
群
に
よ
っ

て
立
体
的
に
表
現
さ
れ
て
い
た
［
足
立
一
九
三
七
］。
四
天
王
像
以
外
の
脇
侍
菩
薩

二
体
、
羅
漢
一
〇
体
、
八
部
衆
八
体
は
天
平
十
四
年
に
寺
が
造
っ
た
と
「
大
安
寺
伽

藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
」
は
明
記
し
て
お
り
、
霊
鷲
山
浄
土
を
最
終
的
に
立
体
群
像

化
し
た
の
は
道
慈
だ
っ
た
。
大
般
若
会
が
国
家
的
法
会
に
な
っ
た
五
年
後
の
こ
と
で

あ
る
。
一
方
、
廡
廊
の
羅
漢
図
や
中
門
の
梵
天
・
帝
釈
天
・
イ
ン
ド
国
王
像
や
そ
れ
を

守
る
金
剛
力
士
像
は
、
大
般
若
会
が
国
家
的
法
会
と
な
る
前
年
に
、
聖
武
天
皇
が

造
坐
し
た
。
つ
ま
り
、
大
安
寺
金
堂
院
の
仏
画
や
仏
像
群
は
、
ほ
ぼ
大
安
寺
大
般
若

会
が
国
家
的
法
会
と
な
っ
た
同
じ
頃
に
整
備
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

大
般
若
会
開
催
日
は
四
月
六・七
日
で
、
翌
日
の
釈
迦
の
誕
生
日(
灌
仏
会)

に
は

「
金
埿
灌
仏
像
一
具
」
も
セ
ッ
ト
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。
た
だ
し
、
大
安
寺
の
金
埿
灌

仏
像
が
作
ら
れ
た
時
は
わ
か
ら
な
い
。
灌
仏
会
は
飛
鳥
寺
本
尊
が
完
成
し
た
推
古
天
皇

十
四(

六
〇
六)

年
に
、寺
院
に
お
け
る
年
中
行
事
と
位
置
づ
け
ら
れ［『
日
本
書
紀
』］、

誕
生
仏
も
古
く
か
ら
多
く
の
寺
に
あ
っ
た
［
上
原
二
〇
一
四・二
〇
二
〇
ａ
］。
大
安
寺

に
お
い
て
も
、
古
く
か
ら
お
こ
な
っ
て
い
た
灌
仏
会
を
、
大
般
若
会
が
国
家
的
法
会
と

な
っ
た
こ
と
を
契
機
に
、
構
成
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て
取
り
込
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
誕
生
仏
も
金
堂
本
尊
で
あ
る
天
智
天
皇
が
造
立
し
た
丈
六
即
像
も
大
安

寺
の
伝
統
的
な
信
仰
対
象
で
、
道
慈
が
新
た
に
加
え
た
釈
迦
の
眷
属
を
示
す
即
像

群
も
、
そ
の
伝
統
を
踏
ま
え
た
「
改
造
」
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
前
律
師
道
慈
法
師
と
寺
主
僧
教
義
等
が
舒
明
以
下
、
聖
武
に
至
る
ま
で

の
十
代
天
皇
の
た
め
に
作
成
し
た
「
大
般
若
四
処
十
六
会
図
像
」
は
、
釈
迦
が
王
舎

城
の
鷲
峯
山(

霊
鷲
山)

、
舎
衛
国
の
給
孤
独
園(

祇
園
精
舎)

、
他
化
自
在
天
宮
、

竹
林
精
舎
の
白
鷺
池
の
四
箇
所
で
、
一
六
回
に
分
け
て
大
般
若
経
六
〇
〇
巻
を
説
い

た
こ
と
を
示
す
繍
仏
図
で
、
大
般
若
会
と
本
尊
釈
迦
如
来
と
の
関
係
を
説
明
す
る
新

た
な
視
点
を
提
供
し
た
。｢

大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
」
は
「
大
般
若
四
処

十
六
会
図
像
」
が
、
天
平
十
四(

七
四
二)

年
に
奉
造
さ
れ
た
と
明
記
す
る
。
つ
ま

り
、
天
平
八
年
の
廻
廊
壁
画
と
「
金
剛
力
士
形
八
躯｣

｢

梵
王
帝
釈
波
斯
匿
王
毘
婆

沙
羅
王
像
」
か
ら
な
る
中
門
群
像
製
作
に
続
く
、
霊
鷲
山
浄
土
を
立
体
化
し
た
金
堂

即
像
群
と
同
時
期
の
所
産
で
あ
る
。｢

大
般
若
四
処
十
六
会
図
像
」
の
類
例
や
系
譜

は
不
明
だ
が
、
入
唐
し
た
道
慈
が
中
国
で
学
ん
だ
図
像
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
大
安
寺

大
般
若
会
を
国
家
的
法
会
に
位
置
づ
け
る
意
味
を
説
く
も
の
な
ら
、
衆
目
を
集
め
た

に
違
い
な
い
。

　
た
だ
し
、｢

大
般
若
四
処
十
六
会
図
像
」
は
、
廻
廊
壁
画
や
中
門
群
像
の
よ
う
に

常
時
人
目
に
つ
く
存
在
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
法
師
尤
妙
工
巧
」
と
い
う
評

価
の
直
接
の
対
象
と
な
っ
た
か
疑
問
で
あ
る
。
し
か
し
、
釈
迦
が
大
般
若
経
を
説
い

た
四
処
に
は
、
王
舎
城
の
鷲
峯
山(

霊
鷲
山)

、
舎
衛
国
の
給
孤
独
園(

祇
園
精
舎)

が
含
ま
れ
る
。
王
舎
城
も
舎
衛
国
も
、
中
門
に
安
置
さ
れ
た
イ
ン
ド
国
王
像
に
対
応

す
る
。
つ
ま
り
、
道
慈
は
皇
極
天
皇
が
考
え
た
霊
鷲
山
浄
土
を
即
仏
像
群
で
立
体
的

に
表
現
し
た
だ
け
で
な
く
、
大
安
寺
金
堂
院
自
体
を
大
般
若
会
施
行
の
場
と
し
て
再

編
し
た
と
理
解
で
き
る
。
道
慈
が
「
尤
妙
工
巧
」
と
賞
賛
さ
れ
た
理
由
の
一
端
は
こ

こ
に
あ
る
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

道
慈
の
功
績
Ⅳ
︱
華
厳
導
入
︱

天
平
十
四
年
に
道
慈
と
教
義
等
が
作
成
し
た
繍
仏
図
は
「
大
般
若
四
処
十
六
会



32

図
像
」
だ
け
で
は
な
い
。
同
じ
大
き
さ
の
繍
仏
「
華
厳
七
処
九
会
図
像
」
を
セ
ッ
ト

で
作
成
し
て
い
る
。こ
れ
は
新
訳『
華
厳
経
』に
も
と
づ
く
図
像
で
、菩
提
道
場
会(

第

一
会)
、
普
光
法
堂
会(

第
二・
七・
八
会)

、
忉
利
天
宮
会(

第
三
会)

、
夜
摩
天
宮

会(

第
四
会)
、
兜
率
天
宮
会(

第
五
会)

、
他
化
自
在
天
宮
会(

第
六
会)

、
逝
多

園
林
会(

第
九
会)
の
七
処
九
会
に
お
け
る
如
来
説
法
場
面
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

古
く
敦
煌
莫
高
窟
壁
画
例
が
知
ら
れ
て
い
た
が
［
林
一
九
三
八
］、
ペ
リ
オ
将
来
の

ギ
メ
美
術
館
所
蔵
の
絹
本
著
色
図
像(

十
世
紀
初
頭
、
縦
二
八
六
cm
×
横
一
八
九
cm)

が
新
た
に
検
討
・
報
告
さ
れ
た
［
秋
山
ほ
か
一
九
九
四
、
奈
良
国
立
博
物
館
二
〇
〇
二
年

開
催
「
大
仏
開
眼
一
二
五
〇
年　
東
大
寺
の
す
べ
て
」
展
出
品
］。
複
数
の
説
法
場
面

を
描
い
た
意
匠
は
「
大
般
若
四
処
十
六
会
図
像
」
に
似
て
い
る
が
、
道
慈
は
皇
極

天
皇
以
来
の
釈
迦
浄
土(

霊
鷲
山
浄
土)
信
仰
を
乗
り
越
え
る
も
の
と
し
て
、
こ
の

繍
仏
図
を
作
成
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

華
厳
宗
と
い
え
ば
東
大
寺
を
想
起
す
る
が
、
唐
で
学
び
、
天
平
十
二
年
に
良
弁
の

要
請
に
よ
り
日
本
で
初
め
て
華
厳
経(

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』)
を
講
じ
て｢

本
朝
華

厳
宗
第
一
祖
」
と
評
さ
れ
た
審
祥
は
、
大
安
寺
の
居
住
僧
で
あ
る
。
ま
た
、「
大
安
寺

伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
」
に
お
け
る
銭
の
使
途
に
、
涅
槃
分
銭
・
盂
蘭
盆
分
銭
・

木
叉
分
銭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
費
の
一
つ
と
し
て
「
華
厳
分
銭
十
八
貫
文
」
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。
東
大
寺
大
仏
開
眼
に
先
立
っ
て
大
安
寺
で
華
厳
会
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
は
確

実
で
、「
華
厳
七
処
九
会
図
像
」
は
そ
の
本
尊
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
図
像
を
道
慈
と

教
義
等
が
作
成
し
た
と
す
る
資
財
帳
の
記
述
を
認
め
る
な
ら
、
道
慈
は
自
ら
華
厳
経
を

説
く
こ
と
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
華
厳
宗
に
造
詣
が
深
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

道
慈
の
没
後
、
大
安
寺
は
華
厳
宗
の
中
心
本
尊
と
な
る
盧
舎
那
仏
造
立
に
乗
り

出
す
。
す
な
わ
ち
、天
平
感
宝
元(

七
四
九)

年
の
「
大
安
寺
造
仏
所
解
」(

史
料
６)

は
、
東
大
寺
大
仏
開
眼
に
先
立
っ
て
大
安
寺
造
仏
所
が
盧
舎
那
仏
の
造
立
を
進
め
て

い
た
こ
と
を
示
す
。

史
料
６　
大
安
寺
造
仏
所
解(

『
大
日
本
古
文
書
』
三
︱
三
三
七
～
三
三
八)

大
安
寺
造
仏
所
解　
申
請
丹
事　
　

　
白
青
七
両

　
　
　
右
既
未
給

　
緑
青
一
斤
十
四
両　
　
　
　

 

不 　
右
依
荒
不
用

　
白
緑
八
両

　
　
　
右
依
色
悪
不
用

以
前
奉
造　
盧
舎
那
仏
料　
今
応
請
丹　
買
如
前
、
謹
解

   

天
平
感
宝
元
年
潤
五
月
十
一
日　
中
務
省
録
従
七
位
下
中
臣
丸
連
諸
麻
呂

玄
蕃
頭
従
五
位
上
市
原
王

外
従
五
位
下
行
図
書
助
守
部
連
牛
養  　
　
　
　

(

『
続
集
』
二
十
九)

　
史
料
６
に
よ
れ
ば
、
盧
舎
那
仏
奉
造
に
用
い
る
白
青
・
緑
青
・
白
緑
な
ど
の
顔
料

に
未
給
、
粒
子
が
粗
い
、
色
が
悪
い
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
が
、
改
め
て
丹
の

購
入
を
申
請
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
造
大
安
寺
司
や
造
仏
所
の
関
係
者
で
は
な
く
、

中
務
省
・
玄
蕃
寮
・
図
書
寮
の
官
人
が
申
請
主
体
と
し
て
署
名
す
る
に
至
っ
た
経
緯

が
よ
く
理
解
で
き
な
い
。
こ
の
盧
舎
那
仏
を
大
安
寺
の
ど
こ
に
安
置
す
る
つ
も
り

だ
っ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
天
平
十
四
年
に
道
慈
と
教
義
等
が
奉
造
し
た
「
華
厳

七
処
九
会
図
像
」
の
延
長
に
あ
る
造
仏
事
業
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
大
安
寺
も
釈
迦
信
仰
を
乗
り
越
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る
華
厳
信
仰
へ
と
突
き

進
も
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
東
大
寺
を
中
核
と
し
た
華
厳
世
界
の
構
築

は
既
定
事
項
だ
っ
た
。
入
唐
僧
道
慈
に
は
、
釈
迦
信
仰
の
先
に
あ
る
華
厳
信
仰
を

見
通
す
先
見
の
明
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
安
寺
が
そ
の
中
心
寺
院
と
し
て
機
能
す

る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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ま
と
め
︱
道
慈
は
何
を
め
ざ
し
た
の
か

　
以
上
、
大
安
寺
に
対
す
る
道
慈
の
貢
献
を
、
寺
領
獲
得
・
大
般
若
会
創
始
・
釈
迦

信
仰
刷
新
・
華
厳
導
入
の
四
項
目
に
わ
け
て
解
説
し
た
。
こ
の
な
か
で
前
節
で
述
べ

た
他
寺
に
な
い
道
慈
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
造
形
、
す
な
わ
ち
廻
廊
の
羅
漢
画
像
と
中
門
の

イ
ン
ド
国
王
像
は
、
大
般
若
会
創
始
と
釈
迦
信
仰
刷
新
に
深
く
関
わ
り
、
天
平
年
間

に
大
き
な
画
期
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
大
安
寺
に
お
け
る
釈
迦
信
仰
の
根
源
は
、
百
済
大
寺
を
発
願
し
た
舒
明
天
皇
の
意

を
受
け
て
皇
極
天
皇
が
作
成
し
た
繍
仏
図
で
、
釈
迦
如
来
を
中
心
に
脇
侍
・
八
部
等

の
三
六
体
が
霊
鷲
山
浄
土
を
表
現
し
て
い
た
。
天
智
天
皇
が
造
立
し
た
丈
六
即
像

は
、
霊
鷲
山
繍
仏
図
の
中
尊
を
立
体
化
し
た
も
の
で
、
巨
大
厨
子
に
納
め
た
繍
仏
図

の
前
立
と
し
て
安
置
さ
れ
た
。
し
か
し
、
須
弥
壇
上
で
は
四
天
王
即
像
が
四
方
を
守

護
す
る
形
に
と
ど
ま
り
、
高
市
大
寺(

天
武
朝
大
官
大
寺)

で
も
構
成
に
変
化
は
な

か
っ
た
。
文
武
朝
大
官
大
寺
は
、
天
武
朝
大
官
大
寺
を
残
し
た
ま
ま
、
新
た
な
中
心

寺
院
と
し
て
着
工
し
た
が
、
大
火
災
で
挫
折
す
る
。
文
武
朝
大
官
大
寺
の
本
尊
は
、

天
智
天
皇
の
丈
六
即
像
を
手
本
に
し
た
と
伝
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
仏
像
世
界
を
め

ざ
し
た
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。

　
平
城
遷
都
直
後
の
大
安
寺
は
天
武
朝
大
官
大
寺
の
金
堂
本
尊
、
す
な
わ
ち
皇
極
天

皇
作
成
の
霊
鷲
山
繍
仏
図
と
天
智
天
皇
造
立
の
丈
六
即
像
を
踏
襲
す
る
が
、
天
平
元

年
以
降
、「
改
造
大
寺
」
の
勅
を
受
け
た
道
慈
は
、
大
安
寺
大
般
若
会
が
国
税
を
使
っ

た
国
家
的
法
会
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
三
つ
の
具
体
的
な
改
造

に
乗
り
出
す
。

　
第
一
は
大
般
若
会
の
意
義
を
わ
か
り
や
す
く
彫
像
・
図
像
で
示
す
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
廻
廊
に
羅
漢
画
像
九
四
躯
を
描
き
、
中
門
に
金
剛
力
士
形
八
躯
・
梵
王

帝
釈
波
斯
匿
王
毘
婆
沙
羅
王
像
か
ら
な
る
中
門
群
像
を
配
し
、「
大
般
若
四
処
十
六

会
図
像
」
が
示
す
世
界
を
具
体
的
に
表
現
し
た
。
こ
の
図
像
や
中
門
の
イ
ン
ド
国
王

像
は
、
我
国
で
は
空
前
絶
後
で
、
道
慈
が
「
尤
妙
工
巧
」
と
賞
賛
さ
れ
た
理
由
の
一

つ
と
な
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、「
大
般
若
四
処
十
六
会
図
像
」
自
体
は
人
目
に
ふ
れ

る
機
会
は
少
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
直
接
の
賞
賛
対
象
に
は
な
り
に
く
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
は
皇
極
天
皇
の
意
を
汲
み
霊
鷲
山
繍
仏
図
を
群
像
で
立
体
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
天
智
天
皇
に
よ
る
丈
六
即
像
一
具
、
即
四
天
王
像
四
躯
に
加
え
て
、
即
宍
色

菩
薩
二
躯
、
即
羅
漢
像
一
〇
躯
、
即
八
部
像
一
具
を
造
像
し
、
脱
乾
漆
像
群
で
霊
鷲
山
浄

土
を
再
現
し
た
の
だ
。
そ
れ
は
興
福
寺
西
金
堂
な
ど
に
も
類
例
が
あ
り
、
必
ず
し
も
道
慈

の
創
案
と
は
言
え
な
い
が
、
皇
極
天
皇
の
意
を
継
承
し
た
点
で
、
か
な
り
の
イ
ン
パ
ク
ト

が
あ
っ
た
は
ず
だ
。

　
第
三
は
「
大
般
若
四
処
十
六
会
図
像
」
と
セ
ッ
ト
に
な
る
繍
仏
「
華
厳
七
処
九
会

図
像
」
の
作
成
で
あ
る
。
意
匠
も
共
通
す
る
の
で
、
大
般
若
会
の
隆
盛
に
便
乗
し

た
よ
う
に
見
え
る
が
、
釈
迦
信
仰
を
乗
り
越
え
た
華
厳
信
仰
の
先
駆
け
で
あ
る
。

東
大
寺
に
先
立
つ
華
厳
会
の
実
施
や
盧
舎
那
仏
造
像
な
ど
、
大
安
寺
も
華
厳
の

中
核
寺
院
に
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
が
、
圧
倒
的
な
国
家
援
助
を
受
け
た
東
大
寺

と
互
角
に
勝
負
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

 

エ
ピ
ロ
ー
グ
︱
晩
年
︱

『
懐
風
藻
』
の
な
か
の
道
慈

　
道
慈
卒
伝(

史
料
1)

も
道
慈
に
よ
る
大
安
寺
改
造
伝
承(

史
料
2)

も
、
彼
の

晩
年
に
つ
い
て
何
も
語
ら
な
い
。
し
か
し
、
史
料
4
の
Ｂ
部
分
か
ら
わ
か
る
よ
う
に

「
大
般
若
四
処
十
六
会
図
像｣

｢

華
厳
七
処
九
会
図
像
」
や
金
堂
本
尊
の
ま
わ
り
を
囲

む
即
像
群
、
南
大
門
の
四
天
王
像
が
完
成
し
た
天
平
十
四
年
に
は
、
道
慈
は
す
で
に

律
師
を
辞
し
て
い
た
。
卒
伝
を
根
拠
に
在
任
の
ま
ま
死
去
し
た
と
す
る
説
も
あ
る
が
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[

本
郷
一
九
八
五
］、
天
平
九
～
十
年
の
間
に
辞
任
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う

［
中
井
一
九
七
八
、
松
本
二
〇
一
二
］。
史
料
1
・
史
料
2
に
は
見
え
な
い
道
慈
の

動
向
は
『
懐
風
藻
』
に
収
録
さ
れ
た
二
首
の
漢
詩
と
そ
の
詞
書
か
ら
窺
い
知
る
こ
と

が
で
き
る(
史
料
７)

。

　
　
史
料
７
『
懐
風
藻
』

103
・

104
首
と
そ
の
詞
書(

岩
波
古
典
文
学
大
系
本)

　
　
　
　
釈
道
慈　
二
首

釈
道
慈
者
、
俗
姓
額
田
氏
、
添
下
人
。
少
而
出
家
。
聡
敏
好
学
、
英
材
明
悟
、

為
衆
所
推
、
大
宝
元
年
、
遣
学
唐
国
。
歴
訪
明
哲
、
留
連
講
肆
。
妙
通
三
蔵

之
玄
宗
、
広
談
五
明
之
微
旨
。
時
唐
簡
于
国
中
、
義
学
高
僧
一
百
人
、 

請
入
宮

中
、
令
講
仁
王
般
若
。
法
師
学
業
穎
秀
、
預
入
選
中
。
唐
王
憐
其
遠
学
、
特
加

優
賞
。
遊
学
西
土
、
十
有
六
歳
。
養
老
二
年
、
帰
来
本
国
。
帝
嘉
之
、
拝
僧
綱

律
師
。
性
甚
骨
鯁
、
為
時
不
容
。
解
任
帰
、
遊
山
野
。
時
出
京
師
、
造
大
安
寺
。

年
七
十
余
。

　
　
五
言 

在
唐
奉
本
国
皇
太
子　
一
首

　
三
宝
持
聖
徳　
百
霊
扶
仙
寿　
寿
共
日
月
長　
徳
與
天
地
久

　
　
五
言 

初
春
在
竹
渓
山
寺
於
長
屋
王
宅
宴
追
致
辞 

一
首 

并
序
　
　

沙
門
道
慈
啓
。
以
今
月
二
十
四
日
、
濫
蒙
抽
引
、
追
預
嘉
会
。
奉
旨
驚
惶
、

不
知
攸
惜
。
但
道
慈
少
年
落
飾
、
常
住
釈
門
。
至
於
属
詞
吐
談
、
元
来
未
達
。   

況
乎
道
機
俗
情
全
有
異
、
香
盞
酒
盃
又
不
同
。
此
庸
才
赴
彼
高
会
、
理
乖
於
事
、

事
迫
於
心
。
若
夫
魚
麻
易
所
、
方
円
改
質
、
恐
失
養
性
之
宜
、
乖
任
物
之
用
。

撫
躬
之
驚
惕
、
不
遑
啓
所
。
謹
裁
以
韻
、
以
辞
高
席
。
謹
至
以
左
。
羞
穢
耳
目
。

　
緇
素
杳
然
別　
金
漆
諒
難
同　
納
衣
蔽
寒
体　
綴
鉢
足
飢
嚨　
　

　
結
蘿
為
垂
幕  

枕
石
臥
巌
中　
抽
身
離
俗
累　
滌
心
守
真
空

　
策
杖
登
峻
嶺　
披
襟
稟
和
風　
桃
花
雪
冷
冷　
竹
渓
山
冲
冲

　
驚
春
柳
雖
変　
餘
寒
在
単
躬　
僧
既
方
外
士　
何
煩
入
宴
宮

(

意
訳)

道
慈
法
師
が
詠
ん
だ
漢
詩
二
首

　
道
慈
法
師
は
額
田
氏
の
出
身
で
添
下
郡
の
人
。
若
く
し
て
出
家
し
た
。
一
を
聴
い

て
十
を
知
る
勉
強
好
き
、
才
能
に
恵
ま
れ
理
解
力
が
あ
っ
た
の
で
、
皆
に
推
薦
さ
れ

て
、
大
宝
二
年
に
唐
に
留
学
し
た
。
留
学
先
の
唐
で
は
、
明
哲
な
人
を
あ
ち
こ
ち
訪

ね
歩
き
、
そ
の
講
義
の
席
に
連
な
っ
た
。
経(

定
学)

、
律(

戒
学)

、
論(

慧
学)

か
ら
な
る
三
蔵
の
教
え
を
マ
ス
タ
ー
し
、
声
明(

文
法
・
文
学
・
音
楽)

、
工
巧
明

(

技
術・天
文
学)

、
医
方
明(

医
学)

、
因
明(

論
理
学)

、
内
明(

哲
学・教
義
学)

の
五
科
目
に
関
わ
る
微
妙
な
話
に
つ
い
て
広
く
議
論
で
き
た
。
そ
の
頃
、
唐
で
は
教

義
を
学
ぶ
高
僧
百
人
を
選
ん
で
宮
中
に
招
き
、
仁
王
般
若
経
を
講
義
さ
せ
た
。
道
慈

法
師
も
学
業
優
秀
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
選
に
加
わ
っ
た
。
唐
王
は
遠
い
国
か
ら
学
び

に
来
た
こ
と
を
憐
れ
み
、
特
別
優
秀
賞
を
与
え
た
。
一
六
年
間
、
唐
で
学
び
、
養
老

二
年
に
帰
国
。
聖
武
天
皇
は
こ
れ
を
褒
め
、
僧
綱
律
師
と
し
て
遇
し
た
。
性
格
は
剛

直
で
、
時
勢
に
容
れ
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
律
師
職
を
退
い
て
山
野
に
遊
び
、

時
に
は
平
城
京
に
出
か
け
て
大
安
寺
の
充
実
に
寄
与
し
た
。

　
　
道
慈
法
師
が
在
唐
中
に
、
本
国
皇
太
子
の
た
め
に
詠
ん
だ
五
言
詩
一
首

　
三
宝
は
貴
方
の
す
ぐ
れ
た
徳
を
守
り
、
数
多
の
神
霊
は
そ
の
長
寿
を
助
け
る
。

　
貴
方
の
寿
命
は
日
月
と
共
に
長
く
続
き
、
そ
の
人
徳
は
天
地
と
共
に
久
し
い
。

　
　
初
春
に
竹
渓
山
寺
に
居
て
長
屋
王
邸
で
の
宴
会
を
辞
退
し
、
追
っ
て
送
付
し
た

　
　
こ
と
わ
り
の
五
言
詩
と
そ
の
序
文

　
沙
門
道
慈
が
申
し
上
げ
ま
す
。
恐
れ
多
く
も
御
配
慮
を
賜
り
、
今
月
二
十
四
日
に

催
さ
れ
る
め
で
た
い
席
に
お
招
き
い
た
だ
き
ま
し
た
。
思
し
召
し
を
受
け
て
驚
き
恐

れ
、
身
の
置
き
所
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
私
道
慈
は
少
年
の
時
に
出
家
し
、
ず
っ
と
仏

門
に
お
り
ま
す
。
詩
文
を
綴
り
談
論
す
る
こ
と
に
は
未
熟
で
す
。
ま
し
て
や
、
仏
道

の
機
微
と
世
俗
の
情
と
は
全
く
異
な
る
点
が
あ
り
、
寺
で
使
う
香
盞
と
世
俗
の
酒
盃
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を
同
じ
く
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
私
の
ご
と
き
凡
才
が
御
高
名
な
長
屋
王
さ
ま

が
主
催
す
る
宴
会
に
参
加
す
る
の
は
、
道
理
が
事
に
反
し
、
事
が
心
に
迫
る
も
の
で

す
。
も
し
魚(

世
俗)

と
麻(

仏
門)

と
が
居
場
所
を
変
え
、
方
と
円
と
が
質
を
変

え
た
な
ら
、
自
分
の
本
性
を
う
ま
く
養
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
僧
と
し
て
の
任

を
果
た
せ
な
く
な
り
ま
す
。
我
身
を
か
え
り
み
て
驚
き
恐
れ
、
家
で
安
ら
ぐ
い
と
ま

も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
謹
ん
で
詩
文
に
さ
し
あ
げ
、
御
招
待
い
た
だ
い
た
高
席
を
御
辞

退
い
た
す
次
第
で
す
。
左
記
の
詩
文
で
お
耳
や
お
目
を
汚
す
こ
と
を
恥
ず
か
し
く
思

い
ま
す
。

緇(

僧)

と
素(

俗
人)

は
全
く
違
う
。
そ
れ
は
金
と
漆
が
同
じ
で
な
い
と
一
緒
。

僧
衣
で
凍
え
た
体
を
覆
い
、
つ
ぎ
は
ぎ
だ
ら
け
の
鉢
で
も
飢
え
た
の
ど
を
潤
す

の
に
十
分
だ
。
ツ
タ
カ
ヅ
ラ
を
編
ん
で
垂
幕
に
し
、
石
を
枕
に
岩
に
伏
す
。
俗

世
間
を
離
れ
、
心
を
洗
い
浄
め
、
空
を
保
つ
。
杖
を
突
い
て
険
し
い
峰
々
に
登

り
、
襟
を
開
い
て
穏
や
か
な
風
に
身
を
任
せ
る
。
桃
の
花
に
舞
う
雪
は
冷
冷
と

し
、
竹
渓
山(

都
祁
の
山)

は
人
気
も
な
い
。
春
の
気
配
を
感
じ
、
柳
は
い
ち
早

く
芽
吹
い
た
が
、余
寒
は
我
身
に
厳
し
い
。
僧
の
私
は
、既
に
俗
世
と
は
無
縁
だ
。

ど
う
し
て
華
や
か
な
宴
席
に
出
席
で
き
ま
し
ょ
う
。

　
史
料
７
の
冒
頭
の
道
慈
略
歴
に
関
し
て
は
、
唐
で
の
学
習
態
度
や
彼
の
性
格
、
律

師
解
任
後
の
行
動
が『
懐
風
藻
』独
自
の
記
事
で
あ
る
。
唐
留
学
前
か
ら
皇
太
子(
聖

武
天
皇)

と
懇
意
だ
っ
た
と
は
思
え
な
い
の
で
、
漢
詩
の
第
一
首
が
皇
太
子
と
し
て

の
一
般
的
な
心
構
え
を
詠
っ
た
も
の
な
ら
、
留
学
時(

三
〇
歳
前
後)

か
ら
政
治
志

向
が
強
か
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
漢
詩
第
二
首
は
、
神
亀
六(

七
二
九)

年

の
長
屋
王
の
変
以
前
に
詠
ん
だ
は
ず
だ
か
ら
、
律
師
就
任
以
前
、
大
安
寺
に
関
わ
る

以
前
の
作
で
あ
る
。『
懐
風
藻
』
に
は
養
老
三(

七
一
九)

年
に
新
羅
客
を
招
い
て

催
し
た
長
屋
王
作
宝
楼(

佐
保
宅)

で
詠
ん
だ
漢
詩
が
い
く
つ
か
収
録
さ
れ
て
い
る
。

道
慈
が
帰
国
し
た
翌
年
な
の
で
、
海
外
事
情
に
詳
し
い
道
慈
が
招
待
さ
れ
た
可
能
性

も
あ
る
が
、
宴
会
で
詠
ま
れ
た
漢
詩
は
秋
の
風
物
詩
で
、
道
慈
が
詠
ん
だ
初
春
の
情

景
と
は
異
な
る
。
神
亀
二
～
六
年
に
お
こ
な
っ
た
初
春
の
詩
宴
へ
の
招
待
と
み
る

［
井
上
一
九
四
六
］
の
が
妥
当
だ
。
儒
者
に
対
抗
的
だ
っ
た
道
慈
が
そ
の
招
待
を
断
っ

た
と
井
上
は
理
解
す
る
が
、
招
い
た
側
か
ら
す
れ
ば
、
む
か
つ
く
回
答
だ
。「
性

甚
骨
鯁
、
為
時
不
容
」
と
い
う
評
価
が
生
ま
れ
た
由
縁
だ
ろ
う
。

大
安
寺
禅
院
で
の
生
活

　
『
懐
風
藻
』
第
二
首
を
詠
ん
だ
時
、平
城
京
に
お
け
る
道
慈
の
拠
点
が
大
安
寺
だ
っ

た
と
は
限
ら
な
い
が
、
帰
国
し
て
間
も
な
い
頃
は
、
元
興
寺
の
護
命(

七
五
〇
～

八
三
四
年)

等
と
同
様
、月
の
半
ば
を
平
城
京
寺
院
で
、半
ば
を
山
寺(

竹
渓
山
寺)

で
山
林
修
行
に
励
む
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
［
森
下
二
〇
一
六
］。「
大
安
寺
伽
藍
縁
起
并

流
記
資
財
帳
」
は
大
安
寺
寺
院
地
内
の
施
設
と
し
て
禅
院
を
登
録
す
る
。
中
心
伽
藍

を
構
成
す
る
講
堂
・
僧
房
を
拠
点
と
し
て
修
学
に
努
め
る
学
侶
に
対
し
、
山
林
修
行

や
民
間
布
教
を
得
意
と
す
る
禅
師
の
拠
点
が
禅
院
で
あ
る
。
玄
奘
三
蔵
に
師
事
し
、

行
基
の
師
で
も
あ
る
道
昭(

道
照)

が
拠
点
と
し
た
飛
鳥
寺
東
南
禅
院
は
著
名
だ
が

構
造
が
わ
か
ら
な
い
。
資
財
帳
に
よ
れ
ば
、
大
安
寺
禅
院
は
「
堂
一
口
長
七
丈 

広
四
丈

高
一
丈
四
尺

僧
房
六
口　
一
口 

長
六
丈
三
尺 

広
三
丈
八
尺 

三
口
長
五
丈 

広
二
丈 

一
口
長
十
丈
八
尺 

広
一
丈
八
尺 

一
口
長
四
丈 

広
一
丈
五
尺　
廡
廊
一
条

長
四
丈 

広
一
丈
二
尺
」
の
計
八
口
の
檜
皮
葺
建
物
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
大
安
寺
禅
院
は
食
堂

院
や
太
衆
院
と
同
じ
左
京
六
条
四
坊
十
一
坪
南
半
か
ら
十
二
坪
に
立
地
し
て
い
た
の

で
、
寺
院
地
東
南
隅
で
、
堂
の
三
方
を
六
口
の
僧
房
が
取
り
囲
む
復
原
案
を
示
し
た

(
図
１)
［
上
原
二
〇
二
一
］。

道
昭
は
唐
か
ら
帰
国
し
て
飛
鳥
寺
東
南
禅
院
に
居
住
し
て
禅
を
広
め
、
諸
国
を

め
ぐ
っ
て
治
水
・
築
港
・
造
橋
な
ど
の
慈
善
事
業
に
尽
力
し
、
禅
院
で
生
涯
を
終
え
た

[

『
続
日
本
紀
』
文
武
天
皇
四(

七
〇
〇)

年
三
月
己
未
の
道
昭
卒
伝
］。｢

大
安
寺
伽
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藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
」
は
、
保
有
す
る
銭
・
銀
、
糸
・
布
帛
、
稲
米
な
ど
の
交
換
財

の
使
途
と
し
て
、
功
徳
分
・
義
物
銭
・
悲
田
分
・
衣
田
分
な
ど
の
高
額
な
慈
善
事
業

費
を
計
上
す
る
。
大
安
寺
禅
院
が
充
実
し
て
い
る
の
は
こ
れ
に
対
応
す
る
。
つ
ま
り
、

予
算
面
で
も
施
設
面
で
も
、
大
安
寺
は
積
極
的
に
寺
外
に
進
出
し
て
山
林
修
行
に

は
げ
み
、
布
教
活
動
・
慈
善
事
業
に
尽
力
す
る
体
制
を
と
っ
て
い
た
。
七
四
七
年

「
法
隆
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
」
に
は
禅
院
は
な
く
、
慈
善
事
業
費
も
計
上
し
な

い
。
大
安
寺
は
天
皇
発
願
の
官
寺
な
の
で
、
国
家
に
密
着
し
た
宗
教
活
動
ば
か
り
や
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、
資
財
帳
の
登
記
内
容
は
そ
の
先
入
観
を
払
拭
す
る

［
上
原
二
〇
一
四
］。

平
城
京
に
お
け
る
他
の
官
大
寺
が
、
禅
院
施
設
を
保
有
し
て
い
た
か
否
か
、
保

有
し
て
い
た
な
ら
ば
そ
の
充
実
度
は
ど
の
程
度
で
あ
っ
た
か
は
不
分
明
で
あ
る
。

し
か
し
、「
大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
」
に
み
る
禅
院
は
か
な
り
の
規
模
で
、

道
慈
が
帰
国
当
初
か
ら
独
自
の
立
場
で
山
林
修
行
を
重
視
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、

大
安
寺
禅
院
を
充
実
し
た
の
は
道
慈
の
提
言
に
よ
る
可
能
性
も
あ
る
。
少
な
く
と
も
、

天
平
年
間
に
な
っ
て
か
ら
道
慈
が
大
安
寺
造
営
に
関
与
し
た
な
ら
ば
、
禅
院
の
よ
う
な

周
辺
施
設
は
道
慈
が
建
て
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
が
「
法
師
尤
妙
工

巧
。
構
作
形
製
、
皆
稟
其
規
摹
、
所
有
匠
手
、
莫
不
歎
服
焉
」
と
い
う
評
価
に
つ
な
が
っ

た
と
は
思
え
な
い
。
や
は
り
誰
も
が
注
目
す
る
よ
う
な
伽
藍
荘
厳
と
直
接
関
わ
る
、

金
堂
院
の
廻
廊
壁
画
や
中
門
の
イ
ン
ド
国
王
像
こ
そ
が
道
慈
が
高
く
評
価
さ
れ
た
理

由
で
あ
ろ
う
。

天
平
元(

七
二
九)

年
に
律
師
に
任
じ
ら
れ
、大
安
寺
造
営
に
関
わ
っ
た
道
慈
は
、

僧
房
に
居
住
し
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
仕
事
場
は
政
所
院
だ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、

律
師
を
辞
し
た
天
平
九
～
十
年
以
後
、「
遊
山
野
。
時
出
京
師
、
造
大
安
寺
」
で
過

ご
し
た
と
す
れ
ば
、
大
安
寺
禅
院
を
本
拠
と
し
た
可
能
性
が
高
い
。
飛
鳥
寺
東
南
禅

院
を
拠
点
に
社
会
活
動
を
進
め
、
そ
こ
で
生
涯
を
終
え
た
道
昭
だ
け
で
な
く
、
平
安

前
期
に
お
け
る
広
隆
寺
復
興
事
業
を
推
進
し
た
道
昌(

七
九
八
～
八
七
五
年)

も
、

別
当
職
を
退
い
た
後
は
、
寺
院
地
東
南
部
に
設
け
た
東
院
を
民
間
布
教
の
拠
点
と
し

た[

上
原
二
〇
二
〇
ａ
］。
道
慈
も
公
務
か
ら
解
放
さ
れ
た
後
に
は
、
禅
院
を
拠
点

に
民
間
布
教
に
努
め
、
時
に
は
大
安
寺
経
営
に
も
知
恵
を
貸
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
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二
〇
一
四
年
『
古
代
寺
院
の
資
産
と
経
営
︱
寺
院
資
財
帳
の
考
古

　
　
　
　
　
　
　
学
︱
』
す
い
れ
ん
舎

上
原
眞
人　
　
　
　

 
二
〇
一
五
年
「
双
塔
伽
藍
の
伝
来
と
展
開
」『
瓦･

木
器･

寺
院
︱
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こ
こ
ま
で
の
研
究 

こ
れ
か
ら
の
考
古
学
︱
』
す
い
れ
ん
舎(

初
出
は

『
列
島
の
古
代
史(

八) 

古
代
史
の
流
れ
』
二
〇
〇
六
年)

上
原
眞
人　
　
　

 　
二
〇
二
〇
年
ａ
『
古
代
寺
院
の
生
き
残
り
戦
略
︱
資
財
帳
が
語
る

平
安
時
代
の
広
隆
寺
︱
』
柳
原
出
版

上
原
眞
人　
　
　
　

 
二
〇
二
〇
年
ｂ
「
丹
波
国
に
お
け
る
律
令
制
成
立
期
お
よ
び
盛
期

の
寺
院
」 『
古
文
化
研
究
』
第
一
九
号
、
黒
川
古
文
化
研
究
所
紀
要

上
原
眞
人　
　
　
　

 

二
〇
二
一
年『
奈
良
時
代
の
大
安
寺
︱
資
財
帳
の
考
古
学
的
探
究
︱
』

東
方
出
版

大
岡　
實　
　
　
　
一
九
六
六
年
『
南
都
七
大
寺
の
研
究
』
中
央
公
論
美
術
出
版

太
田
博
太
郎　
　
　
一
九
七
九
年
『
南
都
七
大
寺
の
歴
史
と
年
表
』
岩
波
書
店

大
和
田
岳
彦　
　
　
一
九
九
七
年
「
大
仏
建
立
以
前
の
南
都
寺
院
伽
藍
」『
日
本
歴
史
』

五
八
七
号
、
吉
川
弘
文
館

岡
田
英
男　
　
　
　
一
九
八
四
年
「
大
安
寺
伽
藍
と
建
築
」『
大
安
寺
史
・
史
料
』
大
安

寺
史
編
纂
委
員
会(

『
古
代
建
築
の
構
造
と
技
法
︱
岡
田
英
男
論
集
』

下
、
思
文
閣
出
版
二
〇
〇
五
年
所
収)

小
野
勝
年　
　
　
　
一
九
八
九
年
『(

中
国
隋
唐)

長
安
・
寺
院
史
料
集
成
』
史
料
編
・

解
説
編
、
法
蔵
館

木
村
捷
三
郞
・
杉
山
信
三　
一
九
八
一
年
『
洛
南
高
等
学
校
新
築
体
育
館
用
地
埋
蔵
文

化
財
調
査
報
告
』
鳥
羽
離
宮
跡
調
査
研
究
所

教
王
護
国
寺　
　
　
一
九
八
一
年
『
教
王
護
国
寺
防
災
施
設
工
事
・
発
掘
調
査
報
告
書
』

菅
谷
文
則　
　
　
　

 

二
〇
二
〇
年
『
大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
を
読
む
』
大
安 

　
　
　
　
　
　
　

 

寺
歴
史
講
座
１
、
東
方
出
版

鈴
木
久
夫･

上
村
和
直･

前
田
義
明　
一
九
九
六
年
「
瓦
」『
新
東
寳
記　
東
寺
の
歴
史
と

美
術
』(

東
寺
創
建
一
千
二
百
年
記
念
出
版
編
纂
委
員
会
編)

便
利
堂

竹
内
理
三　
　
　
　
一
九
三
二
年
『
奈
良
朝
時
代
に
お
け
る
寺
院
経
済
の
研
究
』
大
岡

山
書
店(

『
竹
内
理
三
著
作
集
』第
一
巻
、角
川
書
店
一
九
九
八
年
所
収
）

田
中
重
久　
　
　
　
一
九
四
三
年
『
日
本
に
遺
る
印
度
系
文
物
の
研
究
』
東
光
堂

田
辺
征
夫　
　
　
　
一
九
八
九
年
「
平
城
京
の
寺
院
遺
跡
︱
薬
師
寺
の
造
営
経
過
を
中
心

と
し
て
︱
」『(

研
究
発
表
と
座
談
会)

平
城
京
に
お
け
る
宗
教
美
術
の

諸
問
題
』
上
野
記
念
財
団
助
成
研
究
会
報
告
第
一
九
冊

田
村
吉
永　
　
　
　
一
九
五
三
年
「
再
び
薬
師
寺
の
占
地
に
つ
い
て
」『
史
迹
と
美
術
』

第
二
三
八
号
、
史
迹
美
術
同
攷
会

田
村
吉
永　
　
　
　
一
九
六
〇
年
「
平
城
京
大
安
寺
の
西
明
寺
模
倣
説
に
つ
い
て
」『
史
迹

と
美
術
』
第
三
〇
八
号
、
史
迹
美
術
同
攷
会

中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
西
安
唐
城
工
作
隊　
一
九
九
〇
年　
「
唐
長
安
西
明
寺
遺
址

発
掘
簡
報
」『
考
古
』
一
九
九
〇
年
第
一
期

角
田
文
衞
監
修　
　
一
九
九
四
年
『
平
安
京
提
要
』(

古
代
学
協
会
・
古
代
学
研
究
所)

角
川
書
店

東
京
国
立
博
物
館　

 

二
〇
一
九
年
『
特
別
展
国
宝
東
寺
︱
空
海
と
仏
像
曼
荼
羅
』

中
井　
公　
　
　
　
一
九
九
七
年
「〈
大
安
寺
式
〉
軒
瓦
の
年
代
」『
堅
田
直
先
生
古
希

記
念
論
文
集
』

中
井
真
孝　
　
　
　
一
九
七
八
年
「
道
慈
の
律
師
辞
任
に
つ
い
て
」『
続
日
本
紀
研
究
』

二
〇
〇
号
、
續
日
本
紀
研
究
会

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所 

一
九
七
八
年
「
奈
良
市
大
安
寺
旧
境
内
発
掘
調
査
概
報
」

『
奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報
一
九
七
七
』
奈
良
県
教
育
委
員
会

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所　
一
九
七
六
年
『
西
隆
寺
発
掘
調
査
報
告
』
西
隆
寺
調
査
委
員
会

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所　
一
九
八
七
年
『
薬
師
寺
発
掘
調
査
報
告
』
学
報
第
四
五
冊

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所　
一
九
九
〇
年『
西
大
寺
防
災
施
設
工
事
・
発
掘
調
査
報
告
書
』

西
大
寺

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所　
一
九
九
一
年
『
平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
Ⅹ
Ⅲ
︱
内
裏
の
調
査
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Ⅱ
︱
』
学
報
五
〇
冊

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所　

一
九
九
三
年
『
西
隆
寺
発
掘
調
査
報
告
書
』
奈
良
市

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所　

一
九
九
六
年
『
平
城
京
・
藤
原
京
出
土
軒
瓦
型
式
一
覧
』

奈
良
文
化
財
研
究
所　

二
〇
〇
二
年
『
日
中
古
代
都
城
図
録
』
創
立
五
〇
周
年
記
念
史

料
第
五
七
冊

奈
良
文
化
財
研
究
所　

二
〇
〇
七
年
『
奇
偉
荘
厳
山
田
寺(

重
要
文
化
財
指
定
記
念
秋
季

特
別
展)
』
飛
鳥
資
料
館
図
録
第
四
七
冊

奈
良
市
教
育
委
員
会　

二
〇
〇
四
年
「
史
跡
大
安
寺
旧
境
内(

西
塔
跡)

の
調
査　

第

九
四
次
」『
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要
報
告
書　
平
成
一
三
年
度
』

奈
良
市
教
育
委
員
会　

二
〇
〇
五
年
「
史
跡
大
安
寺
旧
境
内(

西
塔
跡)

の
調
査　
第

一
〇
〇
次
」『
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要
報
告
書　
平
成一四
年
度
』

奈
良
市
教
育
委
員
会　
二
〇
〇
六
年
「
史
跡
大
安
寺
旧
境
内(

西
塔
跡)

の
調
査　
第

一
〇
二
次
」『
奈
良
市
埋
蔵
文
化
調
査
概
要
報
告
書　
平
成
一
五
年
度
』

奈
良
市
教
育
委
員
会　
二
〇
〇
七
年
「
史
跡
大
安
寺
旧
境
内(
西
塔
跡)

の
調
査　
第
一
〇

五
次
」『
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要
報
告
書　
平
成
一
六
年
度
』

奈
良
市
教
育
委
員
会　
二
〇
〇
八
年
「
西
塔
地
区
の
調
査　
第
一
一
〇
次
」『
奈
良
市
埋

蔵
文
化
財
調
査
年
報　
平
成
一
七(

二
〇
〇
五)

年
度
』

奈
良
市
教
育
委
員
会　
二
〇
〇
九
年
「
史
跡
大
安
寺
旧
境
内(

東
塔
地
区)

の
調
査　
第

一
一
四
次
」『
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
年
報　

平
成
一
八 (

二
〇 

〇
六)

年
度
』

奈
良
市
教
育
委
員
会　
二
〇
一一
年
「
史
跡
大
安
寺
旧
境
内
の
調
査
」『
奈
良
市
埋
蔵
文
化

財
調
査
年
報　
平
成
二
〇(

二
〇
〇
八)

年
度
』

奈
良
市
教
育
委
員
会　
二
〇
一
五
年「
塔
院
地
区
の
調
査　
第
一
三
〇
次
」『
奈
良
市
埋
蔵

文
化
財
調
査
年
報　
平
成
二
四(

二
〇
一
二)

年
度
』

奈
良
市
教
育
委
員
会　
二
〇
二
〇
年
「
塔
院
・
六
条
大
路
の
調
査　
Ｄ
Ａ
第
一
四
三
次
」

『
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
年
報　

平
成
二
九(

二
〇
一
七)

年
度
』

奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー　
二
〇
〇
七
年
『
並
び
た
つ
大
塔
︱
大
安
寺
塔
跡

の
発
掘
調
査
︱
』
平
成
一
九
年
度
秋
季
特
別
展
〈
第
二
五
回
平
城
京
展
〉

図
録

奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー　
二
〇
一
八
年
『
史
跡
大
安
寺
旧
境
内
の
調
査

第
一
四
六
次
︱
塔
院
北
門
・
六
条
大
路
︱
』(

現
地
説
明
会
資
料)

白
山
市
教
育
委
員
会  

二
〇
一
六
年
『
石
川
県
白
山
市
加
賀
横
江
荘
遺
跡
』

服
部
匡
延　
　
　
　
一
九
六
一
年
「
大
安
寺
縁
起
の
成
立
に
つ
い
て
」『
早
稲
田
大
学
図
書

館
紀
要
』
第
三
号

服
部
匡
延　
　
　
　
一
九
六
二
年
「
大
安
寺
碑
文
の
偽
作
年
代
に
つ
い
て
」『
早
稲
田
大

学
図
書
館
紀
要
』
第
四
号

服
部
匡
延　
　
　
　
一
九
七
二
年
「
大
安
寺
伽
藍
配
置
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察
」『
考
古

学
雑
誌
』
第
五
八
巻
第
三
号
、
日
本
考
古
学
会

林　
宥
海　
　
　
　
一
九
三
八
年
「
敦
煌
千
仏
洞
に
於
け
る
華
厳
経
七
処
九
会
図
像
に

就
い
て
」『
密
教
研
究
』
六
七
号
、
高
野
山
大
学
密
教
研
究
会

原
田
憲
二
郎　
　
　

 

二
〇
一
一
年
「(

大
安
寺
式)

軒
瓦
の
成
立
」『
奈
良
市
埋
蔵
文
化

財
調
査
年
報　
平
成
二
〇(

二
〇
〇
八)

年
度
』
奈
良
市
教
育
委
員
会

福
山
敏
男　
　
　
　
一
九
三
六
年
「
大
安
寺
及
び
元
興
寺
の
平
城
京
へ
の
移
建
の
年
代
」

『
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
』
第
一
一
巻
第
三
号(

「
大
安
寺
と
元
興
寺

の
平
城
京
移
建
の
年
代
」
と
改
題
し
『
日
本
建
築
史
研
究
』
墨
水
書

房
一
九
六
八
年
所
収)

藤
田
經
世　
　
　
　
一
九
七
二
年
『
校
刊
美
術
資
料  

寺
院
篇
』上
巻
、
中
央
公
論
美
術
出
版

本
郷
真
紹　
　
　
　
一
九
八
五
年
「
宝
亀
年
間
に
於
け
る
僧
綱
の
変
容
」『
史
林
』
第

六
八
巻
第
二
号
、
史
学
研
究
会(

『
律
令
国
家
仏
教
の
研
究
』
法
蔵
館

二
〇
〇
五
年
所
収)
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松
本
信
道　
　
　
　

 

二
〇
一
二
年
「
道
慈
の
律
師
辞
任
と
そ
の
背
景
」『
駒
沢
史
学
』

七
九
号
、
駒
沢
史
学
会

水
野
柳
太
郎　
　
　
一
九
九
三
年
『
日
本
古
代
の
寺
院
と
史
料
』
吉
川
弘
文
館

宮
本
長
二
郎　
　
　
一
九
八
三
年
「
奈
良
時
代
に
お
け
る
大
安
寺
・
西
大
寺
の
造
営
」

『
日
本
古
寺
美
術
全
集
』
第
六
巻
、
西
大
寺
と
奈
良
の
古
寺
、
集
英
社

向
井
佑
介　
　
　

 　
二
〇
一
九
年
「
中
国
に
お
け
る
双
塔
伽
藍
の
成
立
と
展
開
」『
古
代

寺
院
史
の
研
究
』(

菱
田
哲
郎
・
吉
川
真
司
編)

思
文
閣
出
版(

『
中

国
初
期
仏
塔
の
研
究
』
臨
川
書
店
二
〇
二
〇
年
所
収)

村
田
治
郎　
　
　

   

一
九
五
四
年
「
薬
師
寺
と
大
安
寺
の
占
地
」『
史
迹
と
美
術
』
二
四
〇

号
、
史
迹
・
美
術
同
攷
会

毛
利　
久　
　
　
　
一
九
四
七
年
「
大
安
寺
安
置
佛
像
の
復
原
」『
日
本
史
研
究
』
第
三

号
、
日
本
史
研
究
会

毛
利　
久　
　
　
　
一
九
五
二
年
「
大
安
寺
佛
門
廻
廊
の
安
置
像
に
つ
い
て
︱
所
謂
大
安

寺
式
伽
藍
配
置
の
檢
討
」『
古
代
学
』
第
一
巻
第
三
号
、
古
代
學
協
会

森　
郁
夫　
　
　
　
一
九
八
九
年
「
わ
が
国
古
代
に
お
け
る
造
営
技
術
僧
」『
学
叢
』
第

一
一
号
、
京
都
国
立
博
物
館(

補
訂
し
て
「
造
営
技
術
僧
の
活
躍
」

と
改
題
し
『
日
本
古
代
寺
院
造
営
の
研
究
』
法
政
大
学
出
版
局

一
九
九
八
年
所
収)

森　
郁
夫　
　
　
　
一
九
九
五
年
「
平
城
京
四
官
寺
の
諸
問
題
」『
王
朝
の
考
古
学
︱
大
川

清
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
︱
』(

補
訂
し
て
「
平
城
京
に
お
け
る
初
期

　
　
　
　
　
　
　

  

官
寺
」
と
改
題
し
『
日
本
古
代
寺
院
造
営
の
研
究
』
前
掲
所
収)

森
下
恵
介　
　
　
　

 

二
〇
一
四
年
「
平
城
京
に
お
け
る
大
安
寺
の
造
営
計
画
」『
都
城

制
研
究(

八)

︱
古
代
都
城
と
寺
社
』
奈
良
女
子
大
学
古
代
学
学
術

研
究
セ
ン
タ
ー

森
下
恵
介　
　
　

 　
二
〇
一
六
年
『
大
安
寺
の
歴
史
を
探
る
』
大
安
寺
歴
史
講
座
２
、

東
方
出
版

山
本
忠
尚　
　
　
　
一
九
八
四
年
「
大
安
寺
の
屋
瓦
」『
大
安
寺
史
・
史
料
』
大
安
寺
史

編
纂
委
員
会




